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｢京都体育学研究」編集・投稿規定 昭和60年４月４日制定

１．「京都体育学研究」（英文名KyotoJoumalofPhysicalEducation,以下本誌）は，京都体育学会

の機関誌であり年一回以上発行する。

２．本誌は本学会会員の体育・スポーツに関する論文の発表にあてる。編集委員会が認めた場合に

は会員以外に寄稿を依頼することもできる。

３．１編の論文の長さは本誌８ページ以内を原則とする。

４．原稿は，所定の執筆要項に準拠して作成し，原著・資料などの別を指定して編集委員長あてに

提出する。原文のほかにコピー２部提出する。

５．投稿論文は，学術論文としてふさわしい内容と形式をそなえたものであり，かつ未公刊のもの

でなければならない。

６．投稿論文は編集委員会が審査し，その掲載の可否を決定する。

７．原稿の印刷において規定のページ数を超過した場合，あるいは，図版・写真などとくに費用を

要するものは，その実費を執筆者の負担とする。

８．別刷は校正時に希望部数を申し出ること。実費により希望に応じる。

９．本誌の編集事務についての連絡は，「京都体育学研究」編集委員会あてとする。

10．編集委員会は理事会において編集する。



幼児の豊かな心の育ちを考えた身体表現活動の教材研究

一運動会までのプロセスを通して－

喜 代古市久子＊増原

Theteacl】ing-InateIialleseanhofbodyeXpIessionfOrthegmwthofchildren'sheart；
ontllelearningplDcessoftheplay`flolnusllitonda”

HisakoHURUICHI，ＮｏｂｕｙｏＭＡＳＵＨＡＲＡ

Abstract

Inthisstudytheexpressionplay`lAomushitonda(Agreencaterpillargotintheair)，,waswrittenandtheprocess

oflearningtheplayfOrthefieldmeetwasobservedlntheprocess,whethertheteachingmaterialWaseffectiveto

thechildren，smentalstateandhowchildlenexpressedtheirfeelingwereanalyzed・ThematerialwaswrittenmosUy

basedontheordinaryobservationsofjoyouschildreninthekindergarten・

TheprocedureswereasfOllows：

1)T1eaching-materialwriting,２)Theteaching-materialpresentation,３)Questionnairetoallteacherswhoattended

thefieldmeet，４)Ｔｈｅｄａｉｌｙｐlaysinthekindergarten，５)Bodyexpressionintheprocessand6)Analysisofthe

pmcess・

ThefOllowingisamatterofconsequencefbrdevelopingchildren'ｓｈｅart、

1)Kindergartenteachersalwayscaretheplayinginchildren

2)Childrenmoreenjoytheplaywithpeersthanaloneandtheyenjoyimagination,tools/toyetc

3)Theyenjoytheplaywiththeirwholebody

4)Childrenconcentratetheplayandexpressbythemselves

5)Asimplethingortoyavailableindailylifehelpschildrendeveloptheirfeeling

の心や感`情を基礎にし、教師は「表現を受容するなど

の配慮をして、常に指導の過程についての反省や評価

を適切に行って、指導計画の改善を図る」ことを掲げ

ている。平成12年４月１日から施行される「幼稚園教

育要領」７）では、「幼児が自ら活動を展開していくこ

１はじめに

幼児の身体表現は、平成元年の幼稚園教育要領の領

域「表現」のなかで、「自分なりの表現｣、「豊かな感'性

で表現する力｣、「感動したことを伝え合う｣、など幼児

*大阪教育大学：Osaka町oikuUmversity4-698-1Asahigaoka,Kashiwara,Osaka582-8582Japan
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京都体育学研究第16巻平成１２年５月

作が完成したとき16例」「先生に誉めてもらったとき

12例｣｢やきいもをするよ、などと楽しいことを告げた

とき11例」｢給食がみんな食べられたとき11例」｢好き

な絵本を読んでもらうとき６例」など49項目が220例

抽出された。

次に幼児が喜ぶ話の選定については、ある図書館の

貸し出しで１位を保っている話､幼稚園で幼児に最も

人気のある、エリック＝カール作｢はらぺこあおむし」

を取り上げた。保育者対象の講習会に先立ち、教材は

新リズム表現研究会の18名のメンバーで1998年10月

から1999年７月まで話作り、表現の構成､音楽の特定、

振り付けなどの検討を重ねた結果、「あおむしとんだ」

が完成した。

と｣、「幼児らしい様々な表現」など、平成元年度の改

定から見ると表現が幼児の心のあり方と深く関わって

考えられている。従来は身体表現の教材は全く教師の

感覚で幼児に適切と考えられるものが提供されてきた。

しかし、表現そのものは心の表出であるし、幼児にお

いては身体と心は密接に関係しているので、幼児の心

の状況を把握しておく必要がある。そこで、幼児の日

常よく表現きれる感情に注目して表現の教材を作成し、

それを実際に幼児が運動会で演じるまでのプロセスを

通して、幼児の豊かな心の育ちを十分に考えたもので

あるかどうかを分析する。

２本研究の流れ

最近では幼児の表現は、音楽とか絵などの表現手段

でなく、心の問題として総合的にとらえる必要がある

と考える方向にきている。日本保育学会において、

1999年に「幼児の表現を総合的にとらえる」というシ

ンポジウムも行われている。本研究においても、子ど

もが身体に限らず､必要な表現手段(身体全体･絵･音

楽等）を使って心を表現する、総合的な視点をもつこ

とを基本にした。

筆者らは、まず、各年齢の幼児が、日常の集団生活

でどのような感情を表現しているかを知ることから始

めた。その結果、図１のような感情表現の場面を採録

することができ、色々な感情を日常の保育場面で見せ

ていることが分かった8)。その中で幼児が最も多く見

せるのが｢喜ぶ」ことであり、今回は幼児が｢喜ぶ」こ

とに注目した。その内容は「できなかったことができ

たとき59例｣､｢ゲームやリレーで勝ったとき20例｣｢製

３目的

本研究の目的は幼児の心の表現のうち、日常一番多

く見せる「喜ぶ」感情を取り入れた表現遊びの教材を

通して、幼児の豊かな心を育むために必要な条件を探

るものである。

４研究方法

研究方法は図２に示すような手順で行った｡①教材の

発表②教材の講習会参加者の態度とアンケート（調

査Ｉ）③園での日常保育での実践(調査Ⅱ）④幼児

たちの運動会の様子（調査Ⅲ）⑤検討の順序であ

る。結果の検討は調査Ｉの講習会参加者のアンケート

の分析、調査Ⅱの日常保育について教師の報告書、調

査Ⅲの運動会の観察記録の３つをまとめて行った。

調査Ｉ：1999年８月５日に第１７回指導者実技講習会
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幼児の豊かな心の育ちを考えた身体表現活動の教材研究一運動会までのプロセスを通して－

表１「あおむしとんだ」のシナリオ（作品構成：増原喜代・古市久子他新リズム表現研究会員）

場面

－３－

場面 ナレーション 動き 曲 参ｶﾛ者の気持ちや表情

第一場面

ころころこ

ろ

第二場面

くるくるく

る

l静かな静かな夜。お空

を見上げてごらんなさ

い。ゆらゆら揺れている

みたい｡お星様が光って

見ています」

｢あっ１何かが転がりまし

た。ひとつ、ふたつ、．.」

｢転がったのはちようちょう

のたまごです。あおむし

の誕生です」

｢何して遊ぶのかな？葉

っぱと上手に遊ぶのかし

ら？」

．広げた布の上に座る(一枚の布に５

－１０人)。音楽に合わせて身体を揺

らしたり星が輝く様子を表現する､両

手できらきら､手がさ_と流れる､顔

の横で手を開閉するなど。

･前転､身体を丸めて横転､お芋転

がりなど布の外へ転がる。

。一人で布を触って遊ぶ｡一人で布

を使って色々な動きを試みる。

.－枚の布で友達と協力して，工夫

して遊ぶ｡くるくる回る､ふわふわ揺

らす､かくれんぽ､トンネルごっこな

ど｡

|きらきら

星｣クラウ

ンＣＲＣＤ

－２１６３

楽しさ：想像の世界に入り込

む｡友だちと一緒に大きな布の

上に座るｂ空を想像する。

表情:話や､ことばがけ､また音

楽の動機づけにより動きたい気

持ちになったり、気にいった動

きができた時に生き生きする。

楽しさ:一人では味わえないダ

イナミックな楽しさ。

表情:新しい動きの発見ができ

た時､想像していなかった表現

ができた時に､大きな笑みが兇

られた゜

第三場面

あおむし

<んの前

道だ！

｢おなかのすいたあおむ

し<ん！どんどん葉っぱ

を食ぺました」

｢あれも､これも…。

みんなみんな食べちゃっ

た｡もっと葉っぱをさがし

輩しよう」

･大きな葉っぱの布をどんどん小さ

く､細長くなどして丸めてしまう。

．まとめた布を持った集団の大きなあ

おむし<んの前進を友達と工夫す

る｡

･ＢＧＭとことばがけにより即興的に

動きを工夫してゆく。

｢１０人の

インディ

アン」

楽しさ:皆が布につながって一

緒に歩き方を工夫し､その歩き

方がおもしろい。

表情:実際に身体で動く時に笑
顔が多い。しかし､みんなでそ

ろえねばならないという義務感

は楽しさを半減させる。

第四場面

大きくな

ろうあお

むしくん

｢大好きな葉っぱを全部

食べたあおむしくん１も

っと大きくなろう」

｢大きくなったあおむしく

ん．いろいろな所へ向か

って出発だ！」

ナレーターは動きの種類

と方向のみを指示する。

･はいはいをする

．「ころころころころぶらぷらぱ

っ！」などの擬音で動く。

．転がりながら､一人から2人へ､２人

から4人へ､４人から大勢へと合体し

ていく。

･合体して大きく大きく育ったあおむ

しの上に１５枚をつないだ新聞紙を

被せる。

｢森の動

物｣ビクタ

ーＶＣＷ・

１６３０;リ

チャード・

クレイダ

ーマン涙

奏

楽しさ:あおむしを想像して動

く｡だんだん大きくなっていく様

子は一人であると限界がある

が､集団で行うと､心と動きを一

体化できる。

表情:一人で想像して動く時の

不安げな表情も､集団が大きく

なっていくにつれ､楽しい表情

が多くなる。

第五場面

食ぺる食

ぺる､たく

さん食べ

る

｢たくさん食ぺすぎて太っ

ちよになったあおむし<

ん１でも、もっともっと食

べました。どんどん食ぺ

たら、あれ１頭、身体が

出ちゃったよ。葉っぱを

全部食べちゃった。食べ

たらたくさんうんちが出た

よ・ふん転がしだい！」

･新聞紙の葉っぱの下で全員しゃが

んでいる状態から新聞紙を破って飛

び出してくる｡そして食ぺる様子を、

新聞紙をちぎりながら行う。

･ちぎられて細かくなった新聞紙を小

ビニール袋に片づける。

･ビニール袋に新聞紙を詰めて縛

り、ボールにして投げたり、転がした

りする。

｢タイプラ

イター｣コ

ロンビア

ＣＢＹ:ル

ロイ･アン

ダーソン

作曲

楽しさ:新聞紙を破り､破壊する

楽しさ､こだわりなしに夢中にな

って遊べる。同じ素材で、遊び

が広がって何度も遊べる｡遊び

を作りだしていく楽しさ｡新聞紙

の形の変化や音の面白さ。大き

な紙の下に隠れる楽しさなど。

表情:全体を通して生き生きと

実践している。

第六場面

さなぎに

ん

｢ぐんぐんぐんぐんぐん」

｢くるくる回ったり、糸がく

っついたり、はなれたり、

渦巻いたりして､最後はさ

なぎになりました」

｢ちょっと叩いてみましょ

う｡こんこんこん」

数人で連手して、掛け声をかけなが

ら先頭の好きな方向へと進む。

伸びる:同じ葉っぱの者どうし一列に

並んで伸び縮みする。

くぐる:同じグループの中でつないだ

手の下をくぐって遊ぶ。

くっつく:両手を伸ばしたまま、友達

と手と手でくっつきあう。

渦巻く:一人での回転､グループで

渦巻き、他のグループとも一緒に禍

巻きを作り､最後はかたまりとなる。

「エリー

ト･シンコ

ペーショ

ン｣ＮＨＫ

ＴＶ放送

より：ラベ

ック姉妹

演奏

楽しさ:｢ぐんぐんぐんぐんぐんぐ

んぐんはっ！」と最後のはっで

顔をタンゴ風に急に後ろへ向け

るなどの思いがけない動きを楽

しむ｡糸の伸縮の動きは気持ち

が伸びやかになる｡

表情:ユーモラスな｢ぐんぐん

…｣の且力きの時に最初は恥ずか

しいそうであったが、回を重ね

て､大きな戸で言う時には非常

に力が入っていた。

第七場面

ちようちよ

うになっ

て飛びま

した

｢ゆっくりゆっくり､さなぎ

の背中が割れてきて､パ

ソと開いた蝶のはね」

｢ひらひらとダンスを踊り

ましよう」

ｂ小さな布をゆっくりと取り出す。

･布を空に大きく振る、両手で持っ

て、ＬＯＤへ走る。片手で持って、回

しながら中央へ桑まる。

･布を空中へ放る。

｢プリンク・

ブランク・

プルンク」

ルロイ・ア

ンダーソ

ﾝ作曲

楽しさ:空を舞う布に自分を舵し

て楽しんでいる。

表情:布をひらひらとさせて走る

ときはほんとうに気持ちがよい

様子がうかがえる。



京都体育学研究第16巻平成12年５月

(於:大阪市中央体育館）で教材を発表した。年少.年

中向きのシナリオは表１のようである。受講者が教材

を実践した直後に配布し、その場で記入してもらった

アンケートの回収人数は38人であった（参加者77名

中)。

調査Ⅱ：｢あおむしとんだ｣を運動会で行うことを目標

にした日常保育での取り組みを記録した。記録は３．

４．５歳児クラスの教師である。

実施園：大阪福島日本キリスト学園愛輝幼稚園

実践日：1999年６月～10月

４～５月は幼児が新しい環境に慣れるために時間が

取られ､実際に取り組みが始まったのは６月からであ

る。

調査、調査Ⅱと同じ幼稚園の運動会を筆者ら２人の

他に研究者１人が加わり、ビデオ撮影して、幼児の様

子を観察し分析した。

実施場所：大阪市立上福島小学校運動場

観察日：1999年10月１１日

５調査結果

（１）講習会参加者の態度とアンケート結果について

あらすじは次のようである。

静かな夜のこと、葉っぱの上に小さなたまごが光って

る。ある朝、たまどからちっぽけなあおむしが生まれ

た。おなかをすかしたあおむしは、果物、ケーキ、野

菜にお肉と次から次へと食べ過ぎて太っちよになって

しまう。空を飛んでみたいと思ったけれど、重くて長

い身体は飛び上がれない。そのうちさなぎになって

眠ってしまうが、眠りから覚めたあおむしは、ざなぎ

の皮を脱いできれいなちようちょうになる。

小道具は３メートル四方の大きい布(葉っぱ用)､８０

センチメートル四方の小さい布（ちようちょうの羽

用)、新聞紙、ビニール袋である。

指導者講習会で表現遊び「あおむしとんだ」を体験

した参加者(幼稚園･保育所の先生)の態度について、

楽しさと表情は、次のようにまとめられる（表１の右

欄参照)。

①受講者はいつも幼児のことにEiB慮しながら動いてい

る。

②一人で演じるよりも集団での構成を楽しんでいた。

③頭で理解するよりも身体を使って表現する時の方が

生き生きしている。

④楽しさを増加させるもの

として、想像する、オノマ

トペの使用、自分で考えて

いなかった思いがけない表

現の発見､声を出すなどの

要因が関わっている。

⑤話やことばかけ､音楽の

動機づけが表現を引き出

す。

⑥｢みんなで合わせねばな

らない」という義務感が楽

しさを半減きせている｡。

受講者のアンケートによ

る意見は表２のようである

が､まとめると次のようで

ある。

①小道具については身近で

シンプルな小道具が遊びを

発展させたことに感動した

表２「あおむしとんだ」の作品を実践した保育者の意見（延べ38人）

曲(1名）

－４－

布･新聞

(11名）

･新聞紙は大人でも夢中になり､破ったり､新聞紙からボール遊びの展開は富
んで取り組んでくれそう(5名)。

･小道具を使用することで､子ど！)の動きがより大きくなればよいと思う(1名)。
･布と新聞紙のような簡単な'１､道具で発展的な表現がでることが良い(5名)．

保育との関連

(11名）

･子どＭｘ演じたら色々なおもしろくてかわいい表現が出てくると思う(6名)。

･春からお話していきたいし､今後の保育に生かしたい(2名)。

･青虫は実際に飼っているので動きやすいかもしれない(1名)。
･保育室でもストーリーに従ってやってみたいく1名） ｡

･さなぎからちようちょうへ変化するクライマックス､静かに長い時間待つさなぎ

のためる表現が難しいと思うが､観察を通して表現を引き出したい。（1名)。

展開･構成

(6名）

･構成がおもしろく､遊びが続いて展開できることが､あきさせない(3名)。

･簡単な表現ばかりであったので､覚えやすかった(1名)。

･集団で､時には個人で､青虫になって表現できおもしろいと感じた(2名)。

楽しめた

但名）

･音楽に合わせたり､みんなで表現する楽しさを味わった｡(2名)。
･初めは遠慮がちだったが､徐々にのびのび楽しんで表現できた(1名)。

･参加する方が見るよりも楽しかった(1名)。

ストーリー

(3名）

･話を醜んだ後ナレーション通りに動き､イメージが作り易かった(1名)。

．｢はらぺこあおむし｣は､毎日のように親しんでいたので､ストーリーにすぐに入

っていけた。（2名）

その他

(2名〉

･高学年向きの動きが多いと思うので､やさしくしたいと感じた(1名)。（唯一参
加した小学校の先生）

．ころがることが入るので､室内向きだと思う(1名)。

曲(1名） ･曲の使い方がここでは重要と思った(1名)。
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り、身体の延長として使用でき動きを大きくすること

ができることを確認した。

②日常の保育でどのような取り組みをしていけば､運

動会へ向けて進めていけるか、幼児の表現を引き出し

ていけるかを意識している。その例として表現するた

めには表現すべきことを体験したり、知ることが大切

であることを考えた。

③ストーリーの展開・構成についての記述が多く、表

現遊びの関心の中心はここにあることがわかる。

④表現する楽しさは受講者が実際に身体を動かして実

感できたと述べている。

⑤動きが「高学年向きである」と答えていたが、これ

は大勢の保育者の中で唯一の小学校の先生のもので

あった。就学前の教育に携わっている保育者からは簡

単な表現ばかりであるという意見もあり、日頃の表現

活動がどれくらい行われているかという点で、注目す

べき意見であった。

（２）日常保育での様子

1999年６月から同年に運動会で発表するまでの様子

は園児の指導記録から次のようにまとめることができ

る。

６月：「はらぺこあおむし」を読む｡大型絵本でざらに

興味を高めた。

７月：｢はらぺこあおむし｣の絵を描く。絵の描き方は、

年少児は自分なりのイメージで、家の中にいるあおむ

しや汽車に乗っているあおむしを描いた。年中児はあ

おむしよりもあおむしが食べる果実の方の印象が強い。

年長児はあおむしになったつもりでストーリーを話し

ながら絵を描いた。

９月：「はらぺこあおむし」のビデオを見る、パラバ

ルーンで遊ぶ､新聞紙で遊ぶ､グループ絵画など､色々

な体験を通して､あおむしへの関心を高めた。さらに、

ダンスも習った。年少児は大きな新聞に興奮するが、

新聞をちぎることは難しかった。年中児はあおむしそ

のものに興味をもち、形や色にも関心を示し、実際の

あおむしを観察した｡年長児は大型絵本に夢中になり、

最後の頁で大きく描かれたちようちょうになるところ

に感動する。

10月：公園で表現遊びをする。布をもって走り回るの

が嬉しそうであった。バルーン遊びについてはふざけ

てまとまらないほど生き生きしている場合が多いが、

友達と協調性をもてず､他へ行ってしまう幼児も何人

かいた。

10月11日：運動会で｢あおむしとんだ｣の表現を行う。

年少児.年中児は年長児を見ていることが多かった。

全体的にみて室内での遊びの方が生き生きと元気が

あった。コーナーの遊びは親子の参加であるのでそれ

なりに楽しんでいた。

運動会以後：絵を描くが、年少児は前よりもあおむし

の絵が大きくなったので、画用紙を八つ切りから四つ

切りに代えた。年中児はあおむしそのものを大きく描

くようになったし、色も鮮やかになった。年長児はあ

おむしの姿が大きくなり、色使いについては絵本の影

響が強く、絵本と同じ色の赤と緑を使用している幼児

が多かった。

以上、教材への取り組みが総合的に行われた。その

取り組みの中で使われたものは絵本・あおむしの観

察・パラバルーン・全身運動・表現など、あおむしを

題材に他方面から提示きれた。また、教材に対する取

り組みは、長期にわたって行われた。さらに、幼児の

表現への動機づけが、見る、知る、観察する、小道具

を使用する、などによってなされたことや、運動会後

の遊びの継続する中で工夫きれた。

（３）運動会の様子

運動会で行われたシナリオは表３のようである。筆

者らの作成したシナリオを基本に運動会向きに再構成

した。ナレーションについては基のシナリオと近いも

のであるので、省略する。実際に実践園で運動会で演

じられた時に、シナリオに追加されたところや変わっ

たところをまとめると次のようになる。

①場面の数の減少と工夫がなされた。

②親子ダンスなどによる保護者の参加が多く採り入れ

られた。

③運動コーナーを設けて運動遊びの導入がなされた。

それらは縄跳び･親子体操(お父さんの飛行機)・平均

台(一本橋)・跳び箱を使ったもの、トンネルくぐりで

あった。一定時間を設けて、幼児はその時間内に好き

なコーナーヘ行って遊ぶ。ひとつのコーナーが進む度

に腕輪をしてもらい、いくつのコーナーを体験できる

かを競争する。

－５－
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表３幼児のための運動会作品

ダンスの振り付けと作品構成指導：増原喜代実践指導：堺節子・中尾朋子・向井愛喜・川田育子

④｢あおむし｣を運動会全体にまで広げて構成した｡競かいっぱいのあおむし」で大きな段ボールの筒に入っ

争をあおむしに関連するネーミングにして、親子で競て親子で走る（写真１)。

争した。年少児は「あおむしの親子」で、長い布を親観察者はこの運動会の様子から次のようなことを観

子で被って走る｡年中児は｢あおむし〈んのおさんぽ」察した。

で下駄をはいてのむかで競争である。年長児は「おな①ナレーションが非常に多くなった。観客の前で幼児

－６－

場面 幼児の動き 音楽等

第一場面

入場

･入場の後ダンスを行う。

.その後幼児は全員それぞれのｸﾗｽの葉っぱの上に座る。

･ナレーションにしたがってＢＧＭのリズムに合わせて動く。

曲:ハッピーチルドレン

ＢＧＭ:きらきらぽし(クラ

ウンCRCD-2163）

第二場面

あおむし<

ん遊んで

る？

･たまごが転がる動きを思い出して,真似て転がる。

パルーンから転がりでてしまう幼児、互いに重なってしまう幼児もで
る。

･パルーンの上でナレーションの擬音から想像できる動きをする。

･あおむしが葉っぱをF食べている様子を想像しながら､それぞれのクラスの方

法でバルーンを丸めたり､たたんだり、小さくしていく。

①長い葉っぱ②クルクル葉っぱ③ねじり葉っぱ④まん丸葉っぱ
･いろいろな歩き方で前進しながらパルーンを運動場の中央へと運び､パル

－ンは置いて､集まって座る｡

ＢＧＭ:(ビクターＶＣＷ

－１６３０;リチヤード･ク

レーダーマン演奏）

第三場面

あおむしく

んのフン

第四場面

たくさん遊

ぽう！

･保育者は､ひとつのｸﾗｽ全員がすっぽりと隠れるのに充分な大きさにつな
いだ新聞紙を座っている幼児の上に被せる。

･新聞紙の葉っぱを小さくどんどんちぎっていく。

あたり一面新聞紙が散らばってゴミの海となる。

･保育者は､各ｸﾗｽに大きなビニール袋を4個配る｡幼児は､その中に新聞
紙をどんどん詰めて"フン"を作る。

.出来上がったボールのような"フン，，でいろいろな遊びを始める。

①バレーボール風遊び②サッカー風遊び③ポール当て
-④ボール投げ

･運動場の外側へ向かって
,，

フン，，を投げる。

･幼児は好きな遊びのコーナーを選んで笛がなるまで遊ぶ｡いくつコーナー

をまわれたかを競争する｡ひとつのコーナーが終了するごとに腕輪をしても

らう｡コーナーは次の5つである。

①トンネルくぐり②お父さんの飛行機③跳び箱

④i亀跳び⑤一本橋（平均台）
･親子で競争

*年少児:あおむしの親子

長い1枚の布を親子で被って走る｡親子の足はあおむしの足を表現し

ている。

**年中児:あおむしのおさんぽ

ムカデ競争の下駄を利用して､親子ではいて競争する。

***年長児:おなかいっぱいのあおむし

大きなダンボールの筒の中に入って走る。

ＢＧＭ：タイプライター

(コロンビアＣＢＹ－５７

5）

親子
＊

わ仁

*＊＊

〃

、．

Ｌ－戸〆
Ｐ－ｐ

第五場面

何に変身

するのか

な？

･幼児は､ポケットからカラフルな布(小さい)を少しずつそっと出してくる。

､幼児は運動場いつぱいに広がって､小さい布を振りながらLODへ走る。

･曲の最後には布を空中に放り上げる。

ＢＧＭ:ブランク･プリン

ク･プルンク

(ＣＢＳＳＯＮＹ３２ＤＧ

７４ルロイ･アンダーソ

ン作曲）

第六場面

ダンス「仲

良しちょう

ちよう」

客席から保護者は運動場へと出てきて､幼児と一緒に踊るｂ

･ダンス

曲:ドードレプスカ･ポル

カ(ＴＯＣＧ－５１２１フ

ォークダンス･ハイライト

vol2より）
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写真１第４場面：

年中児あおむしのさんぽ

写真２第４場面：縄跳びのコーナー写真３第１場面：葉っぱの上で

お空を眺めてきらきら

が十分表現できるように、マイクで流される先生の指

示的なナレーションが､自然に多くなる。また､実際に

運動場では先生のナレーションがないと動きにくい。

②新聞紙を破ったり、ポールを投げたり、ゲーム的・

競争的要素の強いものは楽しそうである｡。

③親が参加できる場面の導入は、運動会のようなとき

には参加者全体を生き生きとぎせる。

④コーナーを設けて、自分で挑戦して輪ゴムを集めて

行くところは幼児の心をつかんだプログラムである。

写真２は縄跳びのコーナーの例である。

⑤広過ぎる運動場は幼児を萎縮させたようである。先

生の室内での感想と合わせるとそれが良くわかる。写

真３は第一場面の空を眺めて星がきらきらしている様

子を表現しているところであるが､最初であるので少

しとまどいが見られた。

⑥親子でのフォークダンスは、親子ともどもにこにこ

と笑顔で楽しそうであった。運動会は保護者だけの特

別プログラムを置くことが多い中で､興味ある試みで

あった。

⑦同じテーマで統一させることはアイデアは非常に良

かったが､幼児を少々飽きさせたようで、遊びの流れ

を幼児が認識し続けたか疑問である。一つ一つの場面

を別の種目と考えれば､気にならないのであるが、リ

ズミカルな運びに欠けた感じはする。

を考慮する、などがあげられる。

②幼児の立場からは体験が表現を豊かにし、表現した

い心を満足させる。また､一人よりも集団で演じると

楽しさが倍加する。子どもの社会では各人の体験のや

り取りが検閲されると同時に、集団の中で愉快なアイ

デアを歓迎し、自分もそれを出したいと考えている9）

という｡幼児は実に多くのアイデアを次々と連発する。

一方、気に入ったアイデアを直ぐに真似する。このよ

うに集団は自分の存在を確認できる場なのである。

③楽しさを増加させる要因として、擬音の導入がある

が､オノマトベの使用は行動を快活にする4)。また､小

道具を使うことは動きを大きくすることができ、気分

も伸びやかにする。シンプルなものをテーマにするこ

とは心的な飽和やゆとりから遊びを発展させる｡また、

身近なものからテーマを選ぶことが良い。空想は事実

から生まれる5)というが､幼児の空想はよく知ってい

る事実、体験した事実が基本になる。動機づけは幼児

のもっているイメージを中心にする。幼児も大人も日

常の思考の中で常にイメージや空想を用いている6)の

で、イメージの限られている幼児にとって理解できる

範囲の中でイメージできることや、幼児なりの空想の

世界を表現することが有効であろうと考えられる。

④身体を動かすこと自体の楽しさがある。

⑤表現の指導では、総合的に行うこと、出来あがりの

結果でなく表現までのプロセスを考えた長期的な計画

を組み込む、などが考えられる。以上、３つの調査をまとめて考えると次のようにな

る。

①保育者の態度としてはいつも幼児の姿を根底に置い

てまとめていき、幼児には状況に合わせた対応をする

ことが大切である。遊びが継続している間は見守る、

基本の教材を自由に改編する、ナレーションの入れ方

６豊かな心を育てる身体表現の教材について

教材のテーマは幼児の好きなもの､おもしろいもの、

身近なものが良い。興味・関心はやる気の源で、まず、

感'情がゆきぶされることが必要であることは達成動機

－７－
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たが､次回は他の感情場面を多く体験できる教材を通

して検討したい。また、ひとつの教材の検討という意

味だけではなく、身体表現の基になる考え方に近づく

ように、同一の教材を通して、作成する立場、それを

幼児に指導する立場､幼児の立場を研究者の目で検討

した。しかし､幼児の表現はその一回性に特徴があり、

教材に関わる人の問題だけではなく、幼児のいる場所

も関わってくる。今後は環境の問題も考慮する必要が

ある。

ではよく知られていることであるが'0)、幼児の場合は

特に大切な表現の出発点になる。興味のあることを通

して幼児の心を捉え、幼児が積極的に体験し、その体

験が表現でき、その表現を受容する人がおり、対話を

しながら発展させていくことが必要である。このこと

は既に、林が「身体を動かせない自分」を「自分の意

志通りに動く身体」へと転換しいくために、動作課題

の設定と遂行には自己努力とその経過の認知･援助者

の援助を受けることに対する信頼･受容が大切である

こと3）を証明している。そのためには、時間的に余裕

をもったプログラムが用意されるなど､表現の基にな

る体験を十分行うことが必要である。しかし、多くの

体験は必要であるが、目新しいことを次々に得ること

ではなく、その時々を十分に楽しんで集中できること

が大切であろう。筆者の行った調査では幼児の場合、

熱中する姿や同じことを何回も繰り返す姿を豊かな身

体表現と見ていた例が多くあった')。そこで、幼児の

心の豊かさとは何かを、もう一度問いなおしてみる必

要がある。教師にとって身体表現の発表が成功するこ

とはうれしい。しかし、そこに至るまでのプロセスで

幼児自身がどれくらい関与したかが大切で、そのこと

が豊かな心を育むことになるであろうと考えられる。

現在､幼児教育で盛んに試みられている異年齢交流は

大切にしながらも、年齢によって、教材の提供の仕方

の工夫がなされ､幼児がどのような心でそれをとらえ

ているｶｺの配慮も必要である。幼児の理解のできるも

の、小道具はとつつきやすものにする、など幼児に合

わせた教材の提供や時期を考えることを常に心がけた

い。そして、基本のプログラムをそのまま現場で使用

するのではなく、場合によって、所によって、対象に

よって、変えていく保育者の表現力が必要である。
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７おわりに

保育者が幼児に提供する身体表現の教材はどのよう

であるのがよいかを実際に実践するプロセスを通して

検討した。今回は「喜ぶ」場面を中心に教材を作成し
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記録水準の異なる男女槍投げ選手の競技会試技における

クロスステップおよび投榔動作の分析

安岡貞夫＊野原弘嗣*＊

AnAnalyticalStudyofDifferentperformancelevel，s

Maleand凡maleJavelinThrowerstechnique

inPCrformingCross-StepandThrowingatCompetition．

ＳａｄａｏＹＡＳＵＯＫＡ，HiroshiNOHARA

Abstract

Thepurposeofthisstudywastoinvestigatetherelationshipbetweeneachtechnique,suchasapproachrun,cmss‐

stepsandthrowingperfOrmanceThirty-fivemaleandfOrty-onefemalejavelinthrowersⅢtechmquesatcompetition

werevideotapedwithonecamerawhichwerepannedandoperatingat60Hz、Kinematicdatawereanalyzedin

regardsofsteplength,steptilne,stepspeed,changesofbodypositionduringapproachruntorelease,andvelocity

andangleofthejavelinjustafterreleaseThestepspeedduringapproachruntoreleaseweresignificantlycorrelated

toreleasevelocityofthejavelininthemalethrowers,butnotcolrelatedatthefinalthreecmss-stepsinthefemale

thmwers・Theintervalsoftherelativepeakvelocitiesbetweenshoulderandelbowwereshortintheunskilledmale

andwholefemalethrowers,ａｎｄthesephenomenawereinterpretedastheirunskilledtechniqueandinsufficient

musclestrengthfOrjavelinthrow

力､でも投射速度がもっとも重要な要素であると考えら

れる3.4.5,7.8.11） Ｏ

三浦ら'1)は立ち投げによる飛距離に差がない選手で

あっても、助走を付けての投螂では飛距離に顕著な差

が生ずることから、飛距離を伸ばすためには助走速度

を投射速度に効果的に変換する技術が重要であると指

摘している。同様に、有賀'1)は熟練度の異なる選手に

様々な助走速度を設定して投櫛を行わせた結果､技術

水準によって投櫛動作に活用できる助走速度には違い

1．緒論

槍投げでは、ランニング型で走る助走時及び投櫛動

作直前の数歩前から槍を後方に引き、上体を側方に向

けて走るクロスステップ時において全身が保持してい

る運動エネルギーを投榔動作によって槍に転換すると

ともに、さらに加速させて槍の投射速度を生み出して

いる。槍の飛距離を決定する力学的要素としては投射

速度、投射角度、投射高及び空気抵抗があるが4)、な

*京都府立綾部高等学校：Iq7otoPrefecturalAyabeHighSchooll80ka-cho,Choda,Ayabe623-0042
**京都教育大学教育学部：町otoUniversityofEducationlFnjinomori-cho,Fukakusa,Filshimi-ku,町oto612-8522
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の技術的特徴が十分に把握されているとはいえない。

従って、女子競技者に槍投げ技術の指導を行うときに

参考となる資料を得るためには、男子競技者との技術

的な違いを明らかにすることが必要であると考えられ

る。

以上の背景に基づいて、本研究では男女のジュニア

級選手から上級選手の競技会試技を対象として、助走

の終末局面であるクロスステップから投櫛動作を分析

し、クロスステップが投櫛動作にどのような影響を与

えるのか、また、男女の違い、記録水準の違いによっ

て投櫛動作がどのように異なるのかについて明らかに

しようとするものである。

が生じると報告している。同時に有賀は助走を速くし

ても投射速度が単純に大きくはならないことを、実験

や'')、一流選手の競技会試技の分析8)からも明らかに

している。以上の報告にもみられるように、助走を有

効に利用できるかどうかが､投櫛動作ならびに競技成

績に大きく影響を与える2,5,8.9,11）◎

投・打･蹴などの運動では身体末端部の速度を大きく

することが課題となる'8)。このような運動では連結す

る身体部分において、末端部の運動を始動するタイミ

ングを基幹部の始動よりも遅らせることにより、基幹

部の速度を末端部の速度に効果的に連結することがで

きる。このような技術は｢効果的な運動連鎖｣、あるい

は｢鞭運動の効果｣と呼ばれる。この技術は、槍投げに

おいても槍のリリース速度を増大させるために重要な

役割を果たしている2.5.6,alOJLl7） Ｏ

選手は競技会において、自己のベストパフォーマン

スを行うことに最大の努力を注ぐ。従って、スポーツ

技術の実践的研究において、競技会における試技を分

析することの意義は大きい｡槍投げについても、過去、

競技会試技を対象とした研究が数多く行われてきてい

るが､その多くは一流選手の試技を対象として行われ

きた1.7,8,9,1215,16,17)。一流選手力垳っている投}鄭技術は

彼らが備えている極めて高い体力的条件によって裏付

けられていると考えられる。即ち、一流選手の技術は

彼らの優れた体力的条件と調和し、一体となったもの

であると解釈するのが妥当であろう。このことから、

一流選手の技術はすべての競技者が参考にするべきも

のではあるが､すべての選手に適したものであるとは

いえない。しかし、槍投げに関するこれまでの研究に

おいては幅広い競技水準の選手を対象にした研究21011）

は十分でなく、ジュニア選手の競技会試技を分析した

研究も十分ではない。従って、ジュニア育成のために

は､彼らの投j鄭技能に関する技術分析を行うなどによ

り、科学的資料を充実させることが必要である。

桜井'3)は投技能における男女差を論ずるなかで､片

手によるオーバーハンド投げ動作にみられる女子の技

能は他の運動技能における男女差に比べて違いが大き

いことを指摘している。槍投げは片手のオーバーハン

ド投げに分類される運動であるが､従来の研究の多く

は男子競技者を対象にして行われており、女子競技者

Ⅱ研究方法

１．研究対象

対象者は第67回近畿選手権大会(平成11年８月28,

29日、神戸ユニバーシアード記念陸上競技場)、第５２

回全国高校総体近畿地区予選(平成11年６月18,19日、

神戸ユニバーシアード記念陸上競技場)、第54回京都

陸上競技選手権大会(平成11年７月４日、京都市西京

極陸上競技場)､第５２回全国高校総体京都地区予選(平

成11年６月４，５日、京都市西京極陸上競技場）の決

勝に進出した槍投げ選手71名であり、すべてが右投げ

であった。競技者の内訳は、高校生男子22名、同女子

27名、大学生及び社会人男子13名、同女子14名であ

る。

２．撮影方法

選手の側方から、ビデオカメラ(Panasonic社製Ｗ

90）１台を競技場観覧席に設置し､毎秒60コマ､シャッ

ター速度2000分の１秒でパンニング撮影した｡全天候

型舗装された競技場ではドットラインを引いて槍投げ

の助走路を規定している。そこで、本研究では助走路

の遠位端及び近位端に引かれているドットラインの

マークが0.5m毎に描かれていることを確認し、これを

活用してパンニング撮影における校正のためのマーク

として用いた。カメラはファールラインの手前に４．５

ｍの地点で、助走方向に直角な方向の観覧席に設置し

た。カメラから助走路遠位端線までの水平距離及びカ

メラの地上からの高さは､撮影した競技大会(競技場）

によって若干異なるが、第５２回全国高校総体京都地
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区予選については、それぞれ93ｍ、１５．４ｍであった。

身体の各部位と槍の位置の測定についてはカメラ位置

の左右､４．５ｍの範囲の収録映像を用い、ステップ長、

ステップ時間の測定についてはリリース前10歩(10ス

テップ）までの収録映像を用いた。

３．分析方法

ＶＴＲ映像を２，動作解析プログラム(新大阪商会）

により、身体各部の20点、槍については穂先先端部、

グリップ部､尾部末端部の３点をデジタイズして二次

元座標値に変換し、座標値を実長に換算をした後、デ

ジタルフィルターにより平滑化した。なお、選手の映

像サイズは、カメラからの距離によって変わるため、

選手が助走･投櫛を行った位置が幅４ｍの助走路のど

の位置であるかについて、選手の接地足栂指球の座標

値､助走路遠位端マーク及び近位端マークの座標値の

３点を用いて比例配分法に基づいて行った。

また前述したように、本研究ではＶＴＲカメラを競

技場観覧席に設置し、選手を見下ろす位置から撮影し

たため、ＶＴＲ画像のＹ座標値（高さの成分）につい

ては､TYllmll4)の研究方法を参考にして三角関数を用い

て補正を行った。Ｙ座標値を補正するためには、先ず

カメラの見下ろし角度を決定する必要がある。この角

度（８）は、カメラ光軸に直角な面に投影する助走路

幅(映像画面におけるサイズ）を実際の助走路幅(4.0

ｍ)で除し､Simを当てはめて算出した｡選手のサイ

ズについても映像画面におけるサイズはカメラ

光軸に直角な面に投影したサイズであるから、一

助走路に垂直な面におけるサイズに補正するた

めに､この角度を用い､sec8より算出した｡前

述のように､第５２回全国高校総体京都地区予選一

４．測定項目

（１）助走及びクロスステップから槍のリリースまでの

身体の運動について､以下の項目を分析､測定し

た（図１)。

１）ステップ長(､):助走のステップについて、連続

する２歩間のつま先位置から求めた。

２）ステップ時間(sec､）：連続する２ステップの接

地･離地コマから接地時間と空中時間に分けて測

定した。

３）ステップスピード(Ⅳs)：ステップ長をステップ

時間で除した。なお、ランニングのように一定の

安定した姿勢で反復する循環運動では、走速度

（m/s)=ステップ長÷ステップ時間が適用できる。

しかし､槍投げにおいては助走､クロスステップ、

投螂動作によってステップごとの姿勢が変わる。

従って、本研究で求められたステップスピード

は、ランニングで扱われる｢走速度｣とやや異な

る。後述の考察ではこの認識に留意した。

４）身体各部の速度(m/s):該当する２コマ間の変位

（､)と所要時間(secJから求めた。

（２）投櫛動作における槍の移動及び投射直後の槍の状

態に関する変量として、次の項目を測定した。

１)投射速度(ⅡVs):リリース直後の槍グリップ部の速

度。

２）投射角(deg.)：リリース直後の槍グリップ部の垂

－r一言貝
Ｉクロス

Ｑ

｜クロス Ｉオープン
述のように､第５２回全国高校総体京都地区予選－６歩前一一一s-6-《:瓢ｊ－ｓ－５

１篝j難:i{iii1i懸鯛一苛司可/ﾗミ
クロス｜オープン

鱗蕊離i二三ihillFLili二Ｆ
像サイズをもとに算出した角度は9.25.であ

資料については画面の映像サイズを用いて算

Ｓ-3-(:瓢)－s-2-(舎蕊)－s-,-(:瓢)R･'…出した見下ろし角度を用いた。
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ii）投行程２(､):投榔支持足(左足)接地からリリー

スまでの距離を投行程２(､)とした。

iii)全行程(､):投行程１と投行程２の和を全行程(､）

とした。

Ｃ
/チ くつ

Ⅲ結果及び考察
０歩前
（左足接地）

投行程の構成

１歩前
(右足接地）

図２

ReIease

１．本研究の測定結果

表１は対象者の記録(公式記録)、飛距離(記録十停

止距離:リリース時の左足先とファールラインとの距

離)、リリース直後の槍の状態に関する変量（水平速

度、垂直速度、初速､投射角、姿勢角、迎え角)、助走

歩数､槍を引く動作の開始（リリースから逆上った歩

数とし、セット開始と表示）と終了（リリースから逆

上った歩数とし、セット終了と表示）についての測定

結果である。

本研究では、対象者を槍のリリース速度成分（水平

速度、垂直速度）を基準に、以下の４グループに分け

て比較、考察した。

直変位を水平変位で除した。

3）姿勢角(deg.)：リリース直後の槍の穂先先端と尾

部末端を結ぶ線分が水平と成す角度。

4）迎え角(deg.):投射角と姿勢角との差。

5）槍グリップ部の移動距離(､):投櫛動作中におけ

る槍のグリップ部の移動距離(､)について投行程

１，投行程２に分けるとともに、全行程(､)につ

いて測定した。（図２）

i）投行程１(､):軸足（右足）接地から支持足（左

足）接地までの距離を投行程１(､)とした。

表１対象競技者の性別、グループ別記録、槍のリリース状態及び助走

云鯵生凹

-型｣Ｐ.△壁L}」２，咽，
１７．５３２．８３６．０３．２１３．０６．４４．９

１．０３０．９６２．７９５．８１５．７４１．９２１．２８１．２７

飛距 可中仁：ｐ<0.001幹：ｐ<０．０１＊：ｐ<0.05

－１２－

記録 リリース状態 助走

性Bリ 競技者区分 人数
記母

(､）

飛躍舷

(､）

水平初速

(､/s）

垂直初速

(m/s）

初速

(m/s）

投射角

(deg）

姿勢角

(dep

迎え角

(ded

助走歩数

(歩前）

セプト開始

(歩前）

セント終了

(歩前）

男
子

全通手１厘AＮ

一般・大学生ＭEAN

高校生1厘AＮ

ＭＡ hEAN

SD

ＭＢ 1厘AＮ

ＳＤ

MAとの差

ＭＣ 1厘AＮ

ＳＤ

MAとの差

ＭＤ 腿zAN

SD

MAとの楚

３５

1３

2２

1０

1１

７

７

54.39

5７ 7１

5２ 4２

6２ 4７

４ 889

5３ 1８

4.091

わ鉢

51.14

2.673

牟償＊

47.98

7.686

わPF

56.30

59.83

54.21

64.70

5.108

55.11

4.431

＊P＊

52.98

3.037

中鉢

49.46

7.762

わ鉢

1９．１

1９ ５

1８ ９

2０ ４

0 9６

2０ ０

0．８４

17.5

1.40

*＃

17.5

1.03

掴坤

1２．４

13.8

11.5

13.8

0.73

11.0

0.82

科牢

1３．５

0.58

11.4

0.65

幹＊

22.8

2３ ８

2２ ２

2４ ６

0 9５

2２ ８

０ 7２

拝＊

22.1

1.20

拝＊

20.8

1.11

＊＊*

33.0

35.4

３１．６

34.2

1.75

28.8

2.29

洞竿

37.7

2.44

拝

33.2

1.42

36.3

4１ ９

3３ ０

3９ ８

３ 2２

2９ ６

4.26

や秤

40.1

7.44

37.9

4.12

3.3

６ ５

１ ４

５ ６

３ 6３

０ ８

3.31

ｵヰ

2.4

8.48

4.8

3.86

14.2

1４ ６

1３ ９

1４ ３

１ 9５

1３ ２

1.47

1４．６

１．２７

1５．１

1.77

6.7

6.3

6.9

6.1

0.74

7.2

1.17

＊

6.3

0.76

7.0

1.41

5.2

5.3

5.2

5.0

0.82

5.5

0.93

4.9

1.46

5.6

1.62

女
子

全通手ｕＥＡＮ

一般・大学生亜AＮ

高校生ｌ凪AＮ

ＦＡ

野
ＦＢ lＥＡＮ

ＳＤ

FAとの差

ＦＣ 1厘AＮ

ＳＤ

FAとの差

ＦＤ 凶ﾖAN

S、

FAとの差

４１

1４

２７

９

1０

８

1４

38.22

42.11

36.20

4５ 1２

４ 930

3９ 00

２ 634

＃

38.83

2.462
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Ａグループ（男子は以下ＭＡ:10名、女子は以下Ｆ

Ａ:９名)はリリース速度の水平､垂直成分のいずれに

ついても平均値以上の者、Ｂグループ（男子は以下Ｍ

Ｂ:11名、女子は以下ＦＢ:10名）は水平成分のみが平

均値以上の者､Ｃグループ(男子は以下ＭＣ:７名、女

子は以下ＦＣ：８名）は垂直成分のみが平均値以上の

者、Ｄグループ(男子は以下ＭＤ:７名､女子は以下Ｆ

Ｄ:14名）は水平、垂直成分とも平均値以下の者であ

る。

記録の平均値において、ＭＡ（６２．４７ｍ）とＭＢ

(53.18m)、ＭＣ(51.14m)、ＭＤ(47.98m)及び、ＦＡ

(45.12m)とＦＢ(39.00m)、ＦＣ(38.83m)、ＦＤ(32.88m）

にはいずれも有意差が認められた。また、初速におい

ても、ＭＡ(24.6m/s)とＭＢ(22.8m/s)、ＭＣ(22.1m/s)、

ＭＤ(20.8m/s)及び、ＦＡ(21.1m/s)とＦＢ(19.8m/s)、

ＦＣ(19.3m/s)、ＦＤ(17.5m/s)には､いずれ

も有意差が認められた。男子

かし、投射角が大きいほど記録がよいということでは

なかった。

２．助走終末のクロスステップ

（１）ステップ時間、ステップ長､ステップスピードの

推移

図３にクロスステップ(S-6～S-2)及び投j鄭動作(３１）

におけるステップ長とステップ時間をグループ別に示

した。また、図４にはステップスピードの推移をＡグ

ループとＢ、Ｃ、Ｄグループを対にして示した。両図

においてＯＰはオープンのステップ、ＣＲはクロスの

ステップを表している。

ステップ長についてS-6からＳ－２までの推移をみる

と､S-2(CR)がもっとも長いというパターンが全グルー

プにほぼ共通してみられた｡これはS-2(CR)が投櫛の構

えをつくるためにジャンプする局面'2)であり、ステッ

女子

】
|宝ＴＩ］－－ｽﾃｯﾌﾟ鋳､Iルーｽﾃｯﾌﾟ優

ＣＲＯＰＣＲＯＰＣＲＯＰ
mix’一ｽﾃｯﾌﾟ崎間一

ＣＲＯＩＤＣＲＯＰＣＲＯＰ記録におけるグループ間の差については、

本研究における各グループの分類基準に照

合させてみると、槍のリリース速度の水

平・垂直成分はいずれも記録に反映され、

且つ、水平成分がより重要であることが確

認された。飛距離に対しては投射速度が

もっとも重要な要素であることは、多くの

研究者の認めるところである3.4.5.7,8）が、

飛距離との相関係数（初速：男子ｒ＝0.883

女子ｒ＝0.882、水平速度：男子ｒ＝0.720

女子ｒ＝0.728、垂直速度：男子ｒ＝0.577

女子ｒ＝0.628）はいずれも有意`性が認め

られた。初速と飛距離との相関係数がｒ

=0.88程度であったことは､飛距離の決定に

おいて初速が重要な要素であることを裏付

けるとともに、初速のほかに、投射高、投

射角及び槍の飛行には空気抵抗の影響が大

きい4）ことから、やりの迎え角など､飛行

中の槍の状態による影響があることを反映

していると解釈できる｡投射角については、

ＭＡ(34.2｡)とＭＢ(28.8｡)、ＭＣ(37.7｡)及
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図３ステップ長およびステップ時間の推移（男女グルーープ別）

ぴ、ＦＡ(34.8｡）とＦＢ(31.1｡）、ＦＣ＊印はステップ時間
(39.4｡)、ＦＤ(32.8｡)に有意差があった。し（*）印はステップ長のs-4とs-3の有意差を示す（＊＊:pく001＊:p＜005）
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女子 方音ブ有意な差が認められたのはＭＡのみであっ

た。

この間(S-4～S-3)のステップスピードに

ついてはすべてのグループで増大してお

り、ＦＡ、ＦＣを除くグループについては

有意な差が認められた。しかし、ステップ

時間及びステップ長の結果を踏まえてス

テップスピードの結果を考えると、ＭＡ、

ＭＣ以外のグループで見られたステップス

ピードの増大は、ステップ時間の短縮に起

因するものであり、ステップのテンポが上

がってはいるが身体重心速度の増大を意味

するものではないと解釈できる。

（２）ステップスピードと槍の投射初速の

関係

図５は槍の投射初速と各ステップのス

テップスピードとの相関係数を示したもの

である。男子においては､S-7からS-1まで

の全ステップについて有意な相関がみられ

た。すなわち、男子では槍の投射初速が大

きい選手はステップスピードも大きいとい

う傾向が見られ､上位グループになるほど

助走のステップスピードが有効に活用きれ

ていることを示唆するものであると考えら

れる。一方、女子ではランニング助走のＳ－

コスステップのS-6、S-4で有意な相関がみ

オープンのステップであるS-5、S-3に有意

男子
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図４ステップ・スピードの推移（男女グループ別）
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*はＭＡ、ＦＡとの有意差を示し、（＊）は各グループのＷとＳ３の有意差を示す

プ長、ステップ時間9)がともに長く、槍投げにおける

クロスステップの技術的特徴9）を現していた。

助走の有効性について考察するとき、クロスステッ

プ最終部であるS－４(CR)～S-3(0P)のステップに着目し

て分析することは有用であると考えた。そこで、この

２歩のステップをみることにする。

ステップ時間については、すべてのグループに共通

して、S-4よりS-3のほうが短く、ＭＡＭＢ、ＭＤ、

ＦＤについては５％水準、ＦＢについては１％水準で

有意な差がみられた。

ステップ長の結果は、ステップ時間とは異なり、一

定の傾向は見られなかった。S-4とS-3を比較すると、

傾向としては、ＭＡ、ＭＣではS-3が長く、ＭＢ、Ｍ

Ｄでは逆にS-4が長く、また、女子のＦＡ、ＦＢ、Ｆ

Ｃ、ＦＤではS-4とS-3はほぼ同等であった。ただし、

７，及びクロスステップのS-6、S-4で有意な相関がみ

られたが、オープンのステップであるS-5、S-3に有意

な相関がみられないなどステップごとの相関係数の推

移が不規則、且つ、不安定な傾向を示し、特に、最後

の３歩のステップスピードについては有意な相関がみ

られなかった。つまり、ステップスピードの大きな選

手が必ずしも投射初速が大きいとは言えず、クロスス

テップが投射初速に有効に生かされていないという傾

向を現わしていた。

以上のことから、助走のねらいを踏まえたクロスス

テップが行われない原因について考えると可能性とし

て２つを上げることができる。すなわち、一つの可能

性は、この局面では両肩が側方を向いた状態で移動し

ていることから、クロスのステップ動作よりもオープ

ンのステップ動作のほうが比較的容易であると考えら

－１４－
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れる゜そして、この前提に立つならば､①ステップ動

作の目的を認識していないか、あるいは、暖昧なので

はないかということである。いま一つの可能性は、Ｓ－

４までのスピードがその選手において有効に利用でき

るスピードよりも大きすぎるために、S-1からリリー

スへの投櫛動作が乱れてしまうのではないかという不

安から、②クロスステップの最終部でスピードを落と

すための調整をしているということである。この①、

②で示した可能性は個々の選手を指導する際に考慮す

べきであると考える。

３．投櫛動作の分析結果

（１）投行程について

表２には図２に示したように、投行程１（投櫛動作

において投げの後足接地から投げの前足接地までの局

面)､投行程２（投げの前足接地からリリースまでの局

面)､及び全行程における槍グリップ部の移動距離､及

び投行程２の全行程に対する比率を示した。男子の結

果をみると､投行程１についてはＭＡ､ＭＢ、ＭＣ、Ｍ

Ｄの順に小きくなり、ＭＡとＭＤとの差には有意性が

認められた。しかし、投行程２，及び全行程について

は、ＭＡと他のグループとの差はみられなかった。女

子においては､投行程１，投行程２，全行程について、

ＦＡ、ＦＢ、ＦＣ、ＦＤの順に小さくなり、ＦＡとの

比較ではＦＣとの間には投行程２，全行程について、

また、ＦＤとの間には投行程１，投行程２，全行程に

ついて有意差がみられ､上位グループは投行程２及び

全行程が大きいという傾向がみられた。しかし、投行

程２の全行程に対する比率については､男女を通じて、

グループ間に著しい違いは見られず、記録水準の違い

に基づく一定の関係はみられなかった。

世界の一流選手を含む競技者を対象とした分析にお

いては､投行程２が長いことが大事である16,17)と報告

されている。一方、本研究対象の男子選手と近似した

個人記録をもつ大学生男子槍投げ選手（74ｍ～51ｍ）

を対象とした分析では、投行程２における槍の移動距

離の大きさと飛距離には関係がなかったと報告'1)され

ている。投行程２は槍の投射速度に直接的に関係する

ことに貢献するということが前提になるということで

ある。

以上から、ジュニア級選手については、単に投行程

を長くするというのではなく、特に、投行程２におけ
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図５初速と各ステップにおけるスピードとの相関
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表２投行程１，２の距離及び投行程２の比率

１３５１６１２９５

０１８７０１６４０２４６

１２８１６３２９０
￣￣￣－－－－－－－－￣

０１６１０１５１０１７６

１２５１５５２８０５５４

０２０８０１９８０３４４３４９

＊１１７１６０２７７５８０

０２２８０１３３０２４６５５１

１２２００２８２５６９

０１５３００００１２１４０７

１１５２７１５７６

０１５７０００１９５４４３

ＦＤ＊１．１０＊1．４５＊*2．５５５６．８

ＳＤＯ１５１０．１８６０．２１４５．００

－コ｡。夕。』ノーＵＪ１ユー￣■－，．－－ｊニー釦ｊへ‐￣'二～▽￣￣ｊＺ、￣ず▽￣ロシマシｕ▽〃_
役行程1:投げの後足接地から投げの前足接地までの｣やり重心の移動距月侭

局面である。したがって、この問題については、大き役行程2:投げの前足接地からﾘﾘｰｽまでのやり重心の移動距離

な動作よりも速い動作が重要である')と考える｡即ち、全行程:投行程'+役行程２
＊マークは男子についてはＭＡとの差,女子についてはＦＡとの差の有意性を示す。

投行程を長くすることの意義は投射速度を大きくする…:p<OpOl＊.:p<ODI率:p<0.05
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性別 グループ
役行程１

(､）

投行程２

(､）

全行程

(､）

投行程２の
比率

(%）

男
子

ＭＡ

S、

ＭＢ

S、

ＭＣ

S、

ＭＤ

S、

1．３５

0.187

1．２８

0．１６１

1．２５
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*1．１７

0.228

1．６１

0.164

1．６３

0．１５１

1．５５

0.198

Ｌ６０

0．１３３

2．９５

0.246

2．９０

0.176

2．８０

0.344

2．７７

0.246

54.4

4．１２

56.1

4．５９

55.4

3．４９

58.0

5．５１

女
子

ＦＡ

S、

ＦＢ

S、

ＦＣ

S、

ＦＤ

S、

1．２２

0．１５３

1．１５

0.157

1．１１

０．１５１

＊1．１０

0．１５１

1．６０

0.095

1．５６

０１５０

*１ 4９

０ 157

＊１ 4５

０ 186

2．８２

0．１２１

2．７１

0.195

*2．６０

0.263

**2．５５

0.214

56.9

4．０７

57.6

4．４３

57.3

3．２７

56.8

5.00
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記録を示したＴ選手(記録71,44)の試技を例に示した

ものである。各部位の速度ピークが現れる順（上段)、

及び各部位の相対速度ピークが現れる順(下段)は､い

ずれも基幹部から末端部の順となっており､｢効果的な

運動連鎖｣あるいは｢鞭効果｣を確認することができる。

表３は右大転子(RHp)、肩(RSp)、肘(REp)及び手首

(RWP)の移動速度をもとに､各試技について各部位の相

対速度ピークの時期が体幹から末端の順になっている

試技を｢正順」とし、この順になっていない試技を｢非

正llFUとし、また､｢非正Ⅲ項Uについてはピークが不;明確

な試技とピークの順序が逆転している試技についても

分類、集計したものである。各部位のピークが、大転

子から手首までを通じて「正順」であった試技の割合

は、男子が48.6%、女子が41.5%であり、男子が女子よ

りもやや高率であったが顕著な差ではなく、｢正順｣及

び｢非正順｣の比率についてもグループ間に差がなく、

記録水準との間には一定の関係はみられなかった。し

かし、女子では肩のピーク時期と肘のピーク時期が

34.1%の選手で逆転しており、男子の5.7％(ただし､Ｍ

Ｄが28.6%で他は0%）に比べると高率であった。この

ように、肩一肘の動作において女子選手に多くみられ

た動作順序の逆転は、上肢の各部位をタイミングよく

操作するという投動作の習熟が十分にできていないと

いう女性の特徴を表わしているのではないかと考えら

れる。

桜井'3）は投運動の発達と指導について論じている

が､幼児期から女子はポールを投げるなどのように対

象物を加速する運動形式の遊びの経験が男子よりも少

なく、その結果として、投動作において重要となる腰

の回転など体幹部の利用や上肢の動きが十分に習得さ

れていないこと、また、投動作の習熟には至適年齢が

あるため、その時期を過ぎてから改めて学習すること

には困難が多いことを述べている。上述した肩一肘の

動作タイミングにおける女子選手の特徴から、女子選

手の指導においては練習方法などについて男子選手と

は異なった配慮をとるべきであると考える｡たとえば、

動作が容易に行えるようにするために、投櫛物の重量

を小さくすることや槍を用いないスキルトレーニング

を行わせるなどによって、投櫛動作における腰及び肩

の回転、胴体の伸展及び屈曲動作を含む腰一肩一肘一

る動作スピードを大きくするための技術的な改善とと

もに、より大きなスピードを伴った投動作を可能にす

るための筋パワーを養うためのトレーニングを重視す

べきであることを示唆するものであると考える。

（２）腰一肩一肘一手首の速度ピークの順序性

投櫛運動において、身体の基幹部の速度を末端部の

速度に効果的に連結させる技術として､｢効果的な運動

連鎖｣や｢鞭運動の効果｣は重要であるが､槍投げにおい

ても槍のリリース速度を増大させるために重要な役割

を果たしていることが報告されている2,5,6.8,lqlL17）Ｏ

図６は投榔動作における右足接地(R-oll)から左足接

地(しon)を経てリリース(Release)までの腰(左右大転

子)－肩一肘一手首の速度変化(図６上段)、及び相対

速度変化(該当部位の速度と該当部位が直接連結して

いる基幹部側部位の速度との差）の時間推移（図６下

段）について、本研究対象者の中でもっともすぐれた
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図６Ｔ選手の左右大転子・肩・肘・手首の速度（上段）相

対速度（下段）の推移

投櫛動作における軸足（右足）接地からリリースまでの時間を100％
としている

△R-on：投櫛動作の軸足（右足）接地

△L-on：投櫛動作の支持足（左足）接地

△Release：槍が手から離れた瞬間
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ｌＪｈｉ iiF
手首の運動の順序性､特に各部位の動作速度を有効に

連結させる技術を確立させるスキルトレーニングを重

視することが必要であると考える。

（３）腰一肩一肘一手首の速度ピークのタイミング

図７は投j鄭局面である左足接地からリリースまでの

時間を100％として、左足接地から右大転子相対速度

(左大転子に対する）ピークまでの時間（ａ)、右大転

子相対速度ピークから肩相対速度(左大転子に対する）

ピークまでの時間（ｂ)､肩相対速度ピークから肘相対

速度(肩に対する）ピークまでの時間（ｃ)、肘相対速

度ピークから手首相対速度(肘に対する）ピークまで

の時間（ｄ）のそれぞれが占める比率を示したもので

ある。上段は男子について、下段は女子についてのグ

ループ別平均値である。

助走の役割について論じる中で、助走をすることに

よって上体の「そり」を利用した｢鞭動作｣をより有効

に活用することができる5)。つまり、身体の｢そり」や

｢鞭効果」により、筋の伸張（eccentric収縮）から短

縮（concentric収縮）への過程がつくられ'')、このと

きに、助走の運動エネルギーの一部が筋の弾性エネル

ギーとして貯えられることが示唆されている｡そのため

には、投榔動作において、身体重心の減速がより急激

であること、また、その後のやりの水平方向の加速が

始まる時間が短いことが重要な要素となるとの指摘が

ある5)。

ここで図７の結果をみると、やりの水平方向の加速

が始まる時期である肩速度のピーク時期（ｃの始まり

時期）がＭＡ、ＭＢ、ＭＣは他のグループに比べて早

く、その結果は上述した先行研究に合致するもので

あった。男子については、上腕部の鞭動作の現れと解

釈できる（ｃ）の比率がＭＡ、ＭＢＭＣの順に小さ

く、逆に最末端の（ｄ）の比率はこの順に大きくなる

(長い時間を費やしている）という傾向がみられた。ま

た、ＭＤ及び女子のグループについては、肩速度の

ピーク時期が遅く、（ｃ）の比率が小さという傾向が見

られた。

（ｃ）の時間の長さは､肩部速度がピークに至った時

点における肘の位置によって変わる。すなわち、肩部

の速度ピーク時に肘が肩より後方に残されているなら

ば（ｃ）の長さが長くなると考えられる。したがって、

RHp：右大転子ピーク時

REp：肘速度ピーク時
ＫＤｐ５硯唾らビニープ両

RWp：手首速度ピーーク
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図７手首・肘・肩・右大転子速度におけるピーク間の割合

投櫛局面における支持足（左足）接地から手首相対速度ピークまで

の時間を100％としている。

ａ：投櫛局面の左足接地一右大転子相対速度ピーク間の時間

ｂ：右大転子相対速度ピークー肩相対速度ピーク間の時間

ｃ：肩相対速度ピークー肘速度相対ピーク間の時間

ｄ：肘相対速度ピークー手首相対速度ピーク間の時間
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きであることが示唆された。

４．各部位の速度ピークが、大転子から手首までを通

じて「正順」であった試技の割合は、男子が48.6%､女

子が41.5%であり、「正)1項」及び「非正順」の比率につ

いても男女の各グループ間に差がなく、記録水準との

間には一定の関係がみられなかった。しかし、女子で

は肩と肘のピーク時期が34.1%の選手で逆転しており、

男子の5.7%に比べて高率であることから、上腕の使い

方が十分に習得されていないと解釈することができる。

５．やりの水平方向の加速が始まる時期である肩速度

のピーク時期（ｃの始まり時期）において、ＭＤ及び

女子のグループについては、肩速度のピーク時期が遅

く、（ｃ）の比率が小さいという傾向がみられた｡また、

(ｃ)の時間比率が小さい男子の下位グループ及び女子

選手は、肩や肘の動作タイミングの調整が不s十分であ

ることが示唆きれた。

また、以上の結果に関連して、ジュニアー級選手及

び女子選手に対する指導において次の事項に留意する

ことが有効であると考える。

(1)助走及びクロスステップのスピードは、その選手

が保有する筋力で処理できる範囲、及び習得してい

る投鄭動作が乱されない範囲において速いことが望

ましい。

(2)投櫛動作については、その選手の技能水準に合わ

せて、胴体及び上肢各部分の動作を有効につなぐタ

イミングの習得をねらいとした段階的な練習方法を

取り入れる。このことは特に、女子選手の指導にお

いて留意することが望ましい。

(3)より大きなスピードで投櫛動作を行うために、動

作に関連する筋パワーを養成するトレーニングを重

視する。

(ｃ)の時間の比率が小きい上述の男子下位選手及び女

子選手では投櫛動作の習熟状態が不十分､つまり、肩、

肘の動作タイミングの調整が不;十分になっていること

を示唆するものであると考える。

Ⅳ、要約

本研究では助走の終末局面であるクロスステップか

ら投櫛動作を分析し、クロスステップが投櫛動作にど

のような影響を与えるのか、また、男女の違い、記録

水準の違いによって投櫛動作がどのように異なるのか

について明らかにするために、男女ジュニア級選手か

ら上級選手の競技会試技を対象としてＶＴＲ映像を用

いて動作分析を行った。

その結果からジュニア級選手及び女子選手に関する

槍投げ技術の分析結果は以下のように要約できる。

１．グロスステップの最終部であるS-4(CR)～S-3(0P）

間のステップスピードはすべてのグループで増大して

おり、ＦＡ、ＦＣを除くグループについては有意な差

が認められた。しかし、ＭＡ、ＭＣ以外のグループで

見られたステップスピードの増大は、ステップ時間の

短縮に起因するものであり、身体重心速度の増大を意

味するものではないと考えられる。

２．槍の投射速度と各ステップのステップスピードと

の相関係数では､男子ではS-7からS-1までの全ステッ

プに有意性がみられた。しかし､女子では、とくに､最

後の３歩には有意性がみられず、助走からクロスス

テップのステップスピードが槍の投射速度に結びつい

ていないことが示唆された。

３．男子においては､投行程１がＭＡ、ＭＢ、ＭＣ、Ｍ

Ｄの順に小さくなり、ＭＡとＭＤとの差には有意性が

認められた。しかし、投行程２，及び全行程において

は、ＭＡと他のグループとの差はみられなかった。ま

た、女子では、投行程１、投行程２，全行程において、

ＦＡ、ＦＢＦＣ、ＦＤの順に小さくなり、ＦＡとの

差は、ＦＣにおける投行程２、全行程、ＦＤにおける

投行程１，投行程２，全行程について有意であった｡以

上から、ジュニア級選手及び女子選手については、単

に投行程を長くするというのではなく、特に、投行程

２における動作スピードを大きくするための技術的な

改善及び投動作にかかわる筋パワーの増強を重視すべ
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池田武史森谷敏夫

Effectsofexelcisetrainingoncardiorespiratoryfimction，

autonomicnervoussystemactivitiesandexelCiseperformanceof

universityoarsmanimmediatelyafterentrance

nkeshiIKEDA，′IbshioMOmTANI

Abstract

LongitudinalchangesofcaｴdiorespimtoryfUnction,autononucnervoussystemactivitiesandexerciseperfbrmance

wereassessedwitha6-monthintervalbetweenthepre-andpost-testsinuniversityoarsmeninmediatelyafter

entranceTheresultsshowedthatthereweresignificantincreasesinVO2maxandanaerobicthreshold(AT)mboth

group・Buttherewerenosignificantalterationsinautononucnervoussystemactivitiesassessedbyapowerspectral

analysisofheartratevariabilityFilrthermoreVO2maxshowedahighlysignificantcorreration(r＝-0.98,ｐ＜0.01）

withrawingperfOrmance・ItisspeculatedthatrawingperfOXmancearemoredirectlyaccountedfOrbytheVO2max

ratherthanotherphysiologicalattributes．

スとの相関はそれ程高いものではなく、持久競技成績

は最大酸素摂取量よりもむしろＡＴとの間に高い相関

が得られ、持久的トレーニングにより有意に改善きれ

ることが報告されている10.18)。

日頃運動トレーニングを行っている人やアスリート

では､安静時に徐脈が見られることが知られている'9)・

安静時の徐脈は主に副交感神経の冗進に起因し、安静

時の心拍変動の大きさと有酸素能力との間に密接なつ

ながりがあることが示きれている，)。心拍のリズムは

一拍ごとに変動しており（心拍変動)､心拍変動は交感

神経と副交感神経の両自律神経活動の変動、つまり動

的な調節活動を反映するとぎれている。近年、心拍変

動パワースペクトル解析により副交感神経及び交感神

緒言

体力を構成する諸要素の中でも重要とされている有

酸素性作業能力は、心臓血管系・呼吸器系・骨格筋の

持久能力と深く関係し、一般に最大酸素摂取量や無酸

素性作業閾値（anaerobicthreshold：ＡＴ）で評価さ

れる。1955年にAstrand3）は、有酸素能力の指標とし

て、最大酸素摂取量(maximaloxygenUptake:Vqmax）
を提起した。最大酸素摂取量は呼吸循環器系を中心と

した持久力の総合指標であり、この指標が全身持久力

と関係の深いことは以前からよく知られ、トレーニン

グによって有意に改善されることが既に示されてい

る4)。しかし最大酸素摂取量と持久競技パフォーマン

京都大学大学院人間･環境学研究科：GraduateSchoolofHumanandEnvirmentalStudies,町otoUniversityNihonmatsu-cho，
Ybshida,Sakyo-ku,町oto606-8501
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の影響を排除する為、呼吸は電子メトロノームを用い

て0.25Ｈｚにコントロールした。

自転車エルゴメーター（NAPSCB-X1000）を用いて運

動負荷テストを行った。回転数はできるだけ一定

(60rpm程度）にするように指示した。測定は５月と１１

月の２回行った。運動中に心電図及び呼気ガス（ミナ

ト医科学社AEROMONITCRAE-280S）の組成濃度･流量

を連続的に記録した。運動は被験者が疲労困億するま

で続けられた。呼気ガス分析器は各測定の前にキャリ

ブレーションを行った。運動負荷試験中の呼気ガスの

分析結果より、Wassemanら２１）のクライテリアに基づ

きＡＴを決定した。

３．心拍変動パワースペクトル解析

安静時心電図ＣＭ５誘導より得られたＲ－Ｒ間隔を

２Ｈｚにてサンプリングし、数値フィルターを用いて

ＤＣ成分を除去した後、ハミングタイプのデータ窓を

経て、高速フーリエ交換（ＦＦＴ）を行い、心拍変動

中に含まれる周期成分の周波数とその強き（パワー）

を算出した｡そして､0.03～0.15Ｈｚの低周波成分(Ｌ

ｏ)、0.15～Ｏ４ＨＺの高周波成分(Ｈｉ)、0.03～0.4

ＨＺの総パワー（Ｔｏｔａｌ）に分け、Ｌｏ／Ｈｉ比

を交感神経活動指標（ＳＮＳ)、Ｈｉ／Ｔｏｔａｌ比

を副交感神経活動指標（ＰＮＳ）とした1,2,11)。

４.ローイングパフォーマンスと各指標との関係の検討

ポート部新人における各指標とローイングエルゴ

メーターによる2000ｍタイムトライアルの記録との相

関を調べた。入部当初１名を除きすべてポート競技未

経験者であったため、ローイングパフォーマンス測定

は第２回測定時においてのみ行った。

５．トレーニング内容

前半３ヶ月は週５日の体力トレーニングのみを行っ

た。後半３ケ月はそれに加え、週５日の技術トレーニ

ングを行った。体力トレーニングはウェイトトレーニ

経の活動状態を定量化する方法が確立された22)。パ

ワースペクトル解析は交感神経活動及び副交感神経活

動を分離し、しかもある程度定量的に評価できるとい

う特徴を持つ。この手法によって、様々な生理条件下

で自律神経機能を評価する試みがなされている四)。パ

ワースペクトル解析を用いて、７ヶ月の持久性トレー

ニングに伴う自律神経活動を評価した研究では、心拍

数や交感神経活動には有意な変化が生じなかったが、

副交感神経活動水準が冗進したことが報告されてい

る'6)。

本研究の目的は、受験勉強を終え京都大学に入学し

た１回生が体育会ポート部のトレーニングによりどの

ような身体機能の適応を示すのかを、その初期効果が

著しいと思われる入学後半年間という期間に注目し検

討することである。心肺運動負荷テスト及び安静時心

電図の心拍変動パワースペクトル解析によって呼吸循

環機能及び心臓自律神経活動動態を客観的に評価する。

また測定によって得られたそれらの指標とポートのパ

フォーマンスとの相関について検証する。

方法

１．被験者

大学に入学し、体育会ポート部に入部した10名と、

コントロール群として体育会系クラブに所属しない１０

名を被験者とした｡ボート部に入部した10名のうち１

名は、高校におけるポート経験者だった。被験者の身

体組成を表１に示す。

２．プロトコール

ＣＭ５誘導による安静時の心電図を10分間連続記録

した。心電図信号は生体アンプ（日本光電工業肥G-

6100)、Ａ／Ｄ変換ボード（TransEraHIB410）を介し

て１ｋＨｚでサンプリングし、コンピューターに取り

込んだ｡呼吸数による高周波領域パワースペクトルへ

表１被験者の身体組成

コントロール群ボート部新人

入学時半年後入学時半年後

Age(years）

Height(c､）

Weight(kg）

ｎ
ご
凪
Ｕ

【
ｖ
１
１
０
，
氏
Ｍ
ｖ

０
，
曲
■
Ｕ
０

０
＋
一
八
億
Ｕ

＋
’
５
＋
’

１
月
」
△
０
４
月
」
＆

０
八
出
ｍ
ｖ
０

（
Ｕ
ｎ
Ｕ
、
由
叩
Ｕ
、
Ⅱ
ｕ
ｖ

ｄ
０
Ｉ
上
。
■
Ⅱ
▲
向
氏
Ⅲ
ｖ

18.9±1．０１８．９±0．７

５

７
，
５

．
３
‐

０
＋
’
０

＋
－
０
士

６
０
２

．
５
．

８
７
４

１
１
６

５９，８±4‘９Ｎ`Ｓ68,5±7‘７＊

*;p<０．０５ＮＳＩ有意差なし平均値±ＳＤ
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→43.7±5.9ml/min/kg,p<0.01)。両測定時において両

群の間で体重当たりのVO2maxに有意差は認められな
かった(図１)。

トレーニング期間前後におけるＡＴの変化を図２に

示した。入学時は両群間に有意差は認められなかった

(1398.2±302.5,1/ｍｉｎｖｓ1497.7±244.7ml/､in)｡ポー

ト部新人のＡＴは、６ケ月後においてトレーニング前

に対して１％水準で有意に高い値であったが、コント

ロール群では両時期で有意差は認められなかった

(1862.3±323.8ml/min/ｋｇｖｓｌ５１０４±311.3ml/､in／

kg)。

一方体重当たりのＡＴにおいて、入学時はポート部

新人が、コントロール群に対して５％水準で有意に低

値を示した(20.3±3.2ml/min/ｋｇｖｓ２４９±3.5ml/､in／

kg)。６ヶ月後では入学当時に比べて､ポート部新人が

１％水準で有意に高い値であったのに対して、コント

ロール群では有意差が認められなかった。

安静時心拍数は両群共に有意な変化が認められな

かった（65.1士9.9/min→69.4±8.2/ｍｉｎｖｓ７７､８±

11.2/､in→79.5±10.8/､in)。トレーニング期間前後

におけるＰＮＳ及びＳＮＳの変化を図３に示した。Ｐ

ＮＳ及びＳＮＳどちらも、両群共に有意な変化は認め

られなかった（ＰＮＳ：０．５±0.2→0.4±0.2Ｖｓ0.3

ングを週２回、ランニングを中心とした陸上トレーニ

ングを週３回の割合で行った。

コントロール群の運動習慣に関しては、体育会系ク

ラブの定期的な活動に参加しないという条件以外は任

意とした。

６．統計解析

各種パラメーターの変化について対応のあるｔ検定

を行い、危険率５％未満、危険率１％未満において有

意差を検討した。

結果

二回の測定における各指標の変化を表２に示した。

トレーニング期間前後におけるVO2maxの変化を図１に
示した｡入学時にはポート部新人とコントロール群の

間に有意差は認められなかった(平均値±ＳＤ:2475.7

±491.1ml/minvs2160±236.2ml/､in)｡両群共に６ケ

月後は入学時に比べて、１％水準でVO2maxが有意に高
い値であったが、６ケ月後ではポート部新人が、コン

トロール群に対して１％水準で有意に高い値を示した

(3116.6士421.4ml/minvs2595､７±293ml/min)。

体重当たりのVqmaxは、両群共６ヶ月後は入学時に
対して有意に高い値であった(３８３士3.6ml/､in/kg→

45.5±3.5ml/min/kg,p<0.01Ｖｓ３６．２±5.3ml/､in/k９

表２半年間のトレーニングによる各測定パラメーターの変化

コントロール群ボート部新人
入学時 半年後半年後入学時

VO2max(､l/､in）

VO2max(ml/min/kg）

VO2max(w）

VO2max-HR(l/min）

AT-VO2(ml/min）

AT-VO2(ml/min/kg）

AT(w）

AT-HR(l/min）

REST-HR(1/min）
TOTALPOWER

LOWPOWER

HIGHPOWER

PNSINDEX

SNSINDEX

２５９５．７±２９３．０

４３．７±ｄ９

２３Ｌ２±２０，８

１９１，９±7,5

1510.4±３１Ｌ３

２５．５±５．９

１２８±２３．５

１４１，９±１８`７

７９，５±１０．８

１１２５‘２±６６１．９

８５５，９±５９４，８

２６９」±188’７

０３±０．１

４．２±４４

２１６０．０±２３６，２

３６，２±5’３

２１９±３０，０

１９１，０±５．０

１４９７．７±２４４，７

２４．９±３．５

１３６±２５．５

１５４，６±Ⅲ４

７７．８±ｌＬ２

９Ｍ９±８８８，４

６９６‘４±５４１，０

２７８５±３８１，０

ｑ３±０．１

３，４±2,4

３１１６，６±４２１，４＊＊

４５，５±3，５＊＊

269,4±４３，７＊

１７７．８±4,7＊

１８６２，３±３２３，８＊＊

２７．４±4．７＊＊

１５４．６±２７，３＊＊

137」±１３，０ＮＳ，

６９，４±8`２ＮＳ

１５９２，７±ｌＯ７８１Ｎ,Ｓ

895’８±７３０，２Ｎ,Ｓ’

697,3±６３９’７ＮＳ

Ｏ，４±0,2ＮＳ‘

２，４±2．７ＮＳ，

２４７５，７±４９ｌｂ1

38,3±３，６

２４４±４６０

１８２，６±8,0

1398,2±３０２５

２０．３±３，２

１２７±271

130,9±ｌＬ６

Ｍｌ±９，９

１８５８．７±１２３２，７

９６０」±５８７，９

８９８．６±８６４，５

０．５±０．２

１６±1．２

＊
＊
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

＊
＊
＊
Ｎ
Ｎ
Ｎ
肌
＊
凡
凡
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ⅲ

*ip<０．０５＊*ip<0ⅢＮＳＩ有意差なし平均値±ＳＤ
－２３－
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図４最大酸素摂取量ⅣO2max）とローイングパフォーマンスの関係

えられているl2J720)。また本研究ではポート部群のみな

らず、コントロール群においてもVqmaxは20%程度の
有意な増加が認められた。コントロール群の被験者は

本学授業の「健康科学」の受講者より抽出した者であ

る為、本学学生の中でも特に体力に興味を持った者で

あったと考えられ､他の一般学生よりも入学後体力の

回復と増進に多少とも留意していたことが考えられる。

ＡＴは最大下の身体持久性能力を示す指標となり、

筋の酸化酵素活性から求めた筋組織の呼吸能力及びＳ

Ｔ線維が占める割合は、最大酸素摂取量よりもＡＴと

の間に極めて高い相関関係が認められている8)。また

競技パフォーマンスの改善は､VO2maxよりもＡＴの改善
によって説明できることが報告きれている'8)。コント

ロール群のＡＴはトレーニング前後で有意差が認めら

れないのに対して、ポート部新人ではトレーニング後

に１％水準で有意に高い値を示した。本研究において

も、先行研究と同様にトレーニングによるＡＴの改善

が示された。

一般健常者に対する長期間の運動トレーニングが心

拍変動に与える効果に関して研究者間で異なった結果

ポート部新人コントロール群ポート部新人コントロール群

図２トレーニングによる無酸素性作業閾値（AT）の変化

±０．１→0.3±０．１，ＳＮＳ：１．６±１．２→2.4±２．７Ｖｓ

3.4±2.4→4.2±4.4)。

図４に第二回目の測定におけるvO2maxの値と、ロー
イングエルゴメーターにおける2000ｍタイムトライア

ルの記録との相関を示した｡ポート部新人10名のうち

２名は腰痛のため、ローイングエルゴメーターを用い

たパフォーマンス測定を棄権した。両者の間には高い

負の相関が認められた(r=-098,y=-11705x+11554,,=8)。

一方､体重当たりのVqmax､ＡＴ､体重当たりのＡＴと
は縮+的に有意な相関は認められなかった(r=-0.47,-

0.53,0.08)。

考察

本研究において、ポート部の半年間のトレーニング

によりVqmaxは25％程度の有意な増加が認められた。
持久運動能力と最大酸素摂取量の密接な関係は、過去

の様々な研究でも示され、トレーニングによって最大

酸素摂取量の値は有意に改善されることが認められて

いる6)。最大酸素摂取量の規定要因として、１回拍出

量の増大を始めとする呼吸循環器系の様々な因子が考

－２４－



大学ポート選手の新人期におけるトレーニング効果

が得られている。Sealsら'3)は運動習慣のない中年男

子を対象に中等度以上の運動を１日３０～40分、週３

～４回の割合で30週間行った結果､安静時の心拍数の

低下と心拍変動が増加したことを報告している。しか

しBoutcberら5)は､運動習慣のない中年男子を対象に、

中等度の強度の運動トレーニングを週３回ずつ８週間

行ったところ、運動負荷試験時の最大酸素摂取量の増

加と安静時の心拍数の減少が見られたが､安静時のＬ

ｏ成分やＨｉ成分のｐｏｗｅｒには変化が見られな

かったと報告している｡一方最近ではSugawaraら'6)が、

－般健常男子大学生に７ケ月の持久的トレーニング

(平均走行距離33～551ｍ／週）を実施し、心拍変動パ

ワースペクトル解析を用いて検討を行ったところ、

Vqmax及びＨｉに有意な増加が認められ、心拍数とＬ
ｏ／Ｈｉには多少の減少が認められたものの、統計的

には有意でなかったことを報告している｡本研究では、

トレーニング前後の安静時心拍数に有意な変化は見ら

れなかった。また、安静時心拍数のトレーニング期間

前後、安静心拍のパワースペクトル解析によるＰＮＳ

及びＳＮＳは共に有意な変化は示さなかった。これら

の結果から、半年間以下のトレーニングでは自律神経

活動動態は大きく変化しないことが示唆された。

艇の推進力および速度は、最大酸素摂取量の絶対値

と高い相関があることが報告されている'4)。ポート選

手の最大有酸素能力を評価する際、最大酸素摂取量の

絶対値が重要である。これはポートの競技特`性上、体

重が艇に支持されている為､体重の影響があまり関与

しないことに起因する。ローイングエルゴメーターを

使用し、ポート選手において６分間最大運動中の最大

酸素摂取量を測定した実験においては、６分間を通し

て最大酸素摂取量のおよそ96～98％の強度で運動して

いることが報告されている7)。本研究ではポート部新

人のみを対象とし､VO2maxやＡＴ等の体力的指標とポー
トの競技パフォーマンスとの関係について検討を加え

た。その結果､Vqmaxの緬寸値と2000mローイングエル
ゴメーターの記録とに極めて高い負の相関が示され、

体重当たりのVqmax､ＡＴ､体重当たりのＡＴとは高い
相関は認められなかった。先行研究と同様に、ポート

の競技パフォーマンスと最大酸素摂取量の絶対値との

密接な関係が示唆された。Steinackerl5)はＡＴと６分

間最大運動中の平均パワーとの間に高い相関(r=0.76）

を認めている。熟練したポート選手においては、最大

酸素摂取量だけではなく、ＡＴもまた競技パフォーマ

ンスに強く関係していくものと考えられる。

本研究ではポートのパフォーマンスを実際の艇上に

おけるパフォーマンスではなく、ローイングエルゴ

メーターのタイムによってシュミレーションしたが、

ポートの技術的な差が影響しにくいローイングエルゴ

メーターの使用は今回のような初心者を対象とした場

合適していたと考えられる。なぜなら対象となった

ポート部新人はポートを始めて半年以下であり、技術

的な差が生じにくいことは明らかで、実際のパフォー

マンスにおいても初期効果は主に体力の向上によるも

のが大きく現れることが予期されるからである。もち

ろんポートのような高い技術を要する競技では体力の

みで選手を評価することはできない。今回実施した

ローイングエルゴメーターによる検討は、ポートパ

フォーマンスにおける技術的な要因がかなりの部分排

除されているが、前述したように2000mローイングエ

ルゴメーターの記録が特にVqmaxの絶対値と極めて高
い負の相関を示している。このことは、ポートの初心

者である新人にトレーニングを行わせる際の負荷強度

としてVqmaxがひとつの目安となり、運動負荷テスト
や非観血的な生体信号の解析値から実際のパフォーマ

ンスの推定が可能なことを示唆していると考えられる。
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4週間の禁煙が有酸素`性作業能力および

心臓自律神経活動動態に与える影響

藤井芳和 森谷敏夫

Effectsofsmokingcessationonaerobicexerciseperformanceandautonomic

nervoussystemactivityinyoungermen

YbshikazuFmI,'IbshioMOmTANI

Abstract

ThepresentstudywasconductedtoassesstheeffectsofsmokingcessationoncardiorespiratoryfUnctionand

autononucnervoussystemactivityThirteensmokers(age,22.2±0.6years,mean±ＳＥＭ)andsevennon-smokers

(22.7±0.6years)participatedinthisstudyBSmokerswererandomlyassignedtotwogroups:７smokersquitted

smoking(ex-smokers)fOr4weeksand6smokersremainedsmoking(smokers).After4weeksofsmokingcessation，

incleasedbodyweightwasobserved(p＜005).Absoluteoxygenuptake(VO2)atanaembicthreshold(AT)mcreased

significantly(p＜0.05),whiletherewasnochangeinrelativeVO2atATandmaximaloxygenuptake(VO2max)inany

groups・NOchangewasalsoobservedinautonomicnervoussystemactivityanalyzedbyspectralanalysisofR-R

intervalaftersmokingcessation・Theseresultssuggestthat4weeksofsmokingcessationisbeneficialenoughto

improveaerobiccapacityＧ

(Vqmax）の低下(3)などが報告されている。また、心
臓自律神経活動、有酸素性作業能力の低下と冠動脈性

心疾患との関係が報告されている(''''2)。

一方、禁煙による身体への影響については、心臓自

律神経活動の改善が報告きれている(跳)。また、禁煙に

より血中一酸化炭素ヘモグロビン濃度が低下し、有酸

素性作業能力の改善が期待きれる。したがって、禁煙

が身体に及ぼす影響を明らかにすることは、臨床的・

予防医学的に大きな意義があると思われる。

そこで、本研究は４週間の禁煙が有酸素性作業能力

および心臓自律神経活動動態に及ぼす影響を明らかに

Ｉ・緒言

喫煙と身体疾患の関係について、医学的研究が精力

的に行われている。癌(6)、虚血性心疾患(羽)などが喫

煙と関連があると考えられている。

喫煙による急'性作用で主たる影響を及ぼすものとし

て吸収きれたニコチンが挙げられる。喫煙後､心拍数、

血圧(5.15)、心筋酸素需要量、末梢血管抵抗の増加(9)、

心臓交感神経活動の冗進.副交感神経活動の抑制(8.15）

などが起こる。`慢性作用としては、心臓交感神経活動

の冗進・副交感神経活動の抑制(8,15)、最大酸素摂取量

京都大学大学院人間･環境学研究科：GraduateSchoolofHumanandEnvirmentalStudies,町otoUniversityNihonmatsu-Cho，
Ybshida,Sakyo-ku,町oto606-8501
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る周期成分の周波数やその強さ（パワー）を高速フー

リエ変換(FFT)によりパワースペクトル(周波数とエ

ネルギーとの関係を示す曲線）として求めた。心拍変

動パワースペクトルを分離、定量化するため、主に

0.03Hzから015Hzまでの低周波成分（LF成分）と、

0.15Hzから0.5Hzまでの高周波成分(ＩＦ成分)、及びそ

の総和(TmlL)の積分値を求め､ＩＦを交感･副交感神

経､ＩＦを副交感神経活動の基準にした('4,16)。運動中の

ECGからは、１５秒間隔で平均した心拍数を求めた。

(有酸素性作業能力の測定と解析）

禁煙前と禁煙４週後に、自転車エルゴメーター

(NAPS社製､ＣＭ1000)を用いて漸増負荷運動を行った。

測定の２時間前から喫煙を控えるように指示した。数

分の安静状態の後､20Wで２分間ウォーミングアップを

行い､続けて15Wランプ負荷で疲労困億まで行った｡同

時に、breath-by-breathによる呼気ガス分析器（ミナ

ト医科学社製、AE-280S）を用いて、運動時の換気量

(VE)、酸素摂取量(Vq)および炭酸ガス排泄量(VCq）
を各呼吸毎に測定し、15秒間の平均値を算出した。ＡＴ

の決定についてはWassemanら（1973）の方法(22)に従

い､ⅦとVCO2の非直線的な増加、呼気炭酸ガス濃度（

FEcO2)と呼吸商(R)の急激な増加､炭酸ガス換気当量

(VE/ＶCO2）の一定または減少に伴う酸素換気当量
(VMO2）の上昇を基にした。
３．統計解析

禁煙群、喫煙群、非喫煙群の３群の比較には、一元

配置分散分析、多重比較を行った。各種パラメーター

の実験前後の変化についてはスチューデントＴ検定を

行い、危険率５％で有意差を検定した。

Ⅲ結果

実験前において、禁煙群、喫煙群、非喫煙群の間で

年齢､体重に有意な差は認められなかった(表１)。し

かし、身長は禁煙群が非喫煙群と比べて有意に低かっ

た(P<0.05)。また､喫煙群と非喫煙群の間で喫煙本数、

喫煙年数に有意な差は認められなかった。

禁煙群７人のうち２人が４週間の禁煙期間中にそれ

ぞれ２本、６本の喫煙を行ったが、喫煙本数が少ない

ことからこれらのデータは除外せずに処理をした。残

りの５人は、４週間の禁煙を成功させた。

することを目的とし、若年成人男性において心拍数

(lR)、血圧(BP)Jiqmax､無酸素性作業閾値(AT)、心
臓自律神経活動動態を禁煙前後に測定した。

Ⅱ方法

１．被験者

被験者は喫煙者１３人、非喫煙者７人の男子学生で

あった。被験者は、明らかに健康的で、過去に大きな

病歴が認められない者である。喫煙者のうち７人は４

週間の禁煙を実施し(禁煙群)、６人は喫煙を継続した

(喫煙群)。各群の身体的特`性の詳細は表１に示してあ

る。実験の目的、内容等を被験者に説明した上で、実

験の協力の同意を得て行われた。実験期間に禁煙群に

おいて禁煙を実施した以外は､全ての群において喫煙、

運動、食事を普段通り行うように指示した。

２．測定と解析

(心臓自律神経活動の測定と解析）

測定２時間前から喫煙、食事を禁止させ、実験前と

４週後の午前９時から11時の間に､数分の安静座位の

後､胸部CM5誘導による心電図(ECG)と血圧(BP)(Obmeda

社製、フイナプレス2300）を同時に10分間連続記録し

た。呼吸数は、メトロノームを鳴らして１５回／分

(0.25Hz）にコントロールした。ECGは生体アンプ（日

本光電社製､l凪G-6100)を介し､BPとともにAD変換ボー

ド（TransEra社製、HIB410）を介して１Ｍzでサンプ

リングしてコンピューターに取り込んだ。また実験前

後の測定は、可能な限り同じ時間帯に行った。

得られた安静時ECGのR-R間隔、ＢＰから、２分目か

ら６分目までの４分間の平均心拍数(肌)､収縮期血圧

(SEP)、拡張期血圧（DBP）を求めた。また４分間のR-

R間隔を2Hzに変換した後､数値フィルターを用いてＤＣ

成分とトレンドを除去した。ハミング・タイプのデー

タ窓を経て心拍変動(R-R間隔の揺らぎ)の中に含まれ

表１実験前の身体的特性と喫煙状況

禁煙群喫煙群非喫煙群
Ｎ

年齢（､役）

身長（c､）

体重（kg）

喫煙年数（年）

喫煙本数（本/曰）

７

２２．１±１．０

１７２１±１．１

６８．６±３．１

2.4±０．３

１５．９±２９

６

２２．３±０．８

１７４．５±１．６

６５．４±２９

３９±１．４

１８８±２．０

７

２２．７±０．６

１７７．６±1.2＊

６８．７±１．６

平均±ＳＥＭ

*：ｐ<005非喫煙群と禁煙群を比較
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(心臓自律神経活動）

実験前において禁煙群、喫煙群、非喫煙群の間で体

重､肌､SBP､DBP､心臓自律神経活動（IF､IF､mAL）

に有意な差は認められなかった（表２)。

禁煙群において、禁煙前（68.6±3.1ｋｇ）と比べて

禁煙４週後(69.6±3.1ｋｇ）に僅かではあるが有意に

体重が増加した（P<0.05）（表２)。喫煙群、非喫煙群

では２回の測定で体重に有意な変化は認められなかっ

た。また服､SBP、DBP、ＩＦ､IF､TUIYlLは、禁煙群、喫

煙群、非喫煙群ともに４週間で有意な変化は認められ

なかった。

(有酸素性作業能力）

実験前において禁煙群、喫煙群、非喫煙群の間でAＴ

時のVq､体重当たりのVqともに有意な差は認められな
かった。しかし、非喫煙群は禁煙群、喫煙群と比べて

VO2max､体重当たりのVqmaxともに高かった（p＜0.05）
(表３)。

禁煙群では､禁煙前と比べて禁煙後にAr時の絢寸的

なVqの有意な増加が認められたが(P＜0.05)､体重当た

りのVO2では統計的に有意な差は認められなかった
(p=0.053）（表３)。喫煙群、非喫煙群においては、ＡＴ

時の絶対的なvO2､体重当たりのvO2に有意な変化は認め

られなかった。また、絶対的なVO2max、体重当たりの

VO2maxは全ての群において統計的に有意な変化は認め
られなかった｡VEmaxは禁煙群において増加傾向が認め

られたが、統計的に有意ではなかった（P=0.08)。

表２喫煙前後の体重、心拍数、血圧、心臓自律神経活動の変化

喫煙群禁煙群 非喫煙群

実験前実験後実験前実験後実験前実験後

体重（kg）

心拍数（bpm）

収縮期血圧（mmHg）

拡張期血圧（mmHg）

TOTAL(ms2）

ＬＦ(ms2）

ＨＦ(ms2）

６９．６±3.1＊

72.9±２．５

１２１±４

６４±４

１２５０±１８６

８１５±１３７

４３４±1０４

６５．４±２．９

64.5±4.0

１１６±８

６１±3

1708±４６４

８７９±340

８８１±323

６５．１±２．７

６５．４±１．８

１０１±３

５７±2

2062±481

1041±2４１

９９０±385

６８．５±１．６

６６．９±４．４

１２７±４

６８±3

1342±２５０

６７１±1２９

６７１±204

６８．６±１．７

６７．７±３．８

１２１±３

６８±３

１１５６±２４３

694±1２６

４６２±１６４

６８．６±３．１

６７．９±４．１

１２３±４

６８±４

１３３２＋２３３

７２２±1３６

６１０±１３７

平均±SEM

TOTAL総パワー､ＬＦ:低周波成分､ＨＦ:高周波成分

*：ｐ<０．０５グループ内で実験前後を比較

表３喫煙前後の有酸素性作業能力の変化

禁煙群 喫煙群 非喫煙群

実験前実験後実験前実験後実験前実験後

１８２３±１９３＊

２５．９±２．０

２８３２±1４２

４０．８±1.5

131.25±７．９

１６４８±２０１

２３．７＋？,

2744±1４１

４０．０±１０

１２１．８±８．２

１５５２±１２６

２４．６±1.1

2759±1４３

４４．２±１．９

１３２．７±４．８

１６５９±１２３

２６．８±1.8

2897±１５７

４６．９±２．７

１３５．６±７．９

１９４８±１２３

２８．５±２０

３３２５±１５４↑

４８．５±２．１↑

１４３．２±８．４

2061±１０１

３０．２±1.8

3308±１３６

４８．２±１．６

１４１．８±７．１

AT時のVO2(ｍ１.min-1）
●

AT時のVO2(m１．kg－１．min-1）

VO2max(ｍｌ･min-1）

VO2max(ｍｌｋｇ－１･min-1）

ＶＥｍａｘＯ･min-1）

平均±SEM

＊：ｐ<００５グループ内で実験前後を比較

十：ｐ<０．０５実験前において非喫煙群と禁煙群､喫煙群を比較
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と報告している。しかし、若年層（<30歳）の中程度

(<25本／日）喫煙者と非喫煙者の間では安静時の自律

神経活動に差が見られなかったことも報告している。

先行研究で禁煙後の自律神経活動の改善が報告されて

いるが(別)､本研究では自律神経活動に変化は認められ

なかった。本研究の被験者で１日２５本以上の喫煙を

行っている人は１人もおらず（禁煙群15.9±2.9、喫

煙群16.1±2.6本／日)、Hayanoら(15)の研究において

は全員中程度の若年層喫煙者に位置するものであった。

本研究に参加した被験者の喫煙本数と年齢を考慮する

と、喫煙者の自律神経活動は喫煙により影響を受けて

いなかったと思われる。

喫煙者は非喫煙者よりVO2maxが低いと報告されてい
る(3)。また、Hirschら（1985)(17）は５時間に渡り１

時間３本の割合で喫煙を行った場合、喫煙を５時間以

上行わなかった場合に比べてAT､Ⅶ2maxの低下が起こる
と報告している。喫煙により血中一酸化炭素へモグロ

ピン（HbCO）濃度が上昇する(2)６ＣＯのへモグロビン

(Hb）との結合力は02より遥かに大きく、喫煙により

HbCO濃度が上昇すると動脈血の02運搬能力が低下す
る。またHbCO濃度の上昇によりオキシヘモグロビン

(HbO2)の酸素解離の低下が起こり、筋ミトコンドリア

への酸素供給量が減少することになる(1)。従って、喫

煙により有酸素的作業能力が低下する。本研究では、

禁煙後にAT時の絶対的なＶｑが有意に増加し、体重当

たりのｖｑも顕著な増加傾向が見られた｡これらの結果
は､禁煙後の血中HbCO濃度の低下により筋への酸素供

給量が増加したことによると考えられる｡またVEmaxの

増加傾向が認められたことから、禁煙後の気道抵抗の

低下もATの改善に寄与していると思われる。本研究で

は禁煙後にKr時のVqの改善が認められたが､Vqmaxに

変化は認められなかった。禁煙後VO2maxが変化しな
かったという結果はHashizumeらの先行研究(7)と一致

する｡ATはVO2maxに比べ敏感であるため､禁煙後にＡＴ

の改善が認められてもVO2maxには変化が認められな
かったと思われる。

本研究の結果より、若年成人において４週間の禁煙

により有酸素'性作業能力が改善されることが示唆され

た。しかし、禁煙後に心臓自律神経活動の変化は認め

られなかった。

Ⅳ、考察

喫煙はエネルギー消費量を上昇させることが知られ

ている。Walkerら（1992)(20)は３本の喫煙が安静時代

謝率を６％（12.5kcals/3h）上昇させると報告してい

る。またHofstetterら（1986)('0)は、一日24本の喫

煙が24時間のエネルギー消費量を215kcal上昇させる

が､基礎代謝率には変化が見られなかったと報告して

いる。これらの結果は、喫煙の代謝上昇効果は慢性的

というより急性的であることを意味している。また、

禁煙後にエネルギー摂取量が増加するという報告があ

る(18)｡本研究結果では禁煙４週後に体重の増加が認め

られ、この結果は先行研究と一致するものであった。

禁煙後の体重の増加は、禁煙によるエネルギー消費量

の低下とエネルギー摂取量の増加が影響を与えたと思

われる。

本研究では、４週間の禁煙前後で心拍数の変化が認

められなかった(68.9士5.2,69.7±4.lbp､)。しかし、

禁煙後24時間以内に心拍数が低下し､その後禁煙前よ

り低いレベルが継続するという報告('7）と禁煙前のレ

ベルに戻るという報告(21)がある。本研究の禁煙前の

心拍数が、先行研究と比較して低いと思われる。その

理由として、測定条件が考えられる。本研究では喫煙

による急性効果を避けるために、測定２時間以上前か

ら喫煙を行わないように指示した。Wardら（1992)(21）

は、数本の喫煙約１時間後に心拍を測定した（76.6

bpm)。Persicoら（1992)('7)は、測定直前の喫煙の制

限を加えておらず､10分の安静後に測定していた(74.2

bpm)。また本研究における禁煙前の低い安静時心拍数

を考えると、起床後から測定２時間前までに多くの被

験者が喫煙を行っていなかったと考えられる。本研究

の結果で禁煙後に心拍数に変化が認められなかったこ

とは、禁煙後心拍数の低下が３週間継続していること

になる。

心臓副交感神経活動機能の低下が冠動脈性心疾患

や突然死の重要な危険因子であると報告されてい

る(lL12)。心臓副交感神経活動が喫煙者で低いことから

も(8,13)、喫煙と心臓疾患による死亡とが関連付けられ

る。Hayanoら（1990)(8）は、ヘビースモーカーは若年

層で体位変換に伴う心臓自律神経活動が低下している
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資料

ボールジャグワングの技能習得に伴う

モデルデモンストレーションに対する見方の変容

一事例研究一

石倉 中
」し、 夫

A1terationofpointsofviewformodel-demonstration

duringskillacquisitionofballjuggling：Acasestudy

ndaolSHIKURA

Abstract

Thisstudywasacasestudytoexaminethelearner'scognitivestrategieswhichwereusedbymodelingofball

juggling・TWograduatestudents(amaleandafemale)observedamodel-demonstrationa､dtminedfOrballjuggling

whilespeakingaboutwhattheyweIcthinkingObservationofthemodel-demonstrationwasallowedwheneverthey

wantedtoobserveit・Analysisindicatedl)theobservationofthemodel-demonstrationwasmoreoftenappearedat

thefirststageofleamin9,2)TheaimsofobservationwerechangedwithacquisitionofbaUjugglingskill,and3)A

moreacquiredsubjectcoulddiscoverthetechnicalpointofbaUjugglingskillwhichwasdifficulttolearnwith

observation．

先ず情報の入力面では１）モデル行動に対する注意の

方向が決定され、２）保持過程で視覚的情報が記憶と

して貯蔵できるようにコード化され、記憶に貯蔵され

る。一方､情報の出力面では、３）運動再生過程にて、

記憶として貯蔵された情報をもとに行動が実行され、

４）動機づけ過程においてその行動が動機づけられる

ことにより、その行動が生起されやすくなるというも

のである。この理論の説明から、モデリングによる運

動技能の学習効果を得るためには、先ず学習者がモデ

ル行動に対し、技能を習得する上で注目しなければな

らない点について注意を向けることが重要になるもの

と考えられる。

目的

体育・スポーツの指導場面では、手本となる技能を

学習者に提示し、これを目標にして練習に取り組ませ

ることで技能習得を促進させる方法が古くから用いら

れている。これをモデリングまたは観察学習と呼んで

おり、運動技能の学習に及ぼす効果について数多く検

討されている2,3,7,8.1012)。その科学的な根拠となって

いる代表的な理論はBandura(1986)’)による社会的認

知理論（Socialcognitivetheory）である。Bandura

はモデル行動の観察によって行動を学習するという現

象について､４つの下位過程を仮定して説明している。

同志社大学保健体育研究室：PhysicaleducationlabolatoryofDoshishaUniversityBanjyokan,Thtaramiyakodani,Iq7outanabe，
町oto610-0394
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ろイメージを想起させるなど学習の進度に伴って注視

運動の特徴が変化したことを報告している。

これらの報告は、学習の進度あるいは運動経験に

よってモデル行動に対する注意の方向が異なり、よっ

てモデルに対する見方が変容していく可能性を示唆す

るものである。しかしながら、モデル観察時の注視運

動を測定する実験ではモデル行動に対する注意の方向

を検討する－つの手がかりとして用いているため、学

習者の観察の目的や意図については測定後の内省に頼

らざるを得ないという測定上の限界がある｡このため、

注視運動の特徴を手がかりに技能習得に伴う学習者の

思考過程と観察行動の関連性という認知的方略の変化

について直接的に検討することができないといえよう。

認知心理学の研究領域において、比較的単純なパズ

ルの問題を解くような問題解決を行うときに学習者が

用いる解決方略の変容を明らかにするという問題解決

研究が重要な一部分を構成している。その研究にて中

心的に用いられてきた手段の一つにプロトコル分析

(protocolanalysis）がある。プロトコル分析は、思

考過程を口に出しながら課題を行うよう被験者に求め、

得られた言語報告（プロトコル）を分析する研究手法

であり、認知過程を知るための有効な手段であると考

えられている9)。このため、モデルに対する見方の変

容について検討するためにプロトコル分析を用いるこ

とは、運動技能のモデリングにおける学習者の思考内

容の変容や観察行動について検討するには有効な分析

法であるものと考えられる。

そこで本実験では、ポールジャグリングのモデリン

グにおける技能習得とそれに伴う認知的方略の変化に

ついてプロトコル分析法を用いて事例的に検討するこ

とを目的とした。なお、学習者の観察の意図を明確に

するために、練習中のモデル観察は自由に行わせるこ

とにした。

例えばItoh＆Fujita（1982）５）は、概念学習（a

conceptleaming）のモデリングにおいて学習成立者

と学習不成立者のモデル観察時の視覚的探索の特徴を

比較している。その結果、学習成立者は学習不成立者

に比べてより適切な視覚的手がかりに停留し、さらに

注視点移動の回数が少なかったという特徴が示され、

学習成立者の視覚的手がかりの選択は絞られていった

ものと推察されている。また､杉原・石井(1993)11)は

モデル観察時に観察のポイントを指示することの有効

性について検討した結果、モデル観察は運動学習に有

効であり、そして、単にモデルを観察するだけではな

く、観察のポイントついての指示を加えることでより

大きなモデリング効果が得られることを明らかにして

いる。これらの報告はモデル行動で注目すべき点に注

意が向けられた場合にモデリングによる学習効果が得

られることを指摘するものであり、モデル行動に対す

る注意の向け方、つまり学習者の認知的方略に作用さ

れることを示唆している。

モデル観察時における学習者の注意の方向を検討す

る一つの手がかりとして注視運動を取り上げ､学習者

の運動経験や技能習得の進度と視覚的探索の特徴との

関連性について検討きれている。河下ら（1990)６）は

ダンス運動の鑑賞時と習得時におけるダンス熟練者と

未熟練者の注視運動の特徴を検討している｡その結果、

熟練者はダンス運動を完全に習得し、未熟練者よりも

注視点移動が少なく、停留点もモデルの体幹部に集中

していた。一方、未熟練者はダンス運動を習得するこ

とはできず､注視点が手や頭など身体末端部に集中し

ていたことを報告している。この報告は、ダンス運動

の熟練者と未熟練者の間にモデル行動に対する認知方

略が異なり、観察中の注視運動の特徴となって現れた

ことを示している。また、石倉・猪俣（1995）４）は大

筋的系列動作のモデル提示角度がモデリング効果に及

ぼす影響について着目し、対面モデル提示条件と背面

モデル提示条件を設定し検討している。その結果、背

面モデル提示条件でモデリング効果が速やかに現れた。

そして背面モデル観察時の注視運動において、学習初

期ではモデルの体幹部に集中していたが､学習が進む

につれてうまく再生できなかった部分に停留したり、

なるべくモデルを見ないようにしながら自己の遂行す

方法

１．被験者

ポールジャグリングの未経験な大学院生２名（男子

1名、女子１名）を被験者とした。両被験者は実験者

と日常から接しており、被験者一実験者間のラポート

は形成されていたものと考えられる。
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２．課題

図１に示したように、３個のポールを交互に投げあ

げるポールジヤグリングの習得が課題とされた｡また、

このときの思考内容について随時話しながら行うこと

が求められた。

３．提示用モデル作成条件

ポールジヤグリングの観察用ⅥRのモデルは、投げ

あげたポールを反対の手でキャッチできた場合を一回

と数えてコンスタントに50回できる男性(年齢29歳）

を採用した｡ⅥRは､モデルの正面からのカメラ角度で

全身がモニタ上に映し出されるよう撮影された。ポー

ルジャグリングは構えの姿勢から連続して50回行う内

容で、これを３回繰り返して提示されるように観察用

VIRとして作成され、観察用ＶＩＲとして採用された。

４．手続き

練習試行と実験は被験者一人ずつ行われた。

まず､被験者に対して発話分析(プロトコル分析)の

ための思考内容の言語化の練習を行うために練習試行

が行われた。言語化の練習課題は２種類であった。一

つは問題解決の認知的方略を検討する研究で用いられ

るハノイの塔9)、もう一方は７つの部分からなる大筋

的系列動作'4)のモデリングであった｡前者の課題では、

課題解決時の思考内容を常に言語化することが求めら

れた。また、後者の課題ではモデル観察時の思考内容

を常に言語化し、一連の系列動作を一回観察し、その

後に動作再生するという手続きにて系列動作を３回繰

り返して再生できるまで行われた。両課題はパーソナ

ルコンピューターのディスプレイ上に提示され課題解

決のための操作およびモデル提示が行われた。なお、

言語化には「頭の中の様子を実況中継してください」

と教示が与えられた。

ポールジャクリング実験は練習試行が実施された翌

日に行われた。先ず、実験について簡単な説明が与え

られた。その内容は

①1m四方の範囲内でポールジャグリングを行うこと。

②モデル観察を行いたいときに好きなだけⅥRに録画

されたモデル動作を観察できること。ただし、モデ

ル観察中は身体練習を行わないこと。

③思考内容を全て言語報告すること。

以上３点であった。このとき、言語報告について「頭

の中の様子を実況中継してください」と教示が与えら

れた。

実験試行は、１試行につき５分とし、１日に６試行

を３日にわたって行われた。なお、試行間インターバ

ルは５分であった。この１試行の中にはポールジャグ

リングの運動遂行とモデル観察、そして言語報告が含

まれていた。また、試行間インターバルには前試行に

おける思考内容の言語化の程度について評価が求めら

れた。

なお、練習試行とポールジャグリング実験では、パ

フォーマンスに関するフィードバックは一切与えられ

なかった。

５．実験器具および装置

ポールジャグリングで使用されたポールは、直径

図１ボールジャグリング課題

(ａ）右手に２個､左手に１個のポールを持ち､身体の正面の腰の高さ
のところで構える。

(ｂ）次に､右手に持ったポールのうち１個をトスし､そのポールが自

分の目の前の空中で弧を描き、ほぼ頭の高さのところを通過し

て、体の左側に落ちるようにする。

(ｃ）そのままだとポール１は左手におさまり､左手にポール２個を保

持することになる。そこで、ポール１が弧の最高点にきた時､左

手のポール２をトスして、右側の手に送る。

(ｄ、ｅ）これで､左手が空になるので､右からトスしたポール１を受

け取ることができる。しかし､同時に左から右へ移動中のポール

２が弧の最高点にきた時､右手に持っていたポール３を右から左

へ送るトスを開始する。このプロセスを継続して行う。

（体育心理学実験指導研究会編「体育心理学実験実習概説」1988より）
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}よ言語化が困難な状態であったが､第11試行以後は比

較的言語化の容易な内容を考えてるようになったある

いは言語化の容易な状態にあったものと推察される。

また、被験者Ｂは被験者Ａほどの急激な変化はなかっ

たが､言語化しにくい内容を考えるようになったある

いは言語化しにくい状態になっていったものと考えら

れる。

２．モデル観察の回数

図３は各試行においてモデル観察を行った回数の変

化を示したものである。被験者Ａは被験者Ｂに比べて

第４試行までのモデル観察を行った回数が多く、その

後の試行ではモデル観察を３回だけ行った。一方、被

験者Bは第１，２試行まで複数回モデルを観察したが、

その後の試行ではモデル観察を行ったり行わなかった

りしていた。これらより、被験者Ａは18試行のうちの

60mm重量77.59のゴム製ポール３個であった。ポール

の色は赤、青、紫の３色であった。

また、プロトコルデータ収集のために、被験者には

携帯用カセットテープレコーダとピンマイクが装着さ

れ、さらにパフォーマンス回数評価のために被験者正

面から全身が映し出されるようＶＩＲに記録きれた。

６．依存変数

ポールジャグリングのパフォーマンスは、一回投げ

あげられたポールを反対の手で受け取った場合を１回

の回数として評価された。なお、ポールを取り損なっ

た場合、投げあげた手でポールを受け取った場合、

ポールを投げあげずに反対の手で持ち替えた場合は失

敗と見なし、それまで連続してジャグリングが続けら

れた回数をパフォーマンス得点として評価した。

一方、言語報告については、各試行における言語化

の割合と発話内容が取り上げられた。発話の全内容及

び発話開始時間と終了時間はワードプロセッサーソフ

トウエアに記録され分析された。

結果および考察

４

３

-－被験者A

----o-…被験者Ｂ

画
）
輯
回

２

Ｌ言語化の評価

各試行終了後に実施された言語化の評価の変化を示

したのが図２である｡被験者Ａは第１試行から第10試

行まで言語化の評価が下がり続けていったが､第11試

行からは80％以上言語化できたと評価した。一方、被

験者Ｂは第１試行から第18試行まで言語化の割合が少

しずつ下がっていった。この結果から、被験者Ａは第

10試行までは言語化の困難な内容を考えていたあるい

恥
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図４ポーノレジャグリングの回数
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はじめの試行で集中的にモデル観察を行い、被験者Ｂ

は定期的にモデルを観察したという特徴が見られた。

３．ポールジャグリングのパフォーマンス

各試行におけるポールジャグリングのパフォーマン

ス得点の平均値と標準偏差を求め、その変化を示した

のが図４である。被験者Ａは第９試行までは平均２回

続けていたが､第10試行から平均４回以上ポールジャ

グリングを続けるようになり、第10試行を境に急激に

パフォーマンスが向上した。また、被験者Ｂは第18試

行までの間に１回から３回続けてポールジャグリング

ができるようになり、わずかながらパフォーマンスが

向上した。３回のポールジャグリングは投げ上げた

ポールが一巡して戻ってくる程度になるため、被験者

Ａは被験者Ｂに比べてポールジャグリングの技能は習

得されたと言えよう。

４．行動の分析

被験者の行動を「モデル観察｣、「思考活動｣、「移動

のみ｣、「ポール取り｣、そして「身体練習」の５つのカ

テゴリーに分け、実験時の行動でそれぞれの占める割

合を求めた（図５)。「モデル観察」はⅥR観察を、「思

考活動｣は実際にポールジヤグリングの練習を行わず、

パフォーマンスをうまく遂行するための方略を考えて

いる場面を示している。｢移動のみ｣はポールジャグリ

ングの運動遂行とモデル観察用モニターとの移動を示

し、「ポール取り」はポールジャグリングの練習で落と

したポールを拾いにいく行動を、「身体練習｣はポール

ジャグリングの運動遂行を示している。

被験者Ａと被験者Ｂの行動分析の結果を比較したと

ころ、練習試行の初期段階において、被験者Ａは被験

者Ｂに比べてモデル観察とポールジヤグリングの運動

遂行の占める割合が高く、一方、被験者Ｂは被験者Ａ

に比べて思考活動とポール取りの占める割合が嵩iいと

いう特徴が見られた。これは学習初期において、被験

者Ａはモデル観察とポールジャグリングの練習を積極

的に行ったのに対して、被験者Ｂはポールジャグリン

グをうまく遂行するための方略をじっくり考えながら

ポールジャグリングの練習を行ったものと考えられる。

５．発話内容の分析

両被験者の思考内容を検討するために全ての発話内

容がワードプロセッサソフトウエアを用いて記録され

た。

運動を遂行するための`情報の入力から出力に至るま

での過程を説明するBandura1）のモデリング理論を参

考にし、発話内容をモデル観察時の発話として「情報

の収集｣､より良くパフォーマンスを遂行するための思

考についての発話として「方略の構成/変更｣、自己の

運動遂行を分析する発話として｢評価｣､そして運動遂

行に合わせて１，２，３…と数を数えるという発話の

｢かけ声｣の４つのカテゴリーに分け､各試行で占める

時間の割合を求めた（図６)。その結果､被験者Ａは被

験者Ｂに比べて「方略の構成／変更」の占める割合が

多く、被験者Ｂは被験者Ａに比べて「評価」「かけ声」

1００1００

8０8０
国身体練習

圏ﾎﾞｰﾙ取り

圏移動のみ

函思考活動

□モデル観察

国身体練習

圏ﾎﾟｰﾙ取り

圏移動のみ

圏思考活動

ロﾓﾃﾞﾙ観察

6０6０ （
沢
）
組
扁

（
沢
）
組
寓

4０4０

2０2０

００
－Ｓ０ｗブマｕつ－Ｆ－．．．，●－ＧＵＮ＞マピン､、ト００

－ｒ、０Ⅳウマげう、●トロ◎￣●－（､ＯＷＤマｒ〕､、ト。□

試行

被験者Ｂ

試行

被験者Ａ

図５両被験者の行動分析の結果
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1００1００
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（
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試行

被験者Ｂ

試行

被1倉者Ａ

図６両被験者の発話内容分析の結果

に注目し、被験者Ｂはポールを投げあげるリズムに注

目し始めた。さらに、被験者Ａはモデル動作をまねる

ことだけに注意を向けることに疑問を持ち始め、ジャ

グリング課題で重要なポイントを考え始めた。そのポ

イントとは、ポールの最高到達点に目線を安定きせる

ということであった。

以上の結果から、両被験者のポールジャグリングの

技能習得とそれに伴うモデルデモンストレーションに

対する見方の変容について検討する。

図４に示した結果からわかるように、第９試行まで

は両被験者のポールジャグリングの習得状況は同じ程

度であったが､被験者Ａは第10試行でポールジャグリ

ングの回数が急激に増えた。この結果から、被験者Ａ

は被験者Ｂに比べて技能が習得されたといえよう。ま

た、両被験者の用いた学習方略は異なっていた。つま

り、第１～４試行において、両被験者はまずジヤグリ

ング課題を理解するために主にポールの投げあげ方や

投げる順番に注意を向けるモデル動作の分析を行って

いた。次により良くパフォーマンスを遂行するための

方法をモデルデモンストレーションと自己のパフォー

マンスとを比較することで発見するという観察方略に

変化してきた。しかしながら、被験者Ａはモデル観察

の回数が第５試行まで被験者Ｂに比べて多く、また身

体練習も積極的に行っていた。発話内容も「方略の構

成／変更」そして「評価」の占める割合も第７試行か

ら増え始め、第８試行でジャグリング課題で重要なポ

の占める割合が多いという特徴が示きれた。この特徴

は、被験者Ａはより良くパフォーマンスを遂行するた

めの方略を常に考えているのに対し、被験者Ｂはパ

フォーマンス方略の構成や変更はあまり行わず、自己

の運動遂行を分析･評価し続けていたことを示してい

る。

次に、モデルデモンストレーションに対する見方の

変容を検討するため、モデル観察時の発話内容を分析

した。図７に示したように、両被験者に共通してみら

れる特徴として、まず第１～４試行ではジャグリング

課題を理解するためにモデル動作の分析が行われてい

た。そこでは主にポールを投げあげ方やポールの投げ

あげる順番を中心に観察していた。Bandura（1986）’）

によるとモデル行動に対する注意の方向が決定される

注意過程において、モデル行動の際立った特徴に注意

が方向づけられることを説明していることから、課題

を理解する段階にある第１～４試行では主にポールの

投げあげ方や投げる順番に注意を向けるというモデル

動作の分析が行われていたことが明らかにきれた。次

の段階としては、ポールの投げあげ方や投げあげる順

番がある程度理解されてきたため、より良くパフォー

マンスを遂行するための方法をモデルデモンストレー

ションから見つけだす段階となった。つまり、モデル

デモンストレーションと自己のパフォーマンスとの比

較が行われ始めたということである。その結果、被験

者Ａはポールを投げあげるタイミングや高さ、リズム

－３８－
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れた回数をパフォーマンス得点として評価したことに

留意しなければならない。つまり、本質的にどの程度

技能が習得きれたのか疑問が残るため、異なる大きさ

または重さのポールを使用した転移課題を行うなど、

技能習得を客観化する必要があったということである。

Bandura(1986)’)の社会的認知理論からモデル観察

の変化を推察すると、①学習の初期段階では課題を理

解するためにモデル行動の特徴的な動作（ポールの投

げあげ方や投げあげる順番)に注意を向けた｡次に､②

ポールの投げあげ方や投げあげる順番が記憶として貯

蔵されると、その情報に基づいて実際に運動を遂行す

るが、技能がうまく再生されない。自己の持つ運動の

記憶と実際の運動結果との誤差がフィードバックされ、

ポールを投げあげるタイミングや高さ、リズムを中心

に自己の運動記憶とモデル動作との比較を始める。こ

の誤差を修正するために､③ポールを投げあげるタイ

ミングや高言、そしてリズムを安定させるために重要

になる技術的ポイントをモデルデモンストレーション

から探りだそうとしたということになろう。また、よ

りよくパフォーマンスを習得できた被験者は、モデル

デモンストレーションからパフォーマンスを安定させ

るためのポイントを探り出そうとしていたことから、

杉原・石井（1993)'1)が報告しているように、モデル

提示時において単にモデルを観察させるだけではなく、

観察のポイントについての指示を加えることが重要に

なるものと考えられる。しかし、本研究では被験者２

名の事例から検討されているため、ここで得られたモ

デル観察の変化に関する結果を一般化して論じるには

不十分であるといえる。このため、技能習得とそれに

伴う認知的方略の変化について検討するには、さらに

被験者数を増やし再検討する必要があろう。

本研究ではモデリングにおける認知的方略の変化を

検討するために、思考内容をすべて言語報告させてそ

の内容を検討するというプロトコル分析法を用いた。

運動課題を取り上げる場合､特に筋感覚的情報を言語

化することは難しいため、被験者の言語化の評価の変

化（図２）からわかるように、全思考内容を抽出でき

たとはいえないものである。また、本研究で用いた自

己評価による言語化の評価をパーセンテージ（％）で

示す方法は、評価の再現性や客観性に問題が指摘され

イントは何かをモデルデモンストレーションの観察か

ら探り出し、考え始めていた。言語化の評価も第10試

行で約20％であったが、第11試行では約85％まで急

激に増加していることから、ジヤグリング課題を十分

に理解しており、よって自己のパフォーマンスに関し

ての評価が比較的言語化しやすい水準に達していたも

のと推察される。一方、被験者Ｂは自己のパフォーマ

ンスに関しての評価に占める割合が被験者Ａに比べて

全体的に大きいこと、モデル観察を被験者Ａに比べて

頻繁に行っていること、そしてモデルの見方も自己と

の比較にとどまっていることから全体を通じてモデル

動作をまねることだけに注意を向けており、よって

ジヤグリング課題で重要なポイントに気づく段階に至

らず、ポールジヤグリングの技能は被験者Ａに比べて

習得されなかったものと考えられる。

まとめ

本研究ではポールジャグリング課題を取り上げ、モ

デリングにおける技能習得とそれに伴う認知的方略の

変化についてプロトコル分析法を用いて事例的に検討

した。その結果、モデルデモンストレーションに対す

る観察の目的に変化が見られた。つまり、学習初期の

段階では、まず課題を理解するために主にポールの投

げあげ方や投げる順番に注意を向けるモデル動作の分

析を行っていた。次に課題がある程度理解され始める

と、ポールを投げあげるタイミングや高さ、リズムに

注意を向けながらモデルデモンストレーションと自己

のパフォーマンスとを比較するなど、より良くパ

フォーマンスを遂行する方法を発見するという観察方

略に変化してきた。さらに技能習得が進むと、ジヤグ

リング課題で重要なポイントは何かをモデルデモンス

トレーションの観察から探り出し、考え始めるという

過程を踏んでいたことが明らかにきれた。２名の被験

者の技能習得状況と観察方略との関連性について検討

した結果､単にモデル動作をまねるという観察方略を

用いるに止まらず、課題をよりよく遂行するための課

題で重要になる技術的ポイントを探り出すという視点

からの観察方略を用いる段階に至ったことが技能習得

の差異として現れたものと推察された。しかし、本研

究では技能習得を実験試行中にジャグリングが続けら
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る。モデル観察時の注視運動を測定し、プロトコル分

析と合わせて検討する工夫や言語化を客観的に評価す

る測度を検討する必要がある。
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movementsduringobservatiOnalconcept

learning：Characterizationofindividualscanning

patternsofsuccessesandfailers・CognitionandEye

Movements・Amsterdam：NorthHollandlnR

GroneE＆EHaisse(Eds.),ｐp84-99.

6）河下、林、荒木、中島（1990）ダンス運動におけ

る眼球運動の研究-鑑賞時と習得時の場合-.日本

体育学会第４１回大会号A、pp204

(1999年12月２５日受付、2000年４月１０日受理）
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１．平成１１年度事業報告

（１）学会の開催

１）第127回学会（1999/12/4，同志社女子大学、参加者50名）

話題提供「トップアスリートの生活サポート～サポート内容と様々な疑問～

＝シドニー五輪、女子マラソンメダル候補選手の場合＝」河合美香（立命館大学）

研究発表４題：

１．やり投げの助走について（競技会の実態調査から）安岡貞夫他（綾部高校）

２．Ｊリーグの課題と展望望月慎之他（同志社大学）

３．京都市内21コースのウオーキングコースについて､消費カロリーおよび運動強度の検討浜崎博他

（京都薬科大学）

４．ウエイトリフターにおける筋力左右差と競技力伊坂忠夫他（立命館大学）

2）第128回学会および総会（2000/3/18、京都女子大学、参加者60名）

研究発表８題：

１．体育授業観察の「深さ」に関する研究北川隆（京都女子大学）

２．生活時間調査からみた女子学生の身体運動量と身体状況新矢博美他（京都女子大学）

３．米国のエイズ教育、地域社会と学校現場の連携について成山公一（京都文教大学）

４．呼気中一酸化炭素濃度と喫煙習慣の関係長谷川豪志他（京都産業大学）

５．低圧曝露に対する肋間筋線維の組織化学的応答馬場倫行他（京都大学）

６．－側肢の筋力発揮が引き起こす反対側肢のmotoroverflow宮本直和他（京都大学）

７．着地動作に着目したドロップジャンプのバイオメカニクス研究小西嘉典他（京都大学）

８．跳馬の踏切中の力学量の変化について金尚憲（高の原スポーツ研究所）

（２）講演会の開催（1999/10/12、京都大学、参加者60名）

演題：運動中の血圧調節

演者：PeterBRaven教授（アメリカ合衆国北テキサス大学）

司会：田口貞善（京都大学）

（３）専門分科会の活動

各専門分科会の世話人から書面で報告【別紙１】

発育発達、運動生理、バイオメカニクス、体育社会・心理、体育指導、

体育原理・体育史、体育経営管理

（４）理事会の開催

１）1999/7/8、京都大学

議題：日本体育学会法人化問題、講演会の開催等

－４３－
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2）1999/12m、同志社女子大学

議題：シンポジウムワーキンググループの件、学会の活性化の件（各分科会で責任）

3）2000/3/10、京都大学

議題:平成11年度事業および決算報告､会計監査報告､平成11年度事業計画および予算案､会員動向、

総会の議案等

12年度のシンポジウム企画検討委員会のメンバー（７名）

北川隆、中井誠一（京都女子大)、野原弘嗣（京教大)、

伊坂忠夫（立命大)、小田伸午、田口貞善（京都大）

が決定した。

野村照夫（京都工繊大)、

（５）学会誌（第15巻）の発行の件

2．平成１１年度決算報告【別紙２】

3．会計監査報告

４．平成１２年度事業計画

１）第129回学会於京都外国語大学

２）第130回学会於京都教育大学（総会）

３）シンポジウム

４）京都体育学研究第16巻（会員名簿を含む）の発行（平成12年５月発行予定）

５）専門分科会の活動

各専門分科会の世話人から発信

5．平成１２年度予算【別紙３】

６．その他

（１）会員の動向

1999/3/15現在309名（京都体育学会のみ20名）

2000/3/18現在310名（京都体育学会のみ19名）

入会者15名、退会者14名

－４４－
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京者【体育学会役員選挙結果

（任期：平成12年４月１日～平成14年３月３１日）

会長：田口貞善（京都大学）

副会長：藤田登、中村榮太郎（京都大学）

理事：岡尾恵市（立命館大学）

小田伸午（京都大学）---------庶務理事

小島広政（京都産業大学）－－－－－－－－会計理事

寺田光世（京都教育大学）---------理事長

中井誠一（京都女子大学）

野原．弘嗣（京都教育大学）

長谷川豪志（京都産業大学）---------会計理事

浜崎博（京都薬科大学）

八木保

山下謙智（京都工芸繊維大学）

監事：大山肇（京都外国語大学）

伊坂忠夫（立命館大学）

支部選出評議員候補者：

岡尾恵市、小田伸午、田口貞善、寺田光世、中井誠一、中村榮太郎、野原弘嗣、藤田登、

山下謙智

京都体育学研究編集委員：

岡尾恵市、小田伸午、浜崎博、藤田登（委員長)、山下謙智

事務局移転のお知らせ

京都体育学会の事務局は、平成12年４月から理事長（寺田光世）の勤務所在地に移転することになりました。

庶務の連絡先も併せてお知らせ致します。

京都体育学会事務局：〒612-0863京都市伏見区深草藤森ｌ京都教育大学

寺田光世研究室

THD75-644-8288FYlXO75-645-1734（事務室）

E-mail：terada@kyokyo-u・ac・ｊｐ

庶務関係連絡先：〒606-8501京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部環境適応論講座

小田伸午研究室

TELO75-753-6876FAXO75-753-6734（事務室）

h0ail：oda@life.h・kyoto-u・ac・jｐ

－４５－
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事務局力、らのお願し。

※会費の納入について

日本体育学会会員は10,000円(京都体育学会会費2000円を含む）を日本体育学会事務局へ納入して下さい｡新

会員の方は自動振込手続きをとって下さい。京都体育学会だけに所属する会員は、2000円を下記の口座に納入し

て下さい（学生会員は1000円)。

郵便振替口座番号：01070-7-23829、加入者名：京都体育学会

なお､日本体育学会及び京都体育学会会員になるための手続き書類は､京都体育学会事務局にありますので､庶

務理事の小田まで連絡して下さい。会員の所属、住所（電話）などに変更が生じた場合も、小田まで連絡して下

さい。

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部環境適応論講座小田伸午研究室

THD75-753-6876FMO75-753-6734(事務室）

Email：oda@lifehkyoto-u・ac・jｐ

論文募集

｢京都体育学研究」第17巻の論文を募集します。投稿規定・執筆要項に従って投稿して下さい。

平成12年12月末日迄に投稿された論文で受理されたものが第17巻に掲載されることになります。

会員皆様の投稿を編集委員会はお待ちしております。

論文投稿先（編集委員会連絡先)：

〒610-0394京田辺市多々羅都谷1-3

同志社大学京田辺校地教務事務室体育係気付藤田登

THD774-65-7510FYlXO774-65-751９
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【別紙１】専門分科会報告

1．発育発達専門分科会（世話人：中村栄太郎）

１）平成12年７月１日に、会誌「発育発達研究」第27号を刊行した。

２）研究会：平成12年２月１７日、セミナー「ライフスタイルと健康」

森本兼嚢京都産業大学の現代体育研究所および体育教育研究センターと共催にて開催。

2．運動生理専門分科会（世話人：小田伸午）

平成12年３月28日にセミナー「肥満と運動」を開催。

会場：京都大学大学院人間・環境学研究科地下大講義室

１）松本珠希（四天王寺国際仏教大学）「最新肥満の科学」

２）天野真佐理（京都大学）「中年肥満者における運動トレーニングの効果」

３）森谷敏夫（京都大学）「生活習慣病における運動の役割～新しい体育への提言～」

４）鴇田佳津子、梅田陽子（京都大学）「運動療法の実践指導」

3．バイオメカニクス専門分科会（世話人：野村照夫）

期日：平成12年３月３０日

場所：京都工芸繊維大学

主旨：バイオメカニクスをどのように教育するかは、研究と同様大きな問題である。

各種の学生に対する教育実践に関する情報交換によって､バイオメカニクス教育の進む方向を模索する。

テーマ：バイオメカニクスの教育

内容：

「教員養成過程におけるバイオメカニクス教育」野原弘嗣（京都教育大）

「大学院における医用バイオメカニクス教育」常岡秀行（京都工芸繊維大）

「教養教育におけるバイオメカニクス」野村照夫（京都工芸繊維大）

4．体育社会・心理学専門分科会（世話人：横山勝彦）

期日：平成12年３月１日

場所：同志社大学今出川校地博遠館305教室

演者：山崎浩子

演題：日本におけるスポーツ

5．体育指導専門分科会（世話人：浜崎博）

第49回体育指導部会

日時：平成11年６月１９日

場所：京都薬科大学健康科学教室

内容：京都市内の幼稚園から高校生までの活動量と身体組成に関する実態調査の経過報告

第50回体育指導部会

日時：平成11年10月２３日

場所：奈良教育大学健康科学教室
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内容：１）小学生の日常活動（歩数）についての実態調査について

２）日本体育学会での発表報告

6．体育原理・体育史専門分科会（世話人：岡尾恵市）

日時：平成12年３月25日

場所：立命館大学衣笠学舎国際平和ミユージアム204号

演題：１）「長野オリンピック開会式の内容分析」山下高行（立命館大学）

２）「1883年から1944年までの陸上競技邦書文献について」岡尾恵市（立命館大学）

7．体育経営管理専門分科会（世話人：中比呂志）

日時：平成12年２月１１日に研究会を開催。

会場：京都教育大学Ｂ棟２階第１号館、非常勤講師控室

演題：１）障害者スポーツ振興施策について～海外遠征選手の支援施策～

谷幸子（兵庫県立総合リハビリテーションセンター）

2）スポーツ少年団の活動に対する意識～団員・保護者・指導者の視点から～

赤木朋子（京都教育大学）

3）バスケットボール観戦者の特性について松田卓已（京都教育大学）

4）中学生の運動部活動に関する意識について山田浩司・立花美保（京都教育大学）

5）運動部活動に対する意識～高校生を対象として～小柳文彦（京都教育大学）
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【別紙２】

京都体育学会平成11年度会計報告

予算

６２３，７５３円

決算

６６６，７５３円収入

内訳

繰越金

会費

特別会計

３，

５４０，

８０，

７５３

０００

０００

３，

５３３，

８０，

５０，

７５３

０００※

ＯＯＯ

ＯＯＯ（学会本部より）

支出

内訳

補助金

６４１，１８８６２３，７５３

１９７，０００

９０，０００

１５，０００

５０，０００

42,000

１７，３０４

１１，４２４

６１，６１０

３４，５５０

２７，０６０

３５３，８５０

０

２５，５６５

１９７，０００

９０，０００

１５，０００

５０，０００

42,000

２５，０００

１０，０００

７０，０００

定例会(45,000x2）

総会

特別企画

分科会(6,000x7）

理事会

庶務、編集他

会議費

事務費

通信費

特別企画他

学会誌（voLl5）

学会誌（voLl5）

(vol､15)発送

印刷費
ｌ

予備費

３２０，０００

１，７５３

(次年度へ繰り越し）残高

※平成９年度分

１０年度分

１１年度分

１１年入会金

支部会員会費

2,000円ｘ１

２，０００x5

2D00x244

mOx6

2D00x15

特別会計 ３，４５２，５１５円

（Ｈ１２．３．８現在）

i亀櫛田鵬紀驫会計理事浜崎

大山＄⑤
二．

寺田光世レアご
』
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【別紙３】

京都体育学会平成１２年度予算く案〉

収入

内訳

繰越金

会費

特別会計

２５，

５４０，

８０，

５０，

５６５円

０００（2,000x270）

ＯＯＯ

ＯＯＯ（学会本部より）

合計 ６９５，５６５

支出

内訳

補助金 １９７，０００

９０，０００定例会(45,000x2）

15,000総会

５０，０００特別企画

42,000分科会(6,000x7）

２５，０００

２０，０００

７０，０００

３７０，０００学会誌(voL16）

１３，５６５

会議費

事務費

通信費

印刷費

予備費

合計 ６９５，５６５

特別会計 ４５２，５１５円

),000円Ｈ１．２．１６

),000円Ｈ2．３．１３

(Ｈ１２．３８）

買付２月公社６

買付３月公社６

３，

(2,500,000円

（300,000円

２月公社債投信）

３月公社債投信）
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話題提供

トップアスリートの生活サポート

～サポート内容と様々な疑問点～

－シドニー五輪女子マラソンメダル候補選手の場合一

美香（立命館大学非常勤）合河

1999年12月４日、同志社女子大学今出川キャンパス

にて第127回京都体育学会が開催され、「トップアス

リートの生活サポート～サポート内容と様々な疑問点

～＝シドニー五輪女子マラソンメダル候補選手の場合

＝」と題して、話題を提供する機会を頂いた。この機

会をかりて、研究機関で実験研究されている内容が実

際にスポーツの現場でどのように活かされているのか

を紹介すること、また、逆にスポーツの現場での問題

点、疑問点を提起することによって、今後、様々な分

野や立場から研究がなされ､模索される糸口となれば

…との二つの思わくがあった。

発表は、まず、過去の研究や理論をもとに実施した

スポーツ現場での栄養サポートの一例として､｢97年世

界陸上競技選手権大会（アテネ）において、女子マラ

ソン金メダルを獲得した鈴木博美選手（積水化学）の

高地トレーニング合宿期とレースまでのコンデショニ

ング期」を挙げ、実際の献立メニューを写真で示しな

がら紹介した｡その後､｢99年世界陸上競技選手権大会

(セピリア）において､女子マラソンで金メダル獲得を

期待されていながら欠場を余儀なくされた高橋尚子選

手（積水化学）のサポート」も加えて、スポーツの現

場での問題点・疑問点について４点をあげ、先生方の

意見を求めた。以下にその発表の内容を補足した上で

報告する。

(積水化学)の高地トレーニング合宿期に同行し､栄養

サポートを担当した。栄養サポートとしては、選手の

合宿環境や体調を考慮した上での献立作成、食材の購

入、調理、配膳、後片づけ等が主であった。

（１）献立の作成：

選手の一日の活動状況、トレーニング内容、トレー

ニング環境・場所、選手の嗜好等を考慮して、献立を

作成した。最終的な献立は選手の疲労や意欲、食欲の

程度、さらには、その日の天気や気温、湿度、風向な

ども考慮して決定した。献立に関しては、選手の疲労

の激しい時には、食欲の増進効果のあるもの（ビタミ

ン類､香辛料)、内臓に負担をかけずに消化吸収の容易

なもの、少量でエネルギー量を獲得できる献立にする

などの工夫をした。また、高地でのトレーニングは血

液の酸素運搬能力に負担をかけるために､貧血症の予

防と造血作用の助長にも気を配った。

薑

1．女子マラソン選手の栄養サポート内容

９７年世界陸上競技選手権大会(アテネ)において､女

子マラソン日本代表選手の一人であった鈴木博美選手

トレーニング内容、選手の体調、天候等を加味して食事を提

供する

－５１－
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した上で､個々に応じた臨機応変の対応が必要である。（２）食材の購入：

海外では購入できない日本の食材については、日本

から事前に準備して持参し、不足分は現地から少し離

れた日本の食材店にて定期的に購入した。生鮮食品に

関しては、鮮度を保つために保冷、保湿に努めた。

（３）調理：

事前に予定されていたトレーニングの内容が、選手

の体調や疲労の程度、トレーニングに対する意欲、天

候等によって変更されることがあった。したがって、

調理に関してもトレーニングの内容の変更に応じて、

材料は同じであっても調理法を変えて消化吸収を容易

にするなど臨機応変に対応した。

（４）配膳･後片付け：

選手の食欲を増進させるために彩りや盛りつけに気

を配った。また、選手に必須の献立については、各自

の皿に盛り、個々の体調や嗜好に合わせて調整できる

ものは２～３人分ずつの大皿に盛りつけて、選手が自

己管理できるようにした。

（５）その他：

選手の「トレーニング」と「休養」と「食事」とい

う単調な合宿生活によるストレスを軽減させるため、

選手の要望に応じてバーベキューをしたり、ブランチ

(朝食と昼食兼用にする）メニューにするなど､食事の

献立に幅をもたせた。時には選手と調理することも

あった。また、選手を山登り、ウインドーショッピン

グに連行し、ストレスの解消を図ることもあった。

２．サポート活動中に感じた問題点･疑問点

（１）何を捨てて何を取るか

高地トレーニングは主として､①呼吸循環機能の向

上､②アップダウンの多いコースや山道の走り込みに

よる筋力強化､③広大な環境により、距離に対する心

理的な不安の軽減､④ライバル選手から隔離すること

によるトレーニングへの集中、⑤マスコミ対策…の

ようなことを目的として行われている。

しかし、高地からレース開催地までの移動に際して

身体への生理的な影響を考慮した場合､①呼吸循環機

能への高地トレーニング効果の持続日数､②時差への

適応、③高温、多湿環境への適応､④未知の土地環境

への順応（言葉、住居、食べ物）などが問題となる。

全ての条件を満たすタイミングで高地から大会開催

地へ移動することは難しいだけに、どの条件を優先す

べきなのか試行錯誤の状態である。

（２）マスコミは選手の敵か味方か

マラソンレースに関するマスコミ報道は、選手に

とって大きな力となる得るが、時として選手の精神的

な負担となり、レースでの実力発揮にマイナスになる

ことも少なくない。

セピリア世界陸上女子マラソンで金メダルの獲得を

期待されていた高橋尚子選手（積水化学）は、マラソ

ンレース３週間前の合宿期に脚の違和感を抱いていた

が、レース－週間前の「高橋欠場」との報道に本人自

身が驚いた。選手が欠場を考える前にマスコミ報道が

選手の栄養サポートについては、選手個々の特徴や

体調、精神面までも把握し、日々変化する環境も加味

レース前日の食事内容も選手によって異なる 一流選手は上手く息抜きをしてストレスを解消する
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話題提供

先行した結果である。この報道が、高橋選手の最終調

整とレース欠場の決断に少なからず影響を及ぼしたか

もしれないとを思うと個人的に無念で仕方がない。

（３）指導者と選手の狭間で

指導者と選手の間でサポートする立場にいる者の存

在は複雑であり、それぞれの立場を調整することが難

しい。

セピリアヘは栄養のサポートとして同行したが、

レース当日までレース欠場の決断がくだされなかった

ため､レース出場を前提として全面的にサポートした。

監督からの要求と選手からの要求を全て満たすことが

不可能なだけに、両者の狭間で複雑な気持ちを抱かず

にいられなかった。

（４）スポンサーと選手とどちらが大切か？

日本の実業団に所属するスポーツ選手にとって、所

属する実業団をはじめとするスポンサーの存在は無視

できず、マラソンレースで着用されるユニフォームや

シューズ、レース途中の給水きれる飲料などは、スポ

ンサーにとって最大の宣伝効果となる。しかし、この

スポンサーの存在は、選手のコンデションを優先した

レースの選択を難しい状況に追い込んでしまう危険`性

をもつ。その結果、選手の競技生命に大きく影響する

ことがあるかもしれない、と思うと日本の企業スポー

ツのあり方に疑問を抱かずにいられない。

女子マラソン選手の栄養サポートの内容とサポート

活動中に感じている疑問点について紹介した。これま

で、競技力の向上のために様々な実験研究がなされ、

その結果が現場に活かざれて成果を得ている｡しかし、

競技力は実験研究では結論づけることのできない様々

な社会的環境や要因にも大きく影響されている。これ

らのことについては、今後総合的に考えていく必要が

あるのかもしれない。

今回、わずかな話題提供にとどまり、先生方からの

アドバイスやディスカッションの時間を十分にとれな

かつたことが非常に残念であった。
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京都体育学会企画シンポジウム

～Ｐ．Ｂ・Ｒａｖｅ n博士の特別講演～

田口貞善（京都大学大学院人間・環境学研究科）

平成１１年度の京都体育学会開催シンポジウムは

Raven教授(アメリカ合衆国北テキサス大学総合生理学

部）を迎えて、｢運動中の血圧調節」と題して平成11年

１０月12日（火）午後６時に京都大学大学院人間・環境

学研究科大講義室でご講演をいただいた(写真１)。同

教授は昨年10月に開催された日本体育学会の第50回

大会の国際シンポジウムⅡのシンポジストとして招待

され、「２１世紀体育・スポーツ科学のグローバル・スタ

ンダード；日本の役割と期待」～自然科学と人文・社

会科学のダイアローグーにおいて運動生理学の研究分

野から世界の研究動向と世界標準について、さらにス

ポーツ自然科学の全体的な研究動向について示唆の多

いご講演をされた。その学会後、幸運にも帰国される

までに数日があり、京都に来てもらうことにした。実

は教授とは最初に留学したカリフォルニア大学サン

タ・バーバラ校環境生理学研究所以来、３０数年来の友

人でご無理をきいていただいたというのが本音かもし

れない。東大における記念大会ではRaven教授のご講

演は1989年にアメリカスポーツ医学会会長の要職に

あったこともあり、前述したように２１世紀の日本体育

学会の役割への助言と科学的研究の体育学への役割が

主であったが､京都では教授の専門についてお話しい

ただいた。なお、同教授は1998年９月に京都体育学会

運動生理分科会で講演していただいた宇宙飛行士、

DrJimPawelczykの指導教官でもあった。

大きなタイトルは｢運動中の血圧調節｣であったが、

もう少し内容をしぼると「NeuralBlockadeAugnDents

CentralCom0ZnandContributiontoCarotidBaroreflex

ResettingDuringExerciseinMan｣であり、運動時に

おける血圧と心拍数に対する中枢性調節のメカニズム

を頚動脈洞圧受容反射からみたものである。その中で

傍聴して印象に残った研究結果（スライド）を教授に

傍聴記に紹介するということで許可いただいたのが

Figurel（A､Ｂ）とFigure2（A､Ｂ）である。Figurel

は安静時（a)、最大筋力の30％での等尺収縮（b)、神

経遮断時に最大筋力の30％での等尺収縮(c)の３条件

下で頚動脈洞圧と心拍数､平均動脈圧の関係を示した

ものである。Figure2は条件は同様であるが、筋収縮

がリズミック（反復的に）なもので、筋収縮強度が４０

％であった。○印は圧受容器への圧変化を与える前の

状態(安静時)､□印は両者の関係が最も大きく変化す

る時点であり、中心点である｡△印は閾値点であり、こ

の閾値点に相当する頚動脈洞圧を越えると心拍数や平

均動脈圧が大きく変動する点である。さらに、▽印は

飽和点であり、これ以上、頚動脈洞圧を高めても心拍

数や平均動脈圧はあまり変化しない点を示している。

これらの結果はoperating点（○印）とcentering点

(□印)は条件によって平行移動するが､頚動脈洞圧お

よび心拍反射のoperating点はcentering点から少し

ずつ離れていることが分かり、頚動脈洞反射の閾値に

近づいている。こういった現象は中枢`性の指令が頚動

脈洞反射において運動中最も大きく影響することを意

味している。しかし、反射の大きさ（感受性）は安静

値によっては変わるものでないと教授は強調した。

Raven博士の講演は非常に基礎的なbaroreflexの内容

であったが､運動時の生体反応における新しい知見で、

貴重な講演をしていただいた｡紙面をお借りしてRaven

教授にあらためて御礼を申し上げたい。
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京 都 体育学会会 則

昭和27年７月５日制定施行
昭和37年６月９日改正
昭和41年６月６日改正
昭和49年４月１日一部改正
昭和54年４月１日一部改正
昭和55年４月１日一部改正
昭和60年４月１日一部改正
昭和62年４月１日一部改正
平成５年４月１日一部改正
平成９年４月１日一部改正
平成10年４月１日一部改正

1．総則

この会を京都体育学会（I､/otoSocietyofPhysicalEducation）と称する。この会は日本体育学会京都支部

を兼ねる。

この会は体育に関するあらゆる科学的研究をなし，体育学の発展を図り，体育の実践に寄与することを

目的とする。

この会に専門分科を置くことができる。

１．

２．

３．

2．会
－

頁

4．この会は前条の目的に賛同する個人および団体をもって組織する。

5．会員は正会員および購読会員とする。正会員には学生会員をおくことができる。正会員になるには正会

員の紹介と理事会の承認を要する。

３．機関

この会の運営は次の機関による

（１）総会（２）役員会（３）理事会

通常総会は毎年１回これを開き，当日の出席会員をもって構成する。

総会は正会員中より役員として会長（１名），副会長（２名），理事（若干名）および監事（２名）の

選出を行うほか，役員会の提出する重要事項を議決する。

総会は会長が招集する。

本会は総会の承認をえて，顧問および名誉会員を置くことができる。

役員会が必要と認めた場合，または会員の要求があって理事会が適当と認めた場合には，臨時総会を開

くことができる。

役員会は会長（会長事故があるときは副会長）がこれを招集し，会の運営方法を審議する。

理事会は理事長および会計理事（２名）と庶務理事（１名）を選出する。理事会は会務を処理する。

役員の任期は２ヶ年とする。ただし重任を妨げない。

総会および役員会の議事は出席者の過半数をもって決する。
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４．事業

14．この会の目的を達成するために次の事業を行う。

（１）学会の開催（２）研究会，講演会等の開催

（３）機関誌「京都体育学研究」の刊行

（４）その他この会の目的に資する諸事項

15．研究会は毎年１回以上これを開き，研究成果の発表を行う。

16．機関誌「京都体育学研究」の編集は編集委員が担当する。

5．会計

17．この会の経費は次の収入によって支出する。

（１）会員の会費（２）事業収入（３）他より助成金および寄附金

18．会費の額は別に記す。名誉会員は会費を免除する。

19．この会の会計年度は毎年４月１日より翌年３月末日とする。

6．附則

この会の事務局は原則として理事長の所属する学校に置く。

この会の会則は総会の議決により変更することができる。

この会則は，平成10年４月１日から実施する。

20.

21.

22.

記

会費（１）正会員年額2,000円

講読会員年額1,000円

（昭和62年４月１日より）

なお、日本体育学会会員は定められた会費がこれに加わる。

京都体育学会事務局

〒612-0863京都市伏見区深草藤森町１

京都教育大学寺田光世研究室

化LO75-644-8288

Fax、075-645-1734（事務室）

郵便振替口座番号01070-7-23829

加入者名京都体育学会

*退会・転出・転入・通勤先変更・転居等については，日本体育学会事務局へ直接届けると共に，京都体育

学会事務局か、庶務（P13）までご連絡ください。
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京都体育学 会 役員

(晉蟄査言灘[霧）
(京都教育大学名誉教授）

(棗讓奎諺二譲鬘）
(京都教育大学名誉教授）

(京都工芸繊維大学名誉教授）

(羅萎享芙菫灘峯）
(同志社大学名誉教授）

名誉会員 川畑愛義

未利博

万井正人

竹内京一

山田敏男

蜂須賀弘久

倉敷千稔

伊藤稔

川井浩

田口貞善

藤田登

中村榮太郎

岡尾恵市

小田伸午

小島広政

寺田光世

中井誠一

野原弘嗣

長谷川豪志

浜崎博

八木保

山下謙智

大山肇

伊坂忠夫

顧 問

(京都大学名誉教授）

(京都大学名誉教授）

(京都大学）

(同志社大学名誉教授）

(京都大学）

(立命館大学）

(京都大学）･･･…庶務理事

(京都産業大学）……会計理事

(京都教育大学）･･･…理事長

(京都女子大学）

(京都教育大学）

(京都産業大学）・…･･会計理事

(京都薬科大学）

(京都大学名誉教授）

(京都工芸繊維大学）

(京都外国語大学）

(立命館大学）

会

長
長

会

事理

事藍
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京都体育学会専門分科会規程

昭和41年制定
昭和42年一部改正
昭和43年一部改正
昭和49年一部改正
昭和54年一部改正
昭和58年一部改正
昭和62年一部改正

体育に関する専門分野の研究推進のため，京都体育学会（以下本会という）会則第３条の規定によって

専門分科会（以下分科会という）を置く。

分科会は原則として，専門分野を同じくする10名以上の本会会員をもって組織し，世話係を選出する。

分科会は世話係および分科会会員名簿を本会会長に提出し，役員会の承認をえて成立する。

分科会は，年数回その専門分野について研究会を開き，その成果を毎年支部学会において報告しなけれ

１．

２．分科会は原則として，専門分野を同じくする

3．分科会は世話係および分科会会員名簿を本会

4．分科会は，年数回その専門分野について研究

ぱならない。

5．各分科会には本年より年6,Ⅲ円を補助する。

世話人

小島広政

連絡先専門分科会

発育発達 京都産業大学体育教育研究センター（TmO75-701-0277）

事務室（THp75-701-0266）

〒603-8555北区上賀茂本山

京都大学総合人間学部（ImD75-753-6876）

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町

京都工芸繊維大学繊維学部（Im075-724-7741）

〒606-8585京都市左京区松ケ崎御所海道町

同志社大学（THD774-65-7510）

〒610-0394綴喜郡田辺町多々羅都谷1-3

京都薬科大学（TmO75-595-4675）

〒607-8414京都市山科区御陵中内町５

立命館大学（TELO75-464-1111）

〒603-8577京都市北区等持院北町

京都教育大学（TmO75-644-8280）

〒612-0863京都市伏見区深草藤森町１

運動生理 小田伸午

野村照夫バイオメカニクス

体育社会・心理 横山勝彦

体育指導 浜崎博

体育原理･体育史 岡尾恵市

体育経営管理 中比呂志

－４－



会 員名簿

(※日本体育学会に所属しない会員）
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会
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木津市立仰木の里小学校

栗東町立余勝小学校

京都薬科大学

京都市立堀川高校

京都産業大学

龍谷大学

福知山市立日新中学校

立命館大学

京都大学大学院
人間・環境学研究科

立命館大学大学院

立命館大学理工学部

京都産業大学

同志社大学

滋賀大学教育学部

平安女学院短期大学

同志社高校

京都大学総合人間学部

京都府立東宇治高校

京都体力医科学研究所

南海福祉専門学校

東亜大学大学院総合学術
研究所

京都教育大学

大塚製薬㈱

〒520大津市仰木町4-15-8
-0245缶0775-72-1028

〒52Ｏ滋賀県栗太郡栗東町御園
-3005911-1冠0775-58-0150

〒607山科区御陵中内町５
-8414盃595-4675

〒6１０西京区大枝沓掛町14-26
-1106ご332-0680

〒603北区上賀茂本山冠701-2151
-8047

〒612伏見区深草塚本町6７
-0021石642-1111

〒62O福知山市前田3５
-0867冠0773-27-3520

〒603北区等持院北町56-1
-8577缶465-1111

〒605左京区吉田近衛町
-8501盃753-7865

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠465-1111

〒525草津市野路町1916
-0055乙0775-66-1111

〒603北区上賀茂本山冠701-2151
-8555

〒610京田辺市同志社大学田辺校
-0394地磐上館冠0774-65-7524

〒520大津市平津2-5-1
-0862冠0775-37-7726

〒569高槻市南平台5-81-1
-1092台0726-93-2311

〒606左京区岩倉大鷺町8９
-0001志781-7121

〒606左京区吉田二本松町
-8501石753-6881

〒611京都市小幡平尾4302
-0002sO774-32-6390

〒615西京区御陵溝浦2４
-8231缶393-6664

〒592高石市千代田6-12-53
-0005缶0722-62-1094

〒751下関市一の宮学園町2-1
-0807冠0832-56-1112

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶644-8283

〒600下京区烏丸仏光寺下ル第
-8413八長谷ビル６階

石343-5541

〒52Ｏ滋賀郡志賀町小野1045-5
-0525冠0775-94-3283

〒52Ｏ滋賀県栗太郡栗東町目川533
-3013缶0775-52-3104

〒612伏見区下鳥羽広長町１７ユ
-8473ニハイム伏見大手筋309

冠602-7422

〒607山科区音羽野田町7-5進和
-8075山科ハイライフ1００７

缶592-0094

〒607山科区西野離宮町2-1Ｆ-607
-8345缶501-7256

〒520大津市南郷2-16-16
-0865缶0775-34-7896

〒62O福知山市内記5-70-11
-0035缶0773-24-0128

〒616右京区嵯峨五島町４l嵯峨
-8362西和６０７合862-4596

〒606左京区田中西樋ノロ町44-105
-8221石724-5037

〒525草津市西矢倉3-3-34
-0052缶0775-63-9080

〒603北区上賀茂神山7－１０
-8002舌701-3029

〒47O宇治市宇治矢落22-1-715
-0021台0774-21-8805

〒616西京区嵐山谷ケ辻子町3-12
-0014缶864-1446

〒616西京区嵐山谷ケ辻子町3-12
-0014缶864-1446

〒60Mｌ中京区麸屋町二条下ル尾張町
-0934218エルコート御所南302号

〒602上京区新町通御霊前上ル下
-0007清蔵口町483西陣宿舎242

缶411-2199

〒6１０城陽市寺田林ノロ11-328
-0121台0774-54-0725

〒629熊野郡久美浜町鹿野１１２８
-3431缶0722-83-0891

〒590堺市鴨谷台3-3-1-402
-0138志0722-98-0605

〒601伏見区醍醐古道町21-5
-1316缶571-1184

〒612伏見区深草佐野屋敷町''-4-
-0089310缶645-6708

〒600下京区綾小路通大宮西入坊
-8388門町768田村マンション１１１

にＵ

写 缶822-6552
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会
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英和大学文学部

京都産業大学

天理大学体育学部

立命館大学非常勤講師

滋賀医科大学非常勤講師

ノートルダム女子大学

京都女子高校

医仁会武田総合病院

京都産業大学

京都大学体育指導セン
ター

同志社高校

大津市立石山小学校

ノートルダム女子大学

京都産業大学

㈲トータルベーシック

オレゴン州立大学

京都教育大学

立命館大学産業社会学部

大阪ビジネスカレッヂ専
門学校

池坊短期大学

㈱オムロンライフ
サイエンス研究所

〒661尼崎市若王寺2-18-1
-8530石06-6491-5000

〒603北区上賀茂本山盃701-2151
-8555

〒632天理市田丼庄町１
-0071合07436-2-3076

〒603北区等持院北区56-1
-8577壷465-1111

〒520大津市瀬田月輪町
-2192缶0775-48-2111

〒606左京区下鴨南野々神町１
-0847缶781-1173

〒605束山区今熊野北日吉町１７
-8501忘531-7367

〒60l伏見区石田森南町28-1
-1434缶572-5139

〒603北区上賀茂本山３６
-8555缶701-2151

〒606左京区吉田本街志751-2111
-8501

〒606左京区岩倉大鷺町
-8558台781-7121

〒520大津市石山寺3-11-20
-0861缶077-537-0015

〒603北区上賀茂本山缶701-2151
-8555

〒550大阪市西区本田１丁目８－１５
-0022缶06-6581-1402

〒612伏見区深草藤森町1
-0863志644-8291

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠４６５－１１１１

〒530大阪市北区堂島浜1-1-76
-0004冠06-6341-4403

〒600下京区室町通四条下ル
-8491盃351-8581

〒530大阪市北区中崎3-3-25-302
-0016缶06-6491-5083

〒606左京区静市市原町１１１６－６
-1123缶741-3650

〒60l伏見区醍醐古道町21-5
-1316志５７１－１１８４

〒527愛知郡湖東町平柳１６７６
-0100冠0749-45-2987

〒520大津市比叡平3-55-30
-0016

〒606左京区上高野畑町24-8ハ
ー0081タテラス６缶722-0891

〒600下京区河原町通松原上ル幸
-8034竹町381冠351-4266

〒61l宇治市五ケ庄西川原32-8
-0011ユニライフ宇治A-205

缶0774-31-6089

〒603北区上賀茂中山町37-7
-8026缶791-4734

〒606左京区一乗寺稲荷町2１
-8131壷711-5438

〒520大津市唐橋町2-15、
-0851缶0775-37-1141

〒617長岡京市八条ケ岡1-1-1-102
-0822志955-8203

〒619京都府相楽郡木津町兜台7-
-022413-7石0774-72-1484

〒606左京区山端大城田町2０ フ

-8002イオンズマンシヨン修学院
106

〒604中京区姉小路富小路西入ル
-0907缶221-1218

〒520大津市大江6-9-17
-2141缶077-545-3236

〒525草津市西大路町lO-10-13-
-OO371010缶0775-61-7877

〒612伏見区指物町562盃611-0902
-8074

〒550大阪市西区本田4-3-5-404
-0022ごO6-6584-8388

〒61l宇治市木幡正中58-2
-0002冠0774-32-4459

〒613伏見区淀美豆町684淀川リ
-0916バーサイド１１１０号

石632-2833

〒52O野洲郡野洲町小篠原1971-2-
-2331615缶0775-86-5432

〒602上京区西堀川上長者町下ル
ー8243奈良物町472-ｌライオンズ

マンション西陣南601号
盃432-4007

〒607山科区東野南井ノ上町17-15
-8143缶581-8725

〒615西京区山田御道路町26-201
-8265
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バイメカ

発育

バイメカ

生理・パイ
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原理歴史

生理

生理

原理

心理・指導

指導

発育

心理・生理

バイメカ

原理歴史・
指導・管理

発育
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

太田正勝

大西健

大秦真利子

大山肇

岡奈補子

岡尾恵市

岡本進

岡本直輝

岡本信之

奥田愛子

奥田援史

小倉美津子

小河繁彦

小田修司

小田伸午

小野桂市

小野伸一郎

小野裕子

小幡真一郎

小山真

蔭山靖夫

風井託恭

金井淳

兼高明生

金田啓稔

舞鶴工業高等専門学校

京都産業大学

キリスト教社会福祉専門
学校

京都外国語大学

京都教育大学

立命館大学

滋賀県立大学

立命館大学経営学部

明治乳業㈱

滋賀大学教育学部

仏教大学

京都大学大学院

京都市立葵小学校

京都大学総合人間学部

奈良教育大学

舞鶴工業高等専門学校

同志社国際中・高校

京都教育大学教育学部附
属高校

㈱ワコール人間科学研究
所

京都産業大学

仏教大学

立命館大学

矢倉診療所

佛教大学

〒625舞鶴市白屋234
-0016舌0773-62-5600

〒603北区上賀茂本山冠701-2151
-8555

〒618大阪府三島郡島本町山崎1０
-0001石９６２－１１１５

〒615右京区西院笠目町６
-0073缶864-8700

〒612伏見区深草藤森町１番地
-8522冠644-8285

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠466-3138

〒522彦根市八坂町2500
-００５７缶0749-28-8258

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠465-1111

〒lOul東京都中央区京橋2-3-6
-0031缶03-3281-9026

〒520大津市平津2-5-1
-0862缶0775-37-7740

〒603北区紫野北花ノ坊町9６
-8301冠491-2141

〒606左京区吉田二本松町
-8501缶753-6877

〒616左京区下鴨東梅ノ町８
-0852缶701-7151

〒606左京区吉田二本松町
-8501缶753-6876

〒63O奈良市高畑町
-8528石0742-27-9231

〒625舞鶴市白屋234
-0016

〒610京田辺市多々羅60-1
-0321石0774-65-8911

〒612京都市伏見区深草関屋敷町
-0037冠075-641-9195

〒601南区吉祥院中島町３５アク
-8313テイブセンター内

缶682-1025

〒603北区上賀茂本山盃701-2151
-8555

〒603北区紫野北花ノ坊町9６
-8301冠491-2141

〒603北区等持院北町56-1
-8577缶463-1131

〒525草津市東矢倉２丁目
-0054石0775-64-5689

〒603北区紫野北花ノ坊町9６
-8301冠491-2141

〒625舞鶴市吉野870-3
-0003冠0773-63-9802

〒6１０西京区大枝南福西町2-6-10
-1113冠332-3470

〒616右京区太秦森ケ西町3-10
-8106缶862-3313

〒621亀岡市古世町中内坪7４
-0815忘0771-23-4932

〒612伏見区深草越後屋敷町官有
-8431地京都教育大学国際交流会

館３１０缶646-3055

〒606左京区吉田中大路町3２
-8313缶761-7616

〒520大津市唐崎4-3-21
-0106壷0775-79-6065

〒6１０城陽市寺田深谷７
-0121盃0774-56-2335

〒520大津市御陵町１－２９別所合
-0037同宿舎522志0775-21-1922

〒520大津市御陵町1-29-522
-0037盃0775-21-1922

〒60ｕ４中京区西ノ京原町1-29-522
-8431石0775-21-1922

〒606

-8311
左京区吉
ウイステ

田神楽岡町１７２
リア神楽岡１０２

缶752-9184

〒6１０西京区大原野西竹ノ里町１－
－１１４５５－１１缶332-6163

〒569高槻市日吉台四番町17-34
-1022台0726-89-9383

〒61l宇治市羽拍子町56-24
-0027缶0774-44-7626

〒625舞鶴市安岡317NTT社宅221
-0021缶0773-64-1512

〒610京都府綴喜郡井出町多賀西
-0302北組３０エスポワール２２－

301冠0774-82-6036

〒573枚方市楠葉花園町5-1-810
-1121缶0720-51-5117

〒601南区吉祥院西ノ庄渕ノ西町
-830220-2エスペランサ２０５

冠314-5747

〒563池田市井口堂町1-7-27
-0023缶0727-61-3901

〒612伏見区深草勧進橋町１１３
-8405缶642-3947

〒525章津市野路町1919-14
-0055盃0775-63-8629

〒606左京区浄土寺下馬場町５
-8412缶075-752-2915

原理歴史

発育

発育・原理
歴史

管理

原理歴史．
管理

生理・パイ
メカ

心理

心理

管理・心理

指導

生理・パイ
メカ

生理・指
導・バイメ
力

社会・心理

生理・パイ
メカ

バイメカ

社会心理



－４－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

川井浩

河合美香

河合留美子

川口晋

川末登代子

川瀬晃

河内山隆紀

川畑愛義

河原慶子

川辺秀樹

川村隆史

川本末夫

神崎清

神原啓文

門田浩

菊池はるひ

岸本吉史

来田宣幸

北川隆

北尾岳夫

北村映子

北本
■_

旱

衣川和宏

木村みさか

清田美給

金尚憲

立命館大学

医仁会武田総合病院

立命館大学産業社会学部

仏教大学

高月小学校

京都大学大学院人間・環
境学研究科

日本生活医学研究所

大谷大学非常勤講師

西宮市立鳴尾小学校

京都府立洛西高校

京都ＹＭＣＡ

大阪赤十字病院心臓血管
センター

京都教育大学

京都精華大学

京都教育大学

京都大学大学院人間・環
境学研究科

京都女子大学

京都精華大学非常勤講師

ノートルダム女子大学

立命館大学

西陣和楽園

京都府立医科大学医療技
術短大部

京都教育大学

高の原スポーツ研究所

〒603北区等持院北町56-1
-8577缶４６３－１１３１

〒60l伏見区石田森南町28-1
-1434缶572-6331

〒603北区等持院北町56-1
-8577缶465-1111

〒603北区紫野北花ノ坊町9６
-8301缶491-2141

〒529伊香郡高月町高月２５０
-0241缶0749-85-2002

〒606左京区吉田二本松町
-8501石753-6889

〒601中京区室町通錦小路上ル山
-8156伏山町５５８山洋室町ビル

606缶221-0331

〒603北区小山上総町缶432-3131
-8143

〒663西宮市鳴尾町5-4-6
-8184冠0798-47-0130

〒6１０西京区大原野西境谷町１
-1146缶332-0555

〒60ﾋﾞｌ中京区三条柳馬場
-8083石231-4388

〒543大阪市天王寺区筆ケ崎町５－
－００２７５３石06-6771-5131

〒612伏見区深草藤森町１
-0863冠644-8288

〒606左京区岩倉木野町137
-8588石702-5125

〒612伏見区深草藤森町１
-0863石641-9281

〒605左京区吉田二本松町
-8501台753-7865

〒605束山区今熊野北日吉町3５
-8501缶531-7183

〒606左京区岩倉木野町１３７
-8588缶702-5200

〒606左京区下鴨南野々神町１
-0847缶781-1173

〒606北区等持院北町56-1
-8577冠465-1111

〒602上京区下長者町七本松西入
-8357ル鳳瑞町247冠461-2060

〒602上京区広小路通河原町西入
-0857ル合212-5439

〒612伏見区深草藤ノ森町１番地
-8522缶644-8280

〒520大津市仰木の里1-3-6
-0246石077-574-4362

〒666川西市中央町7-9
-0016缶0727-58-2370

〒606左京区下鴨前薮町5-8-202
-0833

〒61l宇治市木幡平尾20-28
-0002缶0774-32-4148

〒616右京区宇多野御屋敷町1-5-
-8205403冠464-2756

〒616右京区嵯峨天竜寺北造路町
-837420-21冠881-3292

〒526東浅井郡びわ町南浜698
-0200缶0749-72-2734

〒606

-8311
左京区吉田神楽岡町８１
ヴイラ六基301号

冠752-0285

〒605束山区今熊野日吉町4８
-1925盃531-5318

〒617長岡京市滝ノ町2-20
-0817志954-5488

〒572寝屋川市国松町22-31
-0016冠0720-23-4093

〒606左京区下鴨西半木町1０－２
-0827701-5740

〒615西京区川島東代町80-4
-8101缶381-7381

〒6１０西京区大原野西境谷町4-12-
-1146194盃332-6738

〒606左京区岩倉中大鶯町16-2
-0002途７２１－１０９３

〒600下京区仏光寺通室町西入糸
-8432屋町２１７シテイポイント

22-507含341-5906

〒612伏見区西奉行町1-2
-8104盃611-6952

〒606左京区吉田中阿達町５０第
-8306-洛東荘１号乞761-3304

〒664伊丹市西台1-2-8
-0858冠0727-73-3284

〒606左京区一乗寺庵野町41-1
-8166石075-712-5990

〒606左京区岩倉花園町3５
-0024Ｓ711-2560

〒603北区衣笠高橋町2９
-8374壷461-2756

〒602上京区下長者町七本松西入
-8357ル鳳瑞町247缶461-2060

〒615西京区川島松園町8７
-8111壷392-3885

〒655神戸市垂水区神陵台4-1-50-
-0041504缶078-785-9060

〒573枚方市香里ケ丘7-4-1
-0084冠0720-52-1769-301

イ
理

育
イ

ヘ
室

カ
カ
（

生
発

バ
社

メ
メ
・

理
理
導

育
理
理

イ
イ
理
力

育
青
青
理

理
力

生
心
指

，
発

生
管

パ
パ
生
メ

発
発
発
生

生
メ



※

※

－５－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

臣
雄
稔
政
裕
郎
喜
典
子
郎
典
司
久
こ

二
代
潔
之
子
武
子
暢
治
樹
一
明

つ
美

直
通
千
広
正
達
博
嘉
明
敏
正
篤
昌
な
洋
登

敏
瓊
尚
恒
良
善
民
淳
和

深
田
敷
島
城
西
西
西
林
藤
条
藤
藤

間
木
竹
藤
藤
東
藤
藤
田

田

々

草
窪
倉
小
古
小
小
小
小
近
西
斉
斉
坂
桜
迫
佐
佐
佐
佐
佐
佐
佐
真
澤
澤

立命館大学

龍谷大学

京都産業大学

同志社国際中学・高等学
校

京都女子大学

川崎医療福祉大学

京都大学
人間・環境学研究科

京都保健会上京病院

滋賀県立堅田高校

向陽高校

京都府立ロ丹波勤労者福
祉会館

立命館大学社会学研究科
博士課程

アラコム㈱大阪支社

京都市立一橋小学校

京都教育大学附属高校

光華女子短期大学

京都女子大学

滋賀大学教育学部

平安女学院短期大学

近畿予防医学研究所

立命館大学

明治鍼灸大学

滋賀県立体育館

滋賀大学教育学部

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠465-1111

〒612伏見区深草塚本町6７
-8577盃642-1111

〒603北区上賀茂本山冠701-2151
-8555

〒610京田辺市多々羅都谷60-1
-0321台0774-65-8911

〒605東山区今熊野北日吉町3５
-8501缶531-7183

〒70l倉敷市松島577
-0193台086-462-1111

〒606左京区吉田二本松町
-8316志753-7865

〒602上京区千本上立売通上ル作
-830Ml庵町504志432-1261

〒520大津市本堅田3-9-1
-0242冠0775-72-1206

〒617向日市上植野町西太田
-0006壷922-4500

〒629船井郡八木町西田金井畠９
-0134石0771-42-5484

〒603北区等持院北町56-1
-8577台075-465-1111

〒605束山区本町通１０丁目東入ル
ー0965下ル池田町527志561-3170

〒612伏見区深草関屋敷町
-0037台641-9195

〒615右京区西京極葛野町3８
-0882冠312-1783

〒605東山区今熊野北日吉町3５
-8501台531-7181

〒520大津市平津2-5-1
-0862ろ0775-37-7757

〒569高槻市南平台5-81-1
-1092冠0726-93-2311

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠463-1131

〒629船井郡日吉町保野田
-0301缶0771-72-1181

〒520大津市におの浜4-2-12
-0801冠0775-24-0221

〒520大津市平津2-5-1
-0862石0775-37-7761

〒621亀岡市南つつじケ岡桜台3-
-084722-6台0771-22-6724

〒63O奈良市佐保台3-902-63
-8105冠0742-71-1408

〒606左京区下鴨泉川町５
-0807冠781-4412

〒614八幡市橋本栗ケ谷2-8
-8327含981-3417

〒573枚方市長尾谷町2-687
-0164

〒61l宇治市木幡平尾28-340
-0002石0774-32-2617

〒603北区等持院南町6８
-8344冠461-3904

〒606左京区田中飛鳥井町132
-8226薄木マンション105号

缶791-0635

〒527八日市市松尾町3-191
-0019缶0748-23-7131

〒569高槻市東城山町11-20
-1037

〒520大津市真野普門町612-2
-0231壷0775-72-3226

〒617長岡京市奥海印寺東山6-16
-0853缶956-3733

〒629船井郡八木町観音寺山ノ下
－０１３３１７台0771-42-2710

〒602上京区寺ノ内通堀川西入東
-8411西町373西川様方

盃075-441-2224

〒573枚方市楠葉花園町２楠葉合
-1121同宿舎1-104盃0720-56-7657

〒569高槻市南庄所町7-6
-0063盃0726-71-7832

〒615右京区西京極豆田町５パー
-0801クテラス西京極601

缶311-4989

〒616右京区嵯峨清滝深谷町５
-8454缶871-5217

〒606左京区岩倉東五田町4９
-0007缶711-6655

〒520大津市木下町6-5
-0812缶0775-22-9382

〒606左京区山端壱町田町1-7ハ
-8007イツエンベラ修学院403

缶722-7247

〒606左京区下鴨前荻町８
-0833缶781-7688

〒621亀岡市篠町見晴1-2-10
-0824透07712-4-6348

〒622船井郡園部町小山西町野本
-004319-1缶0771-62-0903

〒52O野洲郡野洲町小篠原2172-5
-2331缶0775-87-1094

〒520大津市千町2-17-10
-0863缶0775-34-2234

原理歴史

生理

発育・心理
社会

発育

発育

生理・パイ
メカ

バイメカ

原理歴史

バイメカ

バイメカ

発育

生理・発育

生理

発育

生理

発育

指導



※

※
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

文
造
三
司
昭
捧
守
美
博
也
健
夫
一
明
進
子
利
行
美
典
子
子

善
洋
一

代
り

雅
徳
亨
啓
雅
湘

博
拓

厚
憲

美
康
弘
克
和
マ
優

貞
恂
京

見
田
田
水
村

野
矢
利
原
浦
本
本

戸
良
賀
家
木
安
安
山

口
口
内

塩
芝
柴
清
下
徐
新
新
末
菅
杉
杉
杉
角
瀬
瀬
千
千
高
高
高
高

田
田
竹

京都短期大学

成安造形大学

立命館大学（非常勤講
師）

奈良産業大学

京都女子大学

京都教育大学

京都女子大学

琵琶湖大橋病院

京都大学大学院

京都教育大学

京都府立城南高校

京都府立北桑田高校

大谷大学文学部

京都教育大学大学院

京都産業大学

京都大学大学院人間・環
境学研究科

京都造形芸術大学

京都教育大学附属高校

マリ子ダンスシアター

京都工芸繊維大学

京都大学人間・環境学研
究科

龍谷大学瀬田学舎

〒62O福知山市字堀3370
-0886缶0773-22-5852

〒520大津市仰木町
-0248冠0775-74-2111

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠463-1131

〒636生駒郡三郷町立野北3-12-1
-8503冠0745-73-7800

〒605束山区今熊野北日吉町3５
-8501缶531-7184

〒612伏見区深草藤森町1
-8522冠644-8285

〒605束山区今熊野日吉町3５
-8501

〒520大津市真野5-1-29
-0232缶0775-73-4321

〒606左京区吉田本町冠753-3062
-8501

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶644-8283

〒61l宇治市広野町丸山1０
-0031石0774-41-6165

〒60l北桑田郡京北町大字下弓削
-0534缶0771-54-0022

〒603北区小山上総町2２
-8143缶432-3131

〒612伏見区深草藤森’
-0863缶075-644-8281

〒603北区上賀茂本山缶701-2151
-8555

〒606左京区吉田二本松町
-8501冠753-2874

〒606左京区北白川瓜生山2-116
-8271冠791-9121

〒612伏見区深草関屋敷町
-0037冠641-9195

〒600下京区四条通烏丸西入ル大
-8492同四条ビルＢ１台211-8392

〒606左京区松ケ崎御所海道町
-8585冠724-7741

〒606左京区吉田二本松町
-8501缶753-6877

〒520大津市瀬田大江町横谷1-5
-2194缶0775-43-5111

〒62Ｏ福知山市和久市町45-5
-0062冠0773-23-0166

〒607山科区西野山桜ノ馬場町１１３
－８３０８缶581-4895

〒601左京区静市市原町1053-18
-1123念741-2956

〒520大津市清風町38-4
-0225石0775-72-3734

〒520大津市仰木の里東6-5-20
-0248缶0775-74-3275

〒520大津市美空町1-21-302
-0223缶077-573-5107

〒6ｌ２伏見区桃山南大島町62-1
-8017盃611-7381

〒569高槻市今城町26-19
-1135盃0726-83-1538

〒606左京区修学院宮ノ脇町１８
-8061鷲ノ森103盃711-3278

〒61l宇治市羽戸山3-1-80
-0012缶0774-33-5024

〒61l宇治市神明石塚54-426
-0025缶0774-24-6235

〒615右京区西院月双町パテイ
-0054オ篠222

冠075-321-1943

〒607山科区東野舞台町14-14
-8146冠593-6008

〒612伏見区帯屋町906-303
-8357冠075-622-8258

〒615西京区川島梅園町１１
-8113Ｓ392-2039

〒602上京区今出川通大宮西入ル
-8448元北小路町155-902

盃431-3202

〒615西京区桂上豆田町6-6
-8082志381-3246

〒6ｌ２伏見区桃山町大嶋38-395
-8006冠621-4462

〒520大津市一里山一5-20-6
-2153缶0775-43-2496

〒602上京区仁和寺街道六軒町西
-8347入四番町１２２－１デイオ.

フオルテイ北野東801号
冠467-3231

〒573枚方市禁野本町2-12-142
-1197冠0720-48-6269

〒612伏見区向島二の丸町134-2
-8141台621-3592

〒603北区紫野東御所田町2７
-8164缶431-2659

発育

生理・発育

バイメカ．

発育

生理・パイ
メカ

(管理）

歴史

心理社会

原理歴史

バイメカ

発育・管理

生理

生理

生理

バイメカ

バイメカ.

指導

バイメカ.

生理

心理社会．
原理歴史
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－７－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

久
樹
文
秀
夫
隆
一

彦
男
雄
子
志
研
吉
子
侑
彦
典
彦
夫
夫
枝
彦
世
則

紀
代

隆
正
博
吉
登
茂
俊
邦
繁
信
裕
博

賢
紀
裕
和
泰
彰
浅
道
房
昭
光
寧

田
田
富
部
阪
尻
附
中
中
中
中
口
山
中
村
村
淵
山

田
村
田
本

武
竹
武
武
田
田
田
田
田
田
田
谷
棚
田
種
種
田
築
辻
辻
辻
津
網
寺
寺

武田病院

同志社大学

同志社大学

宇治高校

同志社大学

京都教育大学大学院

京都薬科大学

京都産業大学

虎姫高校

上鳥羽小学校

立命館大学非常勤

京都教育大学大学院

京都女子大学

京都府立南丹高校

同志社大学

京都ＹＭＣＡ福祉専門学
校

京都学園大学

京都外国語大学

華頂短期大学

京都府立南丹高校

光華女子短期大学

京都教育大学

㈱ワコール

〒600下京区塩小路通西洞院東入
-8216ル東塩小路町841-5

盃361-1355

〒610京都府綴喜郡田辺町多々羅
-0394都谷1-3缶0774-65-7533

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394石0774-65-7510

〒61l宇治市菟道谷下り３１
-0013缶0774-22-4010

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394缶0774-65-7510

〒612伏見区深草蔵森町１
-0863缶641-9281

〒607山科区御陵中間町５
-8414冠581-3161

〒603北区上賀茂本山缶701-2151
-8555

〒529滋賀県東浅井郡虎姫町宮部
-0112冠0749-73-3055

〒601南区上鳥羽城ケ前町1６
-8137缶691-0393

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠465-1111

〒612伏見区深草藤森町1
-0863冠641-9281

〒605束山区今熊野北日吉町3５
-8501缶531-7183

〒6ｌ２伏見区桃山毛利長門西町
-0064缶612-3266

〒610京田辺市多々良都谷１－３
-0394盃0774-65-7510

〒602上京区烏丸今出川下ル
-0902壷432-3191

〒62l亀岡市曽我部町南条
-8555缶0771-22-2001

〒615右京区西院笠目町６
-0073冠311-5181

〒605束山区林下町3-456
-0062缶551-1188

〒615右京区西京極葛野町3８
-0882冠312-1783

〒612伏見区深草藤森町１
-8522冠644-8288

〒601京都市南区吉祥院中島町3５
-8313缶６８２－１００８

〒600下京区木津屋橋通油小路東
-8232入ル南町507缶371-2765

〒61l宇治市広野町宮谷７５－１
-0031ガーデンハイツ広野203

缶0774-45-2641

〒61l宇治市槙島町落合４３－１０－
－００M41204-503缶0774-23-0667

〒520大津市南郷2-17-3
-0865志0775-34-2922

〒606左京区岩倉忠在地町273-2
-0027冠701-9211

〒619相楽郡木津町宮ノ裏110-11
-0200志07747-2-5814

〒61l宇治市五ケ庄平野5-2字治
-0011黄檗バークホームズ721

盃0774-33-7922

〒612伏見区深草仙石屋敷町５９
-0038昭和荘缶643-9653

〒606左京区浄土寺小山町1-30
-8401缶771-7771

〒525草津市野村町8－１０－１７
-0027台0775-64-1027

〒526長浜市新庄馬場町7７
-0011冠0749-62-3895

〒612伏見区深草谷口70-46
-0829缶643-6250

〒615右京区西院四条畑町６四条
-0066マンション２０３台322-1663

〒612伏見区深草谷口町６久保学
-0829生アパート101号室

缶645-5807

〒615西京区桂乾町53-117
-8086冠381-5420

〒6１０城陽市寺田樋尻１８
-0121缶0774-52-4074

〒606左京区上高野三宅町16-7
-0035缶721-5945

〒525滋賀県草津市東矢倉4-14-
-005422-10号缶077-562-2323

〒606左京区下鴨宮崎町41-3
-0802冠771-5505

〒615西京区川島桜園町13-1
-8114缶392-0875

〒520大津市仰木町６１００レーク
-0245ビア大津仰木の里A67-20

缶0775-72-3553

〒6１０西京区大原野灰方町2-7
-1132缶332-2156

〒6１０西京区大原野西竹の里町2-
-11453-405缶331-4271

〒61l宇治市南陵町1-1-134
-0028盃0774-22-6726

〒601南区吉祥院中河原里西町33-4
-8393ワコール吉祥院寮301

缶090-1119-9194

生理

生理

生理

生理

指導

バイメカ

生理

発育

管理

原理歴史

原理歴史

発育



※

※
※

－８－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

ち
学
三
治
富
成
一
志
一
世
吾
輔
子
子
司
正
郎
樗
代
也
夫
郎
子
恵
七

呂
代

大
み

眞
賢

一
栄
比
誠
陽
伸
大
登
邦
整

栄
紀
美
秀
－
洋
和
孝

島
谷
田
力
居
田
藤

井
川
桐
嶋
島
沢
瀬
野
村
村
村
村
村
森
森
村
村

々

藤
古
徳
等
富
豊
内
中
中
中
中
中
中
長
長
長
中
中
中
中
中
中
中
西
西

夙川学院短期大学

大阪リゾート＆スポーツ
専門学校

龍谷大学

龍谷大学

同志社大学

滋賀大学教育学部

京都大学

京都教育大学

京都女子大学

大阪ＹＭＣＡ社会体育専
門学校

大谷大学

京都橘女子大学非常勤講
師

京都外国語大学

ドイツ体操研究所

大津市立唐崎小学校

京都大学総合人間学部

花園大学

滋賀女子短期大学

立命館大学非常勤講師

帝塚山短期大学部

大谷大学短期大学部

嵯峨美術短期大学

同志社女子大学非常勤講
師

鴨折高校

〒662西宮市こしき岩町6-58
-8555冠0798-73-3755

〒532大阪市淀川区西中島3-6-2
-0011缶06-6886-7897

FAXO6-6886-9305

〒612伏見区深草塚本町6７
-8577缶642-1111

〒612伏見区深草塚本町6７
-8577缶642-1111

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394缶0774-65-7510

〒520大津市平津2-5-1
-0862缶0775-37-7785

〒606左京区吉田二本松町
-8316

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶644-8280

〒605東山区今熊野日吉町3５
-8501缶531-7183

〒569高槻市八丁西町5-37
-0095缶0726-82-1322

〒603北区小山上総町5-37
-8143缶0726-82-1322

〒607山科区大宅山田町3４
-8175缶571-1111

〒615右京区西院笠目町６
-0073盃861-1834

〒602京都市上京区相国寺門前町
-0898684-4

〒520大津市際)'14-7-1
-0002冠0775-25-2375

〒606左京区吉田二本松町
-8501缶753-6886

〒604中京区西ノ京壷ノ内町8-1
-8456冠811-5181

〒520大津市竜ケ丘24-4
-0803冠0775-24－3605

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠465-8165

〒63l奈良市学園南町３
-85850742-43-4433

〒603北区小山上総町缶411-8068
-8143

〒615右京区嵯峨五島町1
-8362缶864-7858

〒610京田辺市興戸南鉾立97-1
-0332缶0774-65-8581

〒602上京区寺町荒神口下ル
-0867舌231-1512

〒56l豊中市庄内幸町5-12-6
-0833缶06-6332-1984

〒612京都市伏見区村上町376-502
-8369合075-603-1655

FAXO75-603-1655

〒607山科区小野河原町6-1第３
-8252ロイヤルハイツ和田４０５

缶573-5102

〒6１０城陽市富野北角１－５１
-01110774-56-6987

〒61l宇治市五ケ庄西浦32-7
-0011合0774-33-7274

〒524野洲郡中主町吉川１４３０
-0201ごO775-89-3912

〒606左京区田中高原町7-2
-8242WINDS306壷722-8864

〒573枚方市御殿山南町４枚方合
-1193同宿舎3143ｓ0720-98-4985

〒563豊能郡能勢町上田尻495
-0122缶0727-37-1308

〒573枚方市香里ケ丘8-13-8
-0084台0720-53-4825

〒611字治市広野町尖山2Ｆ110
-0031台0774-43-2124

〒621亀岡市北古世町1-4-1メゾ
-0811ンコラール２－Ｃ

缶0771-25-9890

〒630生駒市小明町367-7
-0201合07437-4-6006

〒573枚方市養父丘2-3-7
-１１３４台0720-56-2265

〒602上京区今出川通烏丸東入ル
ー0838相国寺門前町Ｓ256-4306

〒520大津市一里山3-38-28
-2153缶0775-45-8678

〒610京田辺市河原平田13-29
-0361ごO774-62-1013

〒616右京区花園春日町４
-8061マンコーポ円町703

ンヤ ル

石812-5368

〒520大津市大平1-21-3
-0867缶0775-33-3518

〒617長岡京市こがれケ丘9-32
-0854石954-4620

〒615西京区上桂東居町4５
-8214缶381-2759

〒607山科区北花山市田町9４
-8483台502-5969

〒606左京区高野東開町１－２３東
-8107大路高野第３住宅27-406

石781-2974

〒63O奈良市今市町3-632-1
-8444台0742-62-2337

〒606左京区上高野畑町39-2
－００８１盃701-1955

生理・パイ
メカ

発育

生理

発育

原理歴史

発育・生理

発育

原理歴史

原理歴史

発育・原理
歴史



－９－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

明
司
嗣
夫
美
万
志
裕
子
久
豊
子
信
子
博
郎
孝
子
郎
正
彰
み
正
之
之
肇

次
と

康
隆
弘
照
雅
禎
豪

泰
弘

幸
義
順

健
清
栄
昌

英
ひ
明
弘
保

崎
原
原
村
口
本
川
川
佐
賀
田
ロ
ロ
崎
崎
田
川

田
上
箱
井

谷
谷

須
野
野
野
野
橋
橋
長
長
畑
蜂
花
濱
浜
浜
浜
濱
早
林
林
林
林
林
原
樋
火
平

同志社女子大学

京都大学医学部

京都教育大学

京都工芸繊維大学繊維学
部

京都WMCＡ国際福祉専門
学校

京都学園大学

京都産業大学

龍谷大学経営学部

成安造形短期大学

神戸女子短期大学

京都教育大学

同志社女子大学

京都教育大学附属桃山小
学校

京都薬科大学

京都薬科大学

京都市立芸術大学

京都外国語大学

同志社国際中高等学校

滋賀大学教育学部

京都教育大学

京都大学総合人間学部非
常勤講師

平安女学院短期大学

滋賀女子高校

京都産業大学

滋賀大学教育学部

〒602上京区今出川通寺町西入ル
-0893冠251-4255

〒606左京区聖護院川原町5４
-8507石951-3191

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶644-8281

〒606左京区松ケ崎御所街道町
-8585缶724-7741

〒602上京区烏丸今出川下ル
-0902缶432-3191

〒62l亀岡市曽我部町南条大谷
-8555缶0771-22-2001

〒603北区上賀茂本山３６
-8555冠701-2151

〒612伏見区深草塚本町6７
-8577冠642-1111

〒617長岡京市調子１台953-1111
-0844

〒65Ｏ神戸市中央区港島中町4-7-2
-0046冠078-303-4711

〒612伏見区深草藤森１
-0864缶644-8100

〒610京田辺市興戸南鉾立
-0332缶0774-65-8581

〒6ｌ２伏見区桃山筒井伊賀東町
-0032き611-0138

〒607山科区御陵中内町５
-8414缶595-4675

FAXO75-595-4765

〒607山科区御陵中内町５
-8414台581-3161

〒6１０西京区大枝沓掛町13-6
－１１９７缶332-0701

〒615右京区西院笠目町６
-0073缶322-6012

〒610京田辺市多々羅
-0321冠0774-65-8911

〒520大津市平津2-5-1
-0862壷0775-37-7795

〒612伏見区深草藤森町１
-0863冠644-8287

〒606左京区吉田二本松町
-8501冠753-6875

〒569高槻市南平台5-81-1
-1092孟0726-93-2311

〒520大津市朝日が丘1-18-1
-0052冠0775-22-3465

〒603北区上賀茂本山缶701-2151
-8555

〒520大津市平津2-5-1
-0862缶0775-37-7801

〒6１０西京区大枝西新林5-9-5
-1141缶331-1611

〒603北区紫野上若草町1５
-8237缶492-3730

〒520大津市比叡平2-44-7
-0016缶0775-29-2611

〒612伏見区深草池ノ内街藤森
-0031合同宿舎１１５冠645-2686

〒639大和郡山市南井町12-10
-1024缶07435-7-1782

〒600下京区西七条市部町128
-8894缶313-4765

〒601中京区麸屋町通丸太町下ル
缶213-3990

〒61l宇治市折居台1-4-197
-0023志0774-24-2050

〒61l宇治市羽拍子町56-67
-0027缶0774-43-8466

〒60l伏見区醍醐大高町7－１３
-1311冠571-2645

〒63l奈良市手塚山南3-5-5
-0064冠0742-47-8259

〒674明石市大久保町森田155-4
-0061缶078-934-2683

〒520大津市日吉台3-16-4
-0112台0775-79-4934

〒520大津市日吉台3-16-4
-0112冠0775-79-4934

〒61l宇治市神明宮東2０
-0025缶0774-22-0773

〒663西宮市浜甲子園2-6-7
-8154壷0798-46-7421

〒615西京区桂木ノ下町16-52
-8072冠381-8639

〒610京田辺市松井ケ丘1-13-2
-0353石0774-63-6280

〒607山科区勧修寺柴山町8-29
-8242台581-5605

〒573枚方市禁野本町2-11枚方
-1197合同宿舎1422

缶0720-98-6795

〒602上京区御前通西裏上ノ下立
-8368売上ル北町574台461-4220

〒60l伏見区醍醐下端山町16-26
-1332缶571-4419

〒524守山市幸津川町1197
-0215缶0775-85-0759

〒601左京区静市市原町78-9
-1123盃741-2738

〒520大津市御陵町1-28-533
-0037冠0775-23-5639

発育

バイメカ・
管理・生理

バイメカ

発育

生理

バイメカ

発育

管理

原理歴史

指導

発育

生理

発育

原理歴史

発育

管理



※

－１０－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

治
子
彦
司
子
厳
敦
潤
行
衣
彦
登
子
己
｜
信
豊
直
輔
正
洋
代
紀
子
信

士心
代

正
登
嘉
主
干

博
序
義

久
勝
繁
光

大
喜
知
範
周

賀
野
野
中
藤
部
川
田
井
木
沢
田
市
川
野
野
積
山
丼
田
田
原
瀬
浦
原

平
平
平
広
廣
廣
福
福
藤
藤
藤
藤
古
古
星
星
穂
前
堀
増
増
増
間
松
松

松下産業衛生科学セン
ター

華頂短期大学

京都外国語大学

京都造形芸術大学

大阪学院短期大学

立命館大学

福田小児科医院

(１Ｍ)京都府交通・労働等災
害救済事業団

龍谷大学

同志社大学

大阪教育大学

同志社大学

龍谷大学

京都産業大学

京都府立朱雀高校

藍野学院短期大学

京都府山城総合運動公園

嵯峨美術短期大学

京都文教短期大学

神戸女子大学

京都府立大学

〒571門真市殿島町7-6
-00M4５冠06-6906-1631

〒605東山区林下町3-456
-0062缶551-1188

〒615右京区西院笠目町６
-0073石861-1834

〒606左京区北白川瓜生山2-116
-8271缶712-1669

〒564吹田市岸辺南2-37-1
-8511合06-6381-8434

〒603北区等持院北町56-1
-8577缶465-1111

〒606左京区岡崎北御所町2５
-8336缶771-4362

〒602上京区千本上立売東入上ル
ー8303姥ケ寺の前町902台441-0961

〒520大津市瀬田大江町横谷1-5
-2194缶0775-43-5111

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394石0774-65-7510

〒582柏原市旭ケ丘4-698-1
-8582台0729-76-3211

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394冠0774-65-7510

〒612伏見区深草塚本町6７
-8577壷642-1111

〒603北区上賀茂本山冠701-2151
-8555

〒604中京区西ノ京式部町1
-8384冠841-0127

〒567茨木市東太田4-5-4
-0012石0726-27-1711

〒61l宇治市広野八軒屋谷１
-0031缶0774-21-0379

〒616右京区嵯峨五島町１
-8362盃864-7858

〒611字治市槇島町千足8０
-0041缶0774-25-2444

〒654神戸市須磨区東須磨青山2-1
-8585冠078-731-4416

〒606左京区下鴨半木町
-8522石703-5417

〒525草津市野路町1915-10
-0055盃0775-63-6627

〒6１０城陽市寺田宮ノ平3-138
-0121冠0774-53-5401

〒621亀岡市南つつじケ丘桜台’-
-084720-19冠07712-5-3674

〒614八幡市橋本興正10-7
-8323缶983-7984

〒615西京区樫原五反田５－３６
-8131缶392-8285

〒526長浜市口分田町851
-0014缶0749-62-6601

〒616右京区太秦皆生寺町１８－１
-8154セレクトマンション１Ｆ

缶864-6159

〒606左京区岡崎北御所町2５
-8336缶771-4362

〒573枚方市堂山1-25-23
-0007缶0720-47-7434

〒629京都府船井郡八木町西田河
-0134原篠１－１

〒602上京区中立売室町西入ル室
町スカイハイツ４０６

忘415-2189

〒573枚方市北楠葉町33-1
-1102冠072-851-3790

〒614八幡市男山笹谷7-308-507
-8372志982-0694

〒616右京区太秦森ケ東町38-40
-8102冠861-1088

〒601南区吉祥院這豊中町47-2
-8353乙672-9345

〒606左京区高野東開町1-23束
-8107大路高野第３住宅40号棟303

石701-9043

〒616右京区梅ケ畑向ノ地町3６
-8262志882-4355

〒527愛知郡湖東町平柳949-1
-0102

〒520大津市石山寺4-22-33
-0861石077-534-4008

〒601南区久世上久世町542パー
-8212クテラス桂川604冠934-4803

〒606左京区山端大城田町２０ フ

-8002イオンズマンシヨン修学院
507号

〒578東大阪市南鴻池町2-4-16
-0961缶06-6745-6674

〒605束山区今熊野宝蔵町５８ハ
-0952イツ魚満306

缶075-551-2399

〒594和泉市鶴山台4-8-14
-0013冠0725-43-6258

〒564吹田市末広町１０－８
-0022缶06-6382-2784

発育

バイメカ

発育

バイメカ

発育

生理・心理
社会

発育・指導

バイメカ．

生理

指導

管理

心理

発育

発育

運動生理.
体育方法

発育

発育・パイ
メカ原理歴
史



※

－１１－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

一
一
武
人
行
夫
恵
二
－
孝
和
巳
子
博
子
正
二
紀
巳
一
郎
治
樹
之
子
樹

紀
恵
美
三
利

道
陽
宣
正
正
幹
友
昭
憲

直
克
美
勝
富
孝
恒
茂
博
建
健
勤
正
慎
由
秀

村
山
山
井
浦
浦
笠
上
神
本
本
島
島
田
正
宅
鴫
村
上
川
田
山
部
月

井

松
松
丸
万
三
三
三
三
三
宮
宮
水
水
水
見
三
宮
宮
村
村
村
村
本
望
森
森

京都大学総合人間学部

京都府立体育館

聖母女学院短期大学

京都造形芸術大学

立命館大学文学部

滋賀大学教育学部

夙川学院短期大学

山城高校

滋賀大学経済学部

滋賀大学経済学部

京都大学大学院
人間・環境学研究科

京都造形芸術大学

燈影学院

光華女子短期大学

洛星高校

京都学園大学

神戸女子大学

京都産業大学

関西福祉大学

龍谷大学

滋賀大学教育学部

南京都高校

同志社大学

滋賀大学教育学部附属養
護学校

京都文教短期大学

〒606左京区吉田二本松町
-8501冠753-6889

〒603北区大将軍鷹司町
-8334冠462-9191

〒612伏見区深草田谷町
-0898台643-6781

〒606左京区北白川瓜生山2-116
-8271冠791-9121

〒603北区等持院北町56-1
-8577缶４６５－１１１１

〒520大津市平津2-5-1
-0862缶0775-37-7811

〒662西宮市こしき岩町6-58
-8555盃0798-73-3755

〒603北区大将軍坂田町2９
-8355缶463-8261

〒522彦根市馬場1-1-1
-0862冠0749-22-5600

〒522彦根市馬場1-1-1
-0862志0749-22-5600

〒606左京区吉田二本松町
-8501缶753-7865

〒606左京区北白川瓜生山2-116
-8271石791-9121

〒607山科区四宮柳山町2９
-8025缶581-3136

〒615右京区西京極葛野町3８
-0882缶312-1783

〒603北区小松原南町3３
-8342缶463-3281

〒62l亀岡市曽我部南条大谷１
-8555冠0771-22-2001

〒654神戸市須磨区東須磨青山2-1
-8585合078-731-4416

〒603北区上賀茂本山
-8047缶701-2151

〒582大阪府柏原市旭ケ丘3-11-1
-0026石0729-78-0088

〒612伏見区深草塚本町6７
-8577舌642-1111

〒520大津市平津2-5-1
-0862冠0775-37-7817

〒619相楽郡精華町下狛中垣内
-0245缶0774-93-0518

〒602上京区今出川通烏丸東入
-8580盃251-3882

〒520大津市際川3-9-1
-0002缶0775-22-6569

〒61l宇治市槇島町千足8０
-0041缶0774-21-4101

〒606左京区上高野東田町15-54
-0078台722-0463

〒621亀岡市南つつじケ丘桜台４－
－０８４７５－７石0771-22-7316

〒575草津市追分町784-25
-0046壷0775-65-9838

〒606左京区一乗寺出口町１
-8164冠781-8309

〒61l宇治市木幡南山52-45
-0002石0774-33-4802

〒520大津市御陵町１－２７別所合
-0037同宿舎535冠0775-24-3425

〒60Ml中京区西ノ京東月光町3５
-8422冠811-1657

〒617向日市寺戸町西ノ段1９
-0002缶932-8256

〒522彦根市西今野880-13
-0054途0749-23-6782

〒522彦根市東沼波町197-4
-0027缶0749-23-4614

〒603北区北野上白梅町2２
-8325缶463-5689

〒61l宇治市木幡南山74-7
-0002缶0774-32-5053

〒61l宇治市木幡南山74-7
-0002缶0774-32-5053

〒607山科区安朱桟敷町18-1
-8012冠592-3626

〒615右京区山ノ内宮前町26-22
-0093冠812-8965

〒606左京区一乗寺大新開町３
-8183冠712-5616

〒603北区上賀茂北ノ原町２８奥
-8006村荘缶724-3944

〒535大阪市旭区清水2-2-25
-0021缶06-6955-0673

〒606左京区岩倉中町521
-0025缶722-2721

〒573枚方市出口6-1-1-525号
-0065缶0720-31-5746

〒520大津市里7-19-6
-2276缶0775-46-6784

〒520大津市御陵町1-37-1111
-0037冠0775-22-9313

〒612伏見区竹田中島町1-2-305
-8415合643-0905

〒612伏見区深草西浦町8-122-1
-0029レジデンスサンキヨー201号

石645-5928

〒52O滋賀郡志賀町比良5３
-0500冠0775-96-1417

〒61l宇治市宇治折居台4-1-13
-0021冠0774-24-8243

管理

バイメカ．
発育

生理・発育

発育

方法

生理・方法

生理・パイ
メカ

生理

発育・生理

生理・パイ
メカ

原理歴史

社会・経営
管理・方法

発育

発育・生理



※

※

※

－１２－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

英
夫
郎
保
子
夫
治
和
二
修
明
治
也
哲
二
行
智
徳
男
史
夫
美
史
司
信
郎

大
正
敏
陽

純
貞
祐
敏
憲

敏
孝
先

秋
高
謙
剛
敏
博
康
明
剛
武
利
一

田
谷
津
木
井
岡
田
根
岡
形
形
口
崎
下
下
下
下
下
田
中
村
本
本
本
井
山

森
森
森
八
安
安
安
薮
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
横
横

京都女子高校

京都大学人間・環境学研
究科

佛教大学（非常勤）

綾部高校

京都教育大学

京都文教短期大学

大阪成践女子短期大学

同志社高校

京都教育大学教育学部附
属京都小学校

京都大学大学院

京都学園大学

京都教育大学

立命館大学

京都工芸繊維大学

京都大学

滋賀女子短期大学

城南高校

大阪体育大学

滋賀女子短期大学

華頂短期大学

㈱大塚製薬大津出張所

京都教育大学

〒605束山区今熊野北日吉町１７
-8501缶531-7358

〒606左京区吉田二本松町
-8501缶753-6888

〒603北区紫野北花ノ坊町9６
-8301合491-2141

〒623綾部市岡町長田１８
-0042冠0773-42-0451

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶644-8282

〒61l宇治市槇島町千足8０
-00M4１冠0774-21-4101

〒533大阪市東淀川区相川3-10-62
-0007缶06-6340-1515

〒606左京区岩倉大驚町
-8558缶781-7121

〒603北区紫野東御所田町3７
-8164缶441-4166

〒606左京区吉田二本松町
-8501

〒62l亀岡市曽我部町南条大谷
-8555缶0771-22-2001

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶644-8285

〒603北区等持院北町56-1
-8577缶463-1131

〒606左京区松ケ崎御所海道町
-8585台724-7734

〒606左京区吉田二本松町
-8501冠753-6884

〒520大津市竜ケ丘24-4
-0803合0775-24-3605

〒61l宇治市広野町丸山１０
-0031缶0774-41-6165

〒590大阪府泉南郡熊取町野田
-04961558-1缶0724-53-7000

FAXO724-53-7028

〒520大津市滝ケ丘24-4
-0803缶0775-24-3605

〒605東山区林下町3-456
-0062石551-1188

〒520大津市月輪2-19-5大塚製
-2152薬㈱大津出張所

〒612伏見区深草藤森町１
-0863冠641-9281

〒616右京区嵯峨広沢西裏町34-7
-8306グリーンビラ広沢B303

缶864-4704

〒612伏見区桃山町泰長老東合同
-8034宿舎834缶611-3196

〒52O野洲郡野洲町南桜1857-55
-2322缶0775-86-0586

〒606左京区上高野三反田町2-14
-0054盃721-7216

〒615右京区西京極徳大寺団子田
-0846町２２缶321-7439

〒62O福知山市かしの木台1-71-1
-0921冠0773-23-9738

〒616右京区太秦中山町２－２
-8191冠462-7508

〒573枚方市禁野本町2-11枚方
－１１９７合同宿舎１４２２

冠0720-49-8576

〒615西京区樫原六反田３－８
-8177缶864-2284

〒569茨木市鮎川3-18-7
-0831冠0726-34-6733

〒606左京区修学院北沮沢町20-1
-8032缶722-7138

〒520大津市仰木の里6-8-3
-0246缶595-0438

〒606左京区松ケ崎三反長町１１－１
-0916缶721-2798

〒621亀岡市篠町森山先18-11
-0831缶0771-24-2448

〒573枚方市禁野本町2-12-341
-1197冠0720-40-8509

〒616右京区御室堅町２５－２デラ
ー8093シオン御室302石464-7632

〒572寝屋川市南水苑町１１－１
-0826缶0720-24-0261

〒550大阪市西区江之子島’-7-9-
-0006201石06-6444-5891

〒525草津市野路町1903-69
-0055缶0775-64-1395

〒61l宇治市木幡御蔵山39-1037
-0002冠0774-33-3480

〒612伏見区京町北7-16
-8086缶611-0775

〒607京都市山科区川田欠ノ上11-
-833445缶075-593-8521

〒607山科区東野森野町23-4-507
-8147缶581-3454

〒606左京区岩倉忠在地町8５
-0027缶791-5964

〒607山科区音羽山等地２９－５大
-8065塚製薬寮缶591-6457

〒61l宇治市羽戸山2-1-84
-0012冠0774-33-0886

バイメカ．
生理

発育・生理

生理・パイ
メカ

バイオメカ

ニクス指導

指導・発
青・管理

発育

原理歴史

指導

生理・パイ
メカ

､原理歴史

バイメカ

発育

管理

バイメカ

発育



※

移動による変更がありましたら、下記の所までお知らせ下さい。

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町京都大学総合人間学部小田伸午(庶務理事）

電話075-753-6876FAXO75-753-6734E-mail:oda@lifehkyoto-u・ac・jｐ

－１３－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

彦
雄
也
子
子
明
華
正
－
隆
子
尚

久
勝
伊
哲
康
祐

西
一
憲

博

山
井
田
中
田
本

辺
辺
辺
部
田

横
吉
芳
吉
米
寄
李
渡
渡
渡
渡
和

同志社大学

野洲町立篠原小学校

京都工芸繊維大学工芸学
部

京都文化短期大学

同志社女子大学

滋賀県立大学

京都大学大学院人間・環
境学研究科

大阪府立藤井寺工業学校

龍谷大学

洛南高校

京都教育大学大学院

京都教育大学

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394缶0774-65-7510

〒52Ｏ滋賀県野洲郡野洲町大篠原
-23131414冠0775-87-0179

〒606左京区松ケ崎御所街道町
-8585冠724-7296

〒621亀岡市曽我部町南条
-8585缶0771-22-2001

〒610京田辺市興戸南鉾立9７
-0332合0774-65-8581

〒522彦根市八坂町2500
-0057缶0749-28-8259

〒606左京区吉田二本松町
-8501缶753-2874

〒583藤井寺市御舟町1０－１
-0021缶0729-55-0281

〒612伏見区深草塚本町6７
-8577缶６４２－１１１１

〒601南区壬生通八条下ル東寺町
-8478545缶681-6511

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶641-9211

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶644-8284

〒662西宮市苦楽園２番地１１－９
-0082缶0798-73-0911

〒523近江八幡市浅小井町１６０
-0817で0748-33-2035

〒606左京区一乗寺野田町2-2ハ
ー8165イツ白川４１３石701-6708

〒531大阪市北区本庄西3-7-10
-0073金06-6372-1694

〒60Kl中京区御幸町通二条上ル達
-0962磨町605ネスト御所南3Ｃ

〒524守山市岡町1-34

缶252-2325

-0032石0775-83-3095

〒606左京区吉田上大路町１９小
-8312谷様方冠752-5316

〒583藤井寺市道明寺4-6-8
-0012冠0729-52-0574

〒520大津市比叡平2-45-13
-0016冠0775-29-2392

〒601南区八条内田町91-8
-8475缶671-7786

〒61l宇治市宇治東内25-6
-0021

〒583藤井寺市春日丘3-3-13
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編集後記

第16巻をお届けします。この度は５編を掲載することができ、形態的に学術誌らしくな

りました。

昨今､大学における研究･教育の在り方が各方面で論議されております｡特に、大学にお

いて学科目としての体育が大学教育の見直しの渦中にあって､微妙な立場に置かれているこ

とは衆知の事実であります。そして､大学体育関係教員の研究･教育に向けられている目は

相当厳しいものがあるように思います。

このような状況の中にあって、「京都体育学研究」が、会員各位の日頃のご研鐙を公にす

る場として活用されることを願うとともに大学体育の大学における市民権確保の一助になれ

ば、と希求する次第です。ざらに、研究の為の研究、又、単なる業績数の為の研究でない、

論理的遊戯に埋没することのない､研究志向･見解の明確な論文の積極的な投稿を切に願っ

ております。

（藤田登）
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執筆要項

１．論文の長さは，文献・図表・abstractを含め８ページ（400字詰原稿用紙で30枚）までとする。但し

超過した場合その費用は執筆者負担とする。

2．本誌論文の原稿執筆にあたっては，下記の事項を厳守されたい。

（１）原稿は，市販の横書原稿用紙（Ｂ５判400字詰）に清書し或いはワードプロセッサ（Ａ４判40字×

２０行，１５枚）により作成し提出する。

原稿は，１枚目：題目・英文標題，２枚目：著者名とそのローマ字名，著者の所属名とその正式英語

名及び所在地（英文字)，所属の異なる２人以上の場合著者名の右肩に＊，＊＊，・・・印を付して，

脚注に＊，＊＊，・・・印ごとに所属名とその正式英語名及び所在地（英文字)，３枚目：英文要約

（タイプ用紙ダブルスペース250字以内)，４枚目：和文要約（編集用；英文要約と同一内容)，５枚目

以降本文，注記，参考文献，図・表の順に書く。

（２）外国人名・地名等の固有名詞には，原則として原語を用いること。固有名詞以外はなるべく訳語を用

い，必要な場合は初出のさいだけ原語を付すること。

（３）数字は算用数字を用いること。

（４）参考文献の引用は「京都体育学研究」執筆要項補足による。（京都体育学研究第７，８巻参照）

（５）注記は，補足的に説明するときのみに用い，本文中のその箇所の右肩上に註ｌ）註２）のように書き

本文の末尾と文献表の間に一括して番号順に記載する。

（６）図・表は1枚の用紙に1つだけ書く。また図と表のそれぞれに一連番号をつけ，図１，表３のように

する。（上記要項補足参照）

（７）図の原稿は半透明のタイプ用紙または淡青色方眼紙に黒インキで明瞭に書くこと。写真は明瞭なもの

を提出すること。

（８）図や表は本文に比べ大きな紙面を要する（本誌１ページ大のものは原稿用紙4.5の本文に当たる）か

ら，その割合で本文に換算し全ページ数の中に算入すること。

（９）参考文献の書き方は以下の原則による。

文献記述の形式は雑誌の場合には，著者名（発表年)，題目，雑誌名，巻号，論文所在頁；単行本の

場合には，著者名（発表年)，書名，版数，発行所，発行地，参考箇所の頁の順とする。また記載は

原則としてファースト・オーサの姓（familyname）のABC順とする。なお，上記要項補足参照。

⑩本文が欧文の場合には上記要項に準じ，著者名と所属名は和文でも記入し，和文要約は掲載用となる。

｢京都体育学研究」編集委員会〒610-0394京都府京田辺市多々羅都谷1-3

同志社大学京田辺校地教務事務室体育係気付
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